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はじめに

前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背景に、坂東太郎として名高い利

根川や詩清豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた芙

しい県都です。平成16年12月には粕川村、宮城村、大胡町と合併し、新たな

る歴史をスタートさせたところであります。

前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世・近代に至

るまで、人々の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に古墳

においては、かつて市域には800余基の存在が伝えられています。その中には

大室4古墳をはじめ国指定史跡となっている古墳も 9基含まれ、東国古墳文

化の中心として位置づけられてきました。また、続く律令政治の時代に入る

と、山王廃寺、上野国府、上野国分僧寺、上野国分尼寺の存在が示すとおり

政治、宗教、経済の中心地として花開きー大文化圏が形成されました。さら

に中世においては、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずっ

た地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した

関東4名城の一つに数えられる前橋城が築かれました。まさに、前橋市はこ

れまで連綿と続いてきた歴史を物語る様々な文化財で溢れています。

今年度調査を行いました元総社小見VI遺跡は、前橋市西部の国分尼寺の南、

推定国府域の西側に位置します。国府や国分尼寺に直接関連すると恩われる

遺構は検出されませんでしたが、竪穴住居跡、溝跡、土坑などが検出され｀

律令期以前、律令期、律令期以後の国府周辺の土地利用の状況を考える上で

） 貴重な資料を得ることができました。

発掘調査にあたり、ご理解とご協力を賜りました市関係部局、地元関係者

の方々、厳しい気候の中、調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上

げます。

本報告書が市史究明の一助となることを祈念して序といたします。

平成17年 3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長中原悪治



例 口

1. 本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社小見VI遺跡発掘調査報告書である。

2. 調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3. 発掘調査の要項は次のとおりである。

調 査 場 所 群馬県前橋市元総社町1614-1 他

発掘調査期間 平成16年5月24日～平成16年12月15日

整理・報告書作成期間 平成16年12月16日～平成17年3月22日

発掘・整理担当者 近藤雅順・後藤俊継（発掘調査係員）

4. 本書の原稿執筆・編集は近藤・後藤が行った。

5. 発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

石井春江・後藤進一•佐藤佳子・下境 弥・下境米治・冨岡和子・冨澤理恵・内藤旭・内藤よし

中島利夫・西山勝久•西山光彩・峰岸あや子

6. 発掘調査で出上した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

保護課で保管されている。

凡 例
1. 挿医中に使用した北は、座標北である。

2. 挿図に国土地理院発行の 1: 200,000地形図（宇都宮、長野）、 1: 25,000地形図（前橋）、 1: 6,000前橋市

現形図を使用した。

3. 本発掘調査の略称は、 16Al07である。

4. 遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

J…縄文時代の竪穴住居跡 H …古墳 ・奈良• 平安時代の竪穴住居跡 w…溝跡 D…土坑
JD…縄文時代の土坑
5. 遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

遺構 全体図・・ 1: 200 住居跡・ 溝跡・土坑・縄文時代の土坑… 1: 30・1 : 60・1 : 100 

鼈 ．炉断面図… 1: 30 

遺物 土器・・1/3・1/4 鉄器・鉄製品・・ 1/3 石器・石製品・土製品・・・ 1/2・1/3・1/6

瓦・・・ 1/2 • 1/4 

6. 土器の器種について、本報告書では、口径12.0cm以下・器高4.0cm以下・輌櫨整形・酸化焔焼成の坪形土器を

「かわらけ」と呼称する。

7. 計測値については、（ ）は現存値、［ ］は復元値を表す。

8. セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

◎は締まり ・粘性非常にあり、 0は締まり ・粘性あり、 △は締まり ・粘性ややあり、 Xは締ま り・粘性なしを
表す。

セクション注記の語句は、多く含むは15%、含むは10%、少なく含むは 5%、わずかに含むは 2%程度とし

た。

9. 遺構平面図の—---- --―一＿ ―-は推定線―---―ーは切られるが存在する面を表す。

10. スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

遺構平面図 焼 土…1-:-:-:-:-:-:-:-:1
遺構断面図 構 築 而• • 篠笏~鶴霧爾

遺物実測図 須恵器断面・・・--

黒色処理…I I 
緑 ・灰釉陶器断而・・-1-:-:-:-:-:-:-:-:1

11. 火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

粘 土・・・I,. l 

漆 付 着..筐璽言言コ
ス ス 付 着・・・に対が必碍1
灰釉陶器表面...艇器臨送涸

As-B (浅間 B テフラ：供給火山＝浅間山、 ll08年）

Hr-FP (榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山＝榛名山、 6世紀中葉）

Hr-FA (榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山＝榛名山、 6世紀初頭）

As-C (浅 間 C 軽 石：供給火山＝浅間山、 4世紀前半～中葉）
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I 調査に至る経緯

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海上地区画整理事業に伴い実施され、 5年目にあたる。本調査地は、

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成16年4月19日付けで、前橋市長 高木政夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 中 原恵治に対し、調査実施を協議し、調査団はこれを受諾した。

平成16年5月12日、調査依頼者である前橋市長高木政夫と前橋市埋蔵文化財発掘調究団団長中原

恵 治との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、 5月24日に現地での発掘調査を開始するに至った。

なお、遺跡名称「元総社小見VI遺跡」（遺跡コード： 16Al07)の「小見」は旧地籍の小字名を採用し、ローマ

数字の「VI」は過年に実施した調査と区別するために付したものである。

II 遺跡の位置と環境

1 遺跡の立地

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関束平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川左岸、東部の

広瀬川低地帯の 4つの地域に分けられる。

本遺跡の立地する前橋台地は、約24,000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆稜物とそれを被

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比

高3m~5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3kmの地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東へ約

1 kmの所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国

道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線

道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところに

位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2 歴史的環境

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中問地
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Fig. l 元総社蒼海遺跡群位置図
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域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である主山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南困500mには白鳳

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この

寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群には l上毛野氏」一族が葬られているとも考

えられている。これらから、この地が l車評Jの中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい

た様子が窺える。

奈良•平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国

府は、元総社地区に懺かれたとされる。

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、「國厨」・「曹司」・

［国J・「邑厨J等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考えられる柱

穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検出された

閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調在成果により、国府域の東外郭線が想定されるに

至った。さらに近年では、元総社小見内III遺跡や元総社小見内IV遺跡から、国分尼寺の東南隅から国府の中心部

に向かうと思われる溝跡が検出されたり、官人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府に

ついて考えるうえで貴重な資料となっている。

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の

調森では、昭和44・45年に推定中袖線上のトレンチ調査が行われ伽藍配菌が推定できるようになった。さらに平

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、閲越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分

僧寺・ 尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。

また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1.5km南の地点にN-64"-E方向の東山道（国府ルート）があるこ

とが推定されている。また、推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4.5mの道路状遣構を国府方面へ延長した

ものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

中世に至り、永享元年(1429)、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推制される。

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海上地区画整理事業に伴い、平成11年より継続

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。

- 3 -





Tab. l 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表

番号 逍 跡 名 調杏年度 時代：主な逍構・出土遺物

1 元総社小見VI遺跡 2004 本遺跡

2 上野国分寺跡（県教委） 1980~1988 奈良：金堂基壇 ・塔基壇

3 上野国分尼寺跡 (1999) 奈良：西南隅 ・東南隅築垣

4 山王廃寺跡 (1974) 古墳：塔心礎・根巻石

5 東山道（推定）

6 日高道（推定）

7 王山古墳 1972 古墳 ：前方後円墳 (6C中）

8 蛇穴山古墳 1975 古墳 ：方墳 (8C初）， 稲荷山古墳 1988 古墳：円墳 (6C後半）

10 愛宕山古墳 1996 古墳:円墳 (7C初）

11 総社二子山古墳 未調査 古墳 ：前方後円墳 (6C末~7C初）

12 遠見山古墳 未調査 古墳 ：前方後円墳 (5C後半）

13 宝塔山古墳 未調査 古墳：方墳 (7C末）

14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平安：掘立柱建物跡 ・柱穴群・ 周濠跡

15 産業道路東遺跡 1966 縄文：住居跡

16 産業道路西遺跡 縄文：住居跡

17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良 •平安： 住居跡

18 日高遺跡（事業団） 1977 弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製牒耕具、平安：条里制水
田跡

19 正観寺遺跡 I~IV (高崎市） 1979~1981 弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良•平安：住居跡、中世：溝跡

20 上野国分僧寺 ・尼寺中間地域（事業団） 1980~1983 
縄跡状文 ：住良居跡平 ・配・構石住遺構跡、 弥掘生：住建物居跡跡・ 方形周・溝墓立柱、建古物墳：住溝居
逍、構奈・安．居・立柱 、中世．掘 跡・
・道路状遺

21 清里南部遺跡群・ Ill 1980 縄文：ピット、奈良• 平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良 •平安：住居跡

23 下東西遺跡（事業団） 1980~1984 縄跡文：屋外柱建埋要物跡、弥生：住居中世跡、・住古墳：住溝居跡跡、奈良・平安：住居
．掘立 ・柵列、 ．居跡・

国分境遺跡（事業団） 1990 古墳：住居跡、奈良・ 平安：住居跡
・・・・・-・-・・--・・-----・-・・-・・・・・・ 幽・・・-・・・・疇..........----------------

- . ・--... ~-- . - ....  會•・・.......----・---------------------・-・・・・・-雫-・—• 雫-----・-・--・. --.. ----
24 国分境II遺跡 1991 古墳：住居跡、奈良• 平安：住居跡
・--'・---響--.. --. -................ -... -........... --.. -.... , ... _,. ___________ .................................... ● ●'" • . 一ー・—__ ,._,,_—, ・・--・・・・・・-・ ー・---・・・・・・・・・・・
国分境III遺跡（群馬町） 1991 古墳 ：住居跡、 奈良 •平安：住居跡 ・畠跡、中世： 土塙墓

25 元総社明神遣跡 I~XIII 1982~1996 形古墳：住世居跡住・ 水跡田跡・堀跡、登余碗良・ 平安：住居跡・溝跡・大形人、中 ・ 居 ・溝跡・天目

26 北原遺跡（群馬町） 1982 縄柱建文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良•平安：住居跡・掘立
物跡

‘,'’ 

27 鳥羽追跡（事業団） 197819~83 殿古墳跡）：住居跡・鍛冶場跡、奈良•平安：住居跡・掘立柱建物跡（神

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良 • 平安：溝跡（上幅6.5~7 m、下幅3.24m、深さ 2m)

29 柿木遠跡・ II遺跡 1983, 1988 奈良 ・平安：住居跡 ・溝跡

30 草作造跡 1984 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡

桜ケ丘遺跡 弥生：住居跡
31 ---・・・・・--・--・--・-----・・・.'--. ----. ------. -.. -... ● . ー・・・'----. -.. 奪囀曇● .. ーー・................................. _畢---.. -・---・-・・-・・......... -..... -.... -------.. .. 
総社桜ケ丘遺跡・ II遺跡 1985, 1987 奈良• 平安：住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 古墳：住居跡、奈良•平安：溝跡

33 後疋間遺跡 I~III (群馬町） 1985~1987 古墳：住居跡、奈良•平安：住居跡、中世：道路状遺構

34 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平安： 住居跡

35 寺田迫跡 1986 平安 ：溝跡・木製品

36 天神遺跡・ II遺跡 1986, 1988 奈良• 平安：住居跡

37 屋敷遺跡 ・II遺跡 1986, 1995 古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構

38 大友屋敷II・III遺跡 1987 古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑

39 堰越遺跡 1987 奈良 • 平安：住居跡・溝跡

40 堰越II遺跡 1988 平安 ：住居跡

41 昌楽寺廻向遺跡 .II遠跡 1988 奈良 •平安：住居跡

42 村東遺跡 1988 古墳：住居跡・溝跡、奈良•平安：住居跡、中世：堀跡
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番号 遺 跡 名 調査年度 時代 ：主な遺構・出土遺物

熊野谷遺跡 1988 縄文：住居跡、平安：住居跡・溝跡
43 . ・・・・・・-・・・・・・・・雫...疇..........."● 疇呻............. ー・.....尋●鴫....● ー・ ■ ..... 拿..書一------... ・-・-----------■--•• --•••• -—• ■ 會●. ・・・・・・・・-・・-・・・・・・ ... 會疇・・-・・・・・--
熊野谷II・Ill遺跡 1989 平安：住居跡

44 元総社寺田遺跡 I~III (事業団） 1988~1991 古書墳： 水田跡世 ・溝跡跡 、 奈良 • 平安 ：住居跡 ・溝跡 ・人形・ 斎串 ・墨
土器、中 ：溝

45 弥勒遺跡 ・II遣跡 1989, 1995 古墳 ：住居跡、平安 ：住居跡

46 大屋敷遺跡 I~VI 1992~2000 縄建文物跡：住・居地跡下式、古士墳坑・：住溝居跡跡、 奈良•平安：住居跡、 中世 ：掘立柱

47 元総社稲葉遺跡 1993 縄文： 土坑、平安 ：住居跡 ・瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古墳： 住居跡、 平安：住居跡

49 大友宅地添遠跡 1998 平安：水田跡

総社閑泉明神北遺跡 1999 古墳 ：畠跡 ・水田跡・ 溝跡、中世：溝跡
50 疇~● "・-・・・・ ● 噌ー＇會・・・・・・・・・・・--・ ・・・・・・・・・・----------・・ 皐曇...........-------------ー・ゃ・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・疇...........一・ -. ---・・ 隼.........................---------・ 
総社閑泉明神北II遺跡 2001 古墳：住居跡 ・溝跡、 平安：住居跡 ・溝跡

51 元総社宅地追跡1~23トレンチ 2000 路古墳状遺：構住居、跡中世、平：溝安跡：住、居近世跡 ・：住掘立居柱跡建・物五跡輪塔・鍛・椀冶場類跡・ 溝跡 ・道

52 元総社小見遺跡 2000 縄溝文跡・：住道路居状跡遺、構古墳：住居跡、奈良•平安：住居跡・掘立柱建物跡 ・

53 元総社西川遺跡（事業団） 2000 古墳：住居跡 ・畠跡、 奈良 • 平安：住居跡 ・ 溝跡

総社甲稲荷塚大道西遺跡 2001 奈良• 平安 ：住居跡・ 溝跡、中世 ：畠跡、 近世 ：溝跡
54 -----● ● ・-------・ ー疇ー-- ----- • ·. ----・--.. ・・・・・------・---疇-..... --.. --―――---------------------------------------------------------------------------・・・・・・ 
総社甲稲荷塚大道西II遺跡 2001 古墳： 住居跡、奈良• 平安：住居跡・溝跡、近世 ：溝跡

元総社小見内Ill遺跡 2001 古中墳世：：住掘立居柱跡建・物溝跡跡、、 奈溝跡良• 平安 ：住居跡 ・ 掘立柱建物跡 ・ 溝跡、
55 --------・----・--・・・・--・ 今・-.. ---.. ・-・---・・..... -』.'--● 疇曇.'『...............---------・・・-・・・・・ や...疇....-疇—.疇..'-...'... ---------. 會------→疇-------------・・・・・.......
元総社小見内VI遺跡 2003 奈良• 平安 ： 住居跡 ・ 溝跡、中世：井戸跡

総社甲稲荷塚大道西Ill遺跡 2002 古墳： 住居跡、奈良• 平安：住居跡・畠跡・溝跡
..... -... ---鵬 A• 0 0• • • • 疇-·---- ----- -·-—... 疇·•----------. ................ 疇~ー・ し—·--.......... -・-.. -. .... . .. . . . . . . . ... -.... 亭........-----・... -..... -...... 會疇..一..• ....................  -

56 総社閑泉明神北III遺跡 2002 縄文： 住居跡、古墳： 住居跡、奈良 • 平安：住居跡
------------. -.... --.. --・ ・・・・--.. ・-・ ・・-----------・-......  卓...-~.... ・--―會 ● ................. -------------・・・・----疇一響ー一''.--尋~亭..........----. ---. -・--・-・-・-...... 
総社甲稲荷塚大道西IV遺跡 2003 古墳：畠跡、中世：畠跡

元総社小見II遺跡 2002 縄中文世：住溝居跡跡道、 古墳： 住居跡、奈良 •平安：住居跡 ・掘立柱建物跡、
： ・ 路状遺構

--・---・--・・--・-・--.... 一・・-・・・・-・・・-・・-............. ..... 畢......... 尋ーニ—--- ·...... ..~.... ・--・ ・---—........ ...... ......... .. ............一-------・.....................一
57 元総社小見JV遺跡 2003 縄文： 住居跡、 古墳： 住居跡、奈良 • 平安：住居跡、中世： 溝跡
----・・・・・・・・・・・・ 雫や伽・・.-. ---______ ,._や......-......... -r -• • • • • • • • 0 4• • 4 A ・-----・-・-・・・・・.................. ・・.. --• ------...... -...... " ....... -......... --_ .......... -..... -..... 

元総社小見V遺跡 2003 建縄文物跡： 住居跡、古墳： 住居跡、奈良 • 平安：住居跡、中世：掘立柱

元総社小見III遺跡 2002 縄溝文跡・：住道居路状跡遺、構占墳 ：住居跡、奈良 • 平安：住居跡・溝跡、中世：
58 --------------・. ・--雫一雫・・・・....電......-呵・-・---------T + 99  9亭雫.-.. --. --------.......... , ... ・・-_,.. __________ .. --..... 幽....● ● 幽......~·.. —. .... . ---.. -----・・--・-. -疇•
元総社草作V遺跡 2002 古墳 ： 住居跡、奈良 • 平安：住居跡、 中世：溝跡

元総社小見内IV遺跡 2002 建奈物良跡•平・ 安溝跡：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：士塙墓・掘立柱
59 ・・-・ 呻・-・-・-... --・--. -... ー・・------●............. __ ,.._ ．．疇• 疇........■ ■ -冒•・・ r雪..曹・・・・・・・・・・・・・・・-一・・・--・-----疇......-. -. --. ---一···•·· ······-··ー・●曇-・......--• . . . --尋
元総社小見内VIII遺跡 2003 奈良 • 平安 ：住居跡・溝跡、中世：竪穴状迫構

60 元総社北川遺跡（事業団） 2002~04 古跡墳： 水田跡、奈墓良• 平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘立柱建物• 水田跡 ・火葬

61 稲荷塚道東遺跡（事業団） 2003 古墳： 住居跡、奈良•平安 ： 住居跡・溝跡・窃構築材採掘痕•井戸
跡

62 元総社小見内VII遺跡 2003 縄溝跡文：住居跡、奈良 • 平安：住居跡 ・掘立柱建物跡、 中世 ：畠跡、

＊調査年度の欄の（ ）は調費開始年度を表す。

＊逍跡名の欄の（事業団）は闘群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。
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III 調査方針と経過

1 調査方針

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う造成予定地で調究面積は1,760m'であ

る。グリッド座標については、日本測地系（旧座標） X = + 44, 000・Y = -72 , 200を基点 (XO・YO) とする

4mピッチのものを使用し、西から東へXl9、X20、X21…、北から南へYl32、Yl33、Yl34…となり、グリッ

ドの呼称は北西杭の名称を使用した。

本遺跡のX26・Yl40の公共座標は次のとおりである。

第 IX 系 X = +43794. 909 Y = -72387. 753 (新座標）

X = + 43440. 000 Y =~72096, 000 (旧座標）

緯度 36°23'19".8950 経度 139゚01'46".5200 

子午線収差角 28'36". 7 増 大 率 0.999964 

調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として 1/20、住居跡鼈・炉は 1/10の縮尺で作

成した。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単

位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2 調査経過

ー

、

本調査は 5月24日より現地調査を開始した。調査地は畑作地であるため耕作土と遺構面の土とを分ける必要が

あった。したがって、まず、重機（バックフォー0.7rriりにて約20cm程現耕作土を掘削しーカ所に集めた。その後、

更に約30cm程掘り下げ、 As-C•Hr-FP を含む暗褐色土の面において遣構確認調査を行った。 6 月 1 日には杭打ち

測量を行い遺構の掘りドげ・ 精査開始に至った。

調査区は全体的に北西から南東方向に向かって次第に低くなるので、調査は西側より進めることとした。北西

のやや高い地区からは古代の住居跡が多数検出され、縄文時代・古墳時代・奈良• 平安時代に至る遣構が高い密

度で重複していることが明らかになった。そのため、遺構の新旧関係の判断に苦心し、遺物の収納にもかなり時

間を要した。東側の遺構密度はやや低かったが、地山と遣構覆土との違いが分かりづらく、ここでも遺構確認に

時問を要した。そこで、 10月下旬より、作業員を増員して調査を進めた。

11月26日にハイライダー (24m)による調査区全景撮影を行い、 11月29日から遺構構築状況等の調査を行った。

そこでも、新たな古墳時代や縄文時代の遺構が検出されたり、さらに、調壺区北側中央部に縄文時代の遺物包含

層があることが明らかになった。そして、精査の結果、縄文竪穴住居跡 2 軒、古墳・奈良•平安竪穴住居跡83軒、

溝跡 2条、縄文土坑11基、土坑9基を検出した。 12月15日に調査を終了し、その後調査区の埋め戻しを行った。

12月16日より文化財保護課庁舎に戻り、整理作業を開始した。遺物の水洗い・注記・接合・復元・実測・写真

撮影・収納、國面の修正・整理・収納、写真の整理・収納を行い、 3月22日にすべての業務を終了した。
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IV 基本層序

A地点

B地点

4 

1=124.0m 
2 

L=123. 9m 6 

3 

7 
4 

“̂" 
6 ヽ

r 
1'20 lm 

Fig. 4 基本層序

本遺跡地内のA地点、 B地点の地層の堆積は、下記のとおりである。

1 現耕作土

2 灰黄褐色粗砂層 (10YR4/2) 締まり△ 粘性△

）
 

4 暗褐色細砂層 (10YR3/3)

As-B混上層

3 にぶい黄褐色細砂層 (10YR4/3) 締まり〇 粘性△ (B地点に存在）

As-C・Hr-FP含む、 As-B少なく含む

締まり〇粘性〇

5 黒褐色細砂層 (10YR3/1)

6 黒褐色微砂層 (10YR3/2)

6'黄褐色粗砂層 (10YR5/6)

7 黒褐色微砂層 (10YR2/2)

7'灰黄褐色粗砂層 (10YR5/2)

8 暗褐色微砂層 (10YR3/3)

As-C・Hr-FP含む

締まり〇 粘性◎ (A地点は部分的、 B地点はやや厚く存在）

As-C含む

締まり〇粘性◎ (A地点）

赤い軽石・黄色い軽石わずかに含む、炭化物わずかに含む

締まり◎ 粘性X (B地点）

赤い軽石・黄色い軽石含む（総社砂層）

締まり◎ 粘性◎ (A地点）

赤い軽石・黄色い軽石わずかに含む

締まり◎ 粘性X (B地点）

赤い軽石・黄色い軽石含む、小石含む（総社砂層）

締まり◎ 粘性◎ (A地点）

（総社砂層）
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v 遺構と遺物

1 竪穴住居跡

J-1号住居跡 (Fig.6・44・68、PL.1・12) 

位置 X20・21、Y137・138グリッド 主軸方向 N-70"-E 形状等隅丸方形。長径4.63m、短径4.57m、

壁現高65cmを測る。 面積 16.57面床面 ほぼ平坦な床面。中央やや南に埋設土器有。北壁近くに多孔石が設

置されている。 炉 中央やや西より地床炉が検出され、長軸方向N-66"-E、長軸66cm、短軸44cmを屈り、深

さは床面よりやや下がる。 重複 H 13と重複しており、新旧関係は本遺構→H-13の順である。 出土遺物

総数1216点。そのうち、深鉢10点、打製石斧2点、多孔石 l点を固示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から

縄文時代前期（諸磯c期）と考えられる。

J-2号住居跡 (Fig.6・45、PL.1・12) 

位置 X25・26、Yl37・138グリッド 主軸方向 N-90° ―E 形状等 円形と推定される。長径 (5.48)m、

短径 (5.30)m、壁現高81cmを測る。 面積 (22.11)面床面 ほぼ平坦な床面。中央やや北に埋設土器有。

炉 中央やや南より石囲い炉が検出されたが2石は抜かれていた。 長軸方向N-25'-W、長軸75cm、短軸72cm、

深さ 4cmを図る。 重複 H-8・29・38と重複しており、新旧関係は本遺構→H-8・29・38の順である。 出

土遺物 総数4112点。そのうち、深鉢6点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から縄文時代中期（加曽

利E3期）と考えられる。

H-1号住居跡 (Fig.7) 

位置 X20、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-39°-E 形状等 方形と推定される。セクション部での住居

の立ち上がりは確認できたが、掘り下げていく中で立ち上がりが分かりづらく なった。東西(3.07) m、南北(2.97) 

m、壁現高20cmを測る。 面積 (6.20)面床面 平坦な床面であるが、堅緻ではない。 鼈東壁中央やや南

より検出され、主軸方向N-26°-E、全長85cm、最大幅65cm、焚口部幅17cmを測る。焼土はほとんど確認できな

かったが、灰白色粘土ブロック、炭化物を多く確認した。 重複 H-2と重複しており、新旧関係はH-2→

本遺構の順である。 出土遺物 総数85点。 備考 時期は埋土や重複関係から上限は 6世紀後半を遡らず、下

限は As-B降下以前と考えられる。

H-2号住居跡 (Fig.7・47) 

位置 X20、Yl41~143グリッド 主軸方向 N-64°-E 形状等方形と推定される。東西 (3.68)m、南北

(5.16) m、壁現高50cmを測る。 面積 (14. 52)面床面平坦で堅緻な床面。周溝有。 躍東壁中央やや

南より検出され、主軸方向N-70"-E、全長127cm、最大幅100cm、焚口部幅21cmを測る。構築材として、粘土、

両袖に凝灰岩を使用している。 重複 H-1と重複しており、新旧関係は本遺構→H-1の順である。 出土

遺物総数312点。そのうち、坪l点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 6世紀第3四半期

と考えられる。

H-3号住居跡 (Fig.7) 

位置 Xl9・20、Yl41グリッド 主軸方向 N-86°-E 形状等方形と推定される。東西(1.04) m、南北(2.25) 
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m、壁現高18cmを測る。 面積 (2. 22) m' 床面 平坦で堅緻な床面。 躍東壁南隅より検出され、主軸方向

N-83°-E、全長85cm、最大幅79cm、焚口部幅45cmを測る。構築材として、粘土、左袖に川原石を使用している。

重複 H-61と重複しており、新旧関係はH-61→本遺構の順である。 出土遺物 総数162点。そのうち、瓦1

点を図示した。 備考 時期は埋土や重複関係から10世紀前半から As-B降下以前と考えられる。

H-4号住居跡 (Fig.8・47・70、PL.13・21)

位置 Xl9・20、Yl39・140グリッド 主軸方向 N-93°-E 形状等 方形と推定される。東西 (1.49) m、

南北 (4.42)m、陸現高33cmを測る。 面積 (4. 76)吋床面平坦で堅緻な床面。 寝東壁中央南より検出

され、主軸方向N 85"-E、全長98cm、最大幅110cm、焚口部幅40cmを測る。構築材として、粘土、両袖に凝灰岩、

燃焼部壁に瓦を使用している。電前で凝灰岩が崩れて検出されており、天井も凝灰岩と思われる。 重複 H 5 

と重複しており、新旧関係は本遺構→H-5の順である。 出土遺物 総数172点。そのうち、蓋1点、坪1点、

甕l点、刀子 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀第4四半期と考えられる。

H-5号住居跡 (Fig.8・47) 

位置 X19・20、Y139・140グリッド 主軸方向 N-82°-E 形状等 方形と推定される。東西 (1.45)m、

南北(2.19)m、墜現高24cmを測る。 面積 (3. 01)吋床面平坦で堅緻な床面。その下20cmにも、粘土ブロッ

クを含むやや中央に傾斜する堅緻な部分があ り、住居があった可能性有。 竃 東壁そばに焼土粒・粘土ブロッ

クが認められる部分があったが、検出されず。 重複 H-4と重複しており、新旧関係はH-4→本遺構の順

である。 出土遺物 総数56点。そのうち、坪1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀中葉

と考えられる。

H-6号住居跡 (Fig.9、PL.2) 

位置 X21・22、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-83°-E 形状等長方形。東西3.05m、南北2.58m、壁

現高31cmを測る。 面積 6.93対床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈東墜中央やや北より検出され、主

軸方向N-84°―E、全長60cm、最大幅54cm、焚口都幅27cmを測る。両袖とも壊されているが、構築材として、粘

土を使用している。 重複 H-9・57・59と重複しており、新旧関係はH-59→H-9→ H-57→本遺構の順

） である。 出土遺物 総数331点。 備考 時期は埋土や重複関係から 8世紀前半から As-B降下以前と考えられ

る。

H-7号住居跡 (Fig.9・47、PL.3・13) 

位置 X23・24、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-74"-E 形状等長方形。東西3.92m、南北3.53m、壁

現高66cmを測る。 面積 12.70面床面平坦で堅緻な床面。周溝有。 躍東壁中央やや南より検出され、主

軸方向N-73"-E、全長103cm、最大幅98cm、焚口部幅30cmを測る。構築材として、粘土、右袖に凝灰岩3石を使

用している。 重複 H-80と重複しており、新旧関係はH-80→本遺構の順である。 出土遺物 総数577点。

そのうち、杯1点、甕2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 6世紀第4四半期と考えられる。

H-8号住居跡 (Fig.10・47、PL.3・13) 

位置 X24・25、Yl38・139グリッド 主軸方向 N-70°-E 形状等長方形。東西5.72m、南北4.74m、墜

現高80cmを測る。 面積 25.53吋 床面 平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、主軸方向N

-71"-E、全長114cm、最大幅150cm、焚口部幅31cmを測る。構築材として、粘土、両袖・天井に凝灰岩を使用し
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ている。 重複 J-2、H-46と重複しており、新旧関係はJ-2→本遺構→H-46の順である。 出土遺物

総数1386点。そのうち、坪1点、鉢1点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 7世紀前半と

考えられる。

H-9号住居跡 (Fig.9• 48、PL.2・13) 

位置 X22・23、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-89"-E 形状等長方形と推定される。東西 [2.91]m、

南北2.56m、照現高37cmを測る。 面積 [6.84]面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 窟東壁中央やや北

より検出され、主軸方向N-90"-E、全長95cm、最大幅89cm、焚口部幅35cmを測る。構築材として、粘土を使用

している。 重複 H-6・57と重複しており、新旧関係は本遺構→H 57→ H-6の順である。 出土遺物 総

数121点。そのうち、坪1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀第1四半期と考えられる。

H-10号住居跡 欠 番

H-11号住居跡 (Fig.8• 48・70、PL.13・21)

位置 X26・27、Yl35・136グリッド 主軸方向 N-83'-E 形状等長方形。東西5.09m、南北4.47m、壁

現高32.0cmを測る。 面積 21.38面床面平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央より検出され、主軸方向N-83'

-Eであり、全長104cm、最大幅146cm、焚口部幅77cmを測る。構築材として、粘土、川原石を使用している。 重

複 H 42・84と重複しており、新旧関係はH-84→H-42→本遺構の順である。 出土遺物 総数1454点。そ

のうち、かわらけ 3点、高台椀3点、瓶1点、甕1点、釘1点、瓦2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土

遺物から10世紀末と考えられる。

H-12号住居跡 (Fig.11• 48、PL.13)

位置 X20~22、Yl38~141グリッド 主軸方向 N-65°-E 形状等正方形。東西7.51m、南北7.58m、壁

現高49cmを測る。 面積 53.36面床面平坦で堅緻な床面。周溝有。 鼈東壁中央やや南より検出され、 主

軸方向N-64°—E であり、全長146cm、最大幅98cm、焚口部福62cmを測る。構築材として、粘土を使用している。

重複 H 13・49・60と重複してお り、新旧関係は本遠構→H-13→ H-60、本遺構→H-49の順である。 出

土遺物総数628点。そのうち、坪1点、高坪1点、椀1点を図示した。 備考時期は埋土や出土遺物から 6世

紀第2四半期と考えられる。

H-13号住居跡 (Fig.12• 48・69) 

位置 X20・21、Y138・139グリッド 主軸方向 N-83'-E 形状等長方形。 東西3.79m、南北4.69m、壁

現高42cmを測る。 面積 16.55面床面平坦で堅緻な床面。北側部がやや高い。周溝有。 鼈東壁中央やや

南より検出され、主軸方向N-82°-Eであり、全長134cm、最大幅80cm、焚口部幅38cmを測る。構築材として、粘

土を使用している。 重複 J -1・H -12・60と重複しており 、新旧関係はJ-1、H-12→本遺構→H-60 

の順である。 出土遺物総数399点。そのうち、杯2点、砥石1点を図示した。 備考時期は埋土や出土遺物

から 9世紀前半と考えられる。

H-14号住居跡 (Fig.12• 49、PL.13・14)

位置 X20・21、Yl36・137グリッド 主軸方向 N-76°-E 形状等正方形と推定される。東西 (2.99)m、

南北 (3.08)m、壁現高39cmを測る。 面積 (6. 98)面床面平坦で堅緻な床面。南東壁に粘土を貼付した痕
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跡があり棚状のものがあった可能性有。 躍 東壁より検出され、主軸方向N-74°-Eであり、全長101cm、最大

幅73cm、焚口部幅21cmを測る。構築材として、粘土、川原石、瓦を使用している。 重複 H-62と重複してお

り、新旧関係はH-62→本遺構の順である。 出土遺物 総数392点。そのうち、かわらけ 1点、坪1点、高台椀

2点、羽釜1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土造物から10世紀第4四半期と考えられる。

H-15号住居跡 (Fig.13・49・50、PL.3・14) 

位置 X25・26、Yl36・137グリッド 主軸方向 N-91° ―E 形状等方形。東西3.24m、南北3.48m、壁現

高39cmを測る。 面積 9.66吋床面平坦な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N-89°-Eであ

り、全長91cm、最大幅97cm、焚口部幅36cmを測る。構築材として、粘土、石、天井に凝灰岩を使用している。 重

複 H-38・78と重複しており、新旧関係はH-78→H-38→本遺構の順である。 出土遺物 総数1004点。そ

のうち、耳皿1点、高台皿1点、高台椀3点、甕1点、壺 1点、甑1点、瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋

土や出土遺物から10世紀第 4四半期と考えられる。

H-16号住居跡 (Fig.25)

位置 X26・27、Yl38~140グリッド 主軸方向 N-81"-E 形状等長方形と推定される。東西 (4.34)m、

南北 (5.47)m、壁現高60cmを測る。 面積 (14. 93)面床面 H-40に大部分を切られるが、残っている部

分は平坦で堅緻な床面。 寵検出されず。 重複 H-40・83と重複しており、新旧関係はH-83→本遺構→

H-40の順である。 出土遺物総数424点。 備考 時期は埋土や重複関係から Hr-FP降下から 8世紀後半と

考えられる。

H-17号住居跡 (Fig.13・50、PL.14)

位置 X21・22、Y136・137グリッド 主軸方向 N-89°-E 形状等長方形。東西3.37m、南北3.98m、壁

現高43cmを測る。 面積 12.lOm' 床面 平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N-90°

-Eであり、全長104cm、最大幅116cm、焚口部幅36cmを測る。構築材として、粘土、瓦、右袖に石を使用してい

が 重複 H-19と重複しており、新旧関係はH-19→本遺構の順である。 出土遺物総数640点。そのうち、

坪 1点、高台椀1点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土造物から10世紀中葉と考えられる。

）
 
H-18号住居跡 (Fig.14・51、PL.14)

位置 X22、Yl37グリッド 主軸方向 N 100° —E 形状等長方形。東西2.45m、南北2.90m、壁現高48cm

を測る。 面積 6.51面床面平坦な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、主軸方向N-102°-Eであり、

全長92cm、最大幅92cm、焚口部幅42cmを測る。構築材として、粘土、両袖と支脚に石を使用している。 重複 H 

19と重複しており、新旧関係はH-19→本遺構の順である。 出土遺物 総数541点。そのうち、高台椀3点、

羽釜1点、瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第3四半期と考えられる。

H-19号住居跡 (Fig.14・51、PL.14)

位置 X22・23、Y136・137グリッド 主軸方向 N-96°-E 形状等長方形と推定される。東西 [3.61]m、

南北 [3.15]m、壁現高42cmを測る。 面積 [10 .13] m' 床面 ほぼ平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央りよ

り検出され、主軸方向N-91°— E であり、全長66cm、最大幅90cm、焚口部幅36cmを測る。構築材として、粘土、

石、凝灰岩を使用している。 重複 H-17・18・51と重複しており、新旧関係は本造構→H-17・18の順であ

る。 (H-51との新旧関係は不明。） 出土遺物 総数1322点。そのうち、坪1点、高台椀1点を図示した。 備
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考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀中葉と考えられる。

H-20号住居跡 (Fig.15・51)

位置 X27• 28、Yl33・134グリッド 主軸方向 N-91°-E 形状等 長方形。東西4.18m、南北2.76m、壁

現高49cmを測る。 面積 10.75面床面 ほぼ平坦な床面。 鼈激しく壊されているが、東壁中央やや南より

検出され、主軸方向N-86°-Eであり、全長72cm、最大幅77cm、焚口部幅39cmを測る。 重複 H-67・72と重

複しており、新旧関係は本遺構→H-67・72の順である。 出土遺物 総数655点。 そのうち、坪1点、高台椀1

点、甕1点を固示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-21号住居跡 (Fig.15・51・70、PL.4・14・21) 

位置 X22・23、Y137・138グリ ッド 主軸方向 N-95°-E 形状等長方形と推定される。東西 [3.10]m、

南北 [3.61]m、壁現高43cmを測る。 面積 [10. 68]面床面平坦で堅緻な床面。 鼈東竪中央やや南よ

り検出され、主軸方向N-102°―Eであり、全長 (107)cm、最大幅 (120)cmを測る。構築材として、粘土、瓦を

使用している。 重複 H-51と重複しており、新旧関係は本遺構→H-51の順である。 出土遺物 総数1605

点。そのうち、高台皿 1点、坪3点、高台椀3点、鉄鏃1点、瓦 2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺

物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-22号住居跡 (Fig.16・52・70、PL.14・21)

位置 X26・27、Y139・140グリ ッド 主軸方向 N-80'-E 形状等正方形。東西4.04m、南北3.85m、壁

現高50cmを測る。 面積 13.89面床面 ほぼ平坦な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N-78°

-Eであり、全長102cm、最大幅103cm、焚口部幅50cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 H 

-39・40と重複しており、新旧関係はH-39・40→本遺構の順である。 出土遺物 総数596点。そのうち、坪3

点、高台椀1点、斧 1点を図示した。 備考時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-23号住居跡 (Fig.16・52、PL.4・15) 

位置 X23・24、Yl35~137グリッ ド 主軸方向 N 80"-E 形状等正方形と推定される。東西 [4.19]m、

南北 [4.35]m、壁現高51cmを測る。 面積 [16.86] m'床面平坦で堅緻な床面。 寵東壁中央南より検

出され、主軸方向N-80°-Eであり、全長113cm、最大幅115cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、粘土を使

用している。 重複 H -24・27・51・81と重複しており、新旧関係はH-81→本遺構→H-24・27・51の順で

ある。 出土遺物 総数1366点。そのうち、坪2点、鉢l点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺

物から 6世紀第3四半期と考えられる。

H-24号住居跡 (Fig.17・52・53、PL.5・15) 

位置 X23•24 、 Yl35·136グリッド 主軸方向 N-103° ―E 形状等正方形。東西3.37m、南北3.67m、壁

現高32cmを測る。 面積 11.22m' 床面平坦で部分的に堅緻な床面。 寵東壁中央やや南より検出され、主

軸方向N 105°-Eであり、 全長86cm、最大幅95cm、焚口部幅39cmを測る。構築材と して、粘土、石を使用してい

る。 重複 H-23・27と重複しており、新旧関係はH-23・27→本遺構の順である。 出土遺物 総数1368点。

そのう ち、坪3点、高台椀2点、甕3点、甑1点、瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世

紀第 1四半期と考えられる。
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H-25号住居跡 (Fig.17・53、PL.5・15) 

位置 X24~26、Y135・136グリ ッド 主軸方向 N-72° ―E 形状等長方形。東西 [5.18]m、南北 [3.89]

m、壁現高63cmを測る。 面積 [17. 61]面床面平坦な床面。 睾北壁中央やや東より検出され、主軸方

向N-15°-Wであり、全長93cm、最大幅87cm、焚口部幅30cmを洞る。構築材として、粘土、石を使用している。

重複 H-26・27・84と重複しており、新旧関係はH-84→本遺構→H-26・27の順である。 出土遺物 総数

795点。そのうち、坪2点、高台椀1点、瓶1点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀

第4四半期と考えられる。

H-26号住居跡 (Fig.18・54・70、PL.15・21)

位置 X25・26、Y135・136グリッド 主軸方向 N-91"-E 形状等長方形。 東西3.06m、南北3.94m、壁

現高34cmを測る。 面積 11.33面床面平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N-86°

-Eであり、全長82cm、最大幅90cm、焚口部幅49cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 H-25・ 

84と重複しており、新旧関係はH-84→H-25→本遺構の順である。 出土遺物 総数722点。そのうち、蓋1点、

坪4点、 高台椀 1点、飾り金具1点、瓦1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第1四半期

と考えられる。

H-27号住居跡 (Fig.18・54・69・70、PL.15・21)

位置 X23~25、Yl35・136グリッド 主軸方向 N-90°-E 形状等長方形。東西4.42m、南北5.05m、壁

現高42cmを測る。 面積 20.87面床面平坦で堅緻な床面。 窓東壁中央やや南より検出され、主軸方向N

-91°-Eであり、全長88cm、最大幅111cm、焚口部幅52cmを測る。構築材として、粘土、石、瓦、凝灰岩を使用し

ている。 重複 H-23・24・25と重複しており、新旧関係はH-23・25→本遺構→H-24の順である。 出土

遺物 総数1033点。そのうち、坪2点、高台椀4点、甕1点、刀子1点、丸鞘1点、瓦 l点を図示した。 備考

時期は埋土や出土遺物から9世紀中葉と考えられる。

H-28号住居跡 (Fig.19• 54• 69、PL.5• 15) 

位置 X27、Y137グリッド 主軸方向 N-90° ―E 形状等長方形。東西2.30m、南北1.98m、壁現高41cmを

） 測る。 面積 4.31面床面 ほぼ平坦な床面。 鼈東壁中央より検出され、主軸方向N-98°-Eであり、全

長88cm、最大幅85cm、焚口部幅30cmを測る。構築材として、粘土、石、瓦を使用している。 重複 H-45・73 

と重複しており、新旧関係はH-45・73→本遺構の順である。 出土遺物 総数436点。そのうち、高台椀1点、

瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第3四半期と考えられる。

H-29号住居跡 (Fig.19・55、PL.5・15・16) 

位置 X24・25、Yl37・138グリッド 主軸方向 N-104°-E 形状等長方形。東西 [3.40]m、南北[4. 04] 

m、壁現高45cmを測る。 面積 [12 .67] m' 床面 平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、

主軸方向N-98° Eであり、全長141cm、最大幅138cm、焚口部幅33cmを測る。構築材として、粘土、両袖・支脚・

煙道に瓦を使用している。 重複 J-2、H-51と重複しており、新旧関係はJ-2→本遺構→H-51の順で

ある。 出土遺物 総数1062点。そのうち、坪4点、高台椀4点、瓶1点、甕1点、瓦4点を図示した。 備考

時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。
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H-30号住居跡 (Fig.20・54、PL.16)

位置 X21・22、Y145~147グリッド 主軸方向 N-62"-E 形状等正方形と推定される。東西 (6.05)m、

南北 (6.05)m、壁現高31cmを洞る。 面積 (23. 66)面床面平坦な床面。周溝有。 炉検出されず。 重

複 W-2と重複しており、新旧関係は本遺構→W-2の順である。 出土遺物 総数318点。そのうち、鉢1点

を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀後半と考えられる。

H-31号住居跡 (Fig.21・55、PL.16)

位置 X21・22、Y143~145グリッド 主軸方向 N-99° E 形状等正方形と推定される。東西 (6.44)m、

南北 (6.00)m、壁現高32cmを測る。 面積 (28 .18)面床面平坦で堅緻な床面。周溝有。 炉 中央北寄

りより地床炉が検出され、長軸方向N 4°-W、長軸115cm、短軸50cm、深さ 6cmを図る。 重複 H-33、W-1

と重複しており、新旧関係は本遣構→H-33、W-1の順である。 出土遺物 総数368点。そのうち、鉢1点、

柑1点を図示した。 備考 時期は埋士や出土遣物から 4世紀後半と考えられる。

H-32号住居跡 (Fig.20・56、PL.6・16) 

位置 X26・27、Y143~145グリッド 主軸方向 N-58"-E 形状等長方形と推定される。東西 (5.30)m、

南北 (4.53)m、壁現高73cmを測る。 面積 (19. 64)面床面 ほぽ平坦で堅緻な床面。 炉 中央やや北よ

り地床炉が検出され、長軸方向N-55° W、長軸125cm、短軸87cm、深さ 7cmを測る。 重複 H-35・53・52、

W-1と重複しており、新旧関係は本遺構→H-35・52・53、W-1の順である。 出土遺物 総数897点。その

うち、器台 1点、柑2点、壺 1点、甑1点、高坪1点、甕3点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物4世

紀後半と考えられる。

H-33号住居跡 (Fig.22・57、PL.7) 

位置 X22・23、Yl43・144グリッド 主軸方向 N-63° E 形状等長方形。東西5.90m、南北4.09m、壁

現高69cmを測る。 面積 22.20面床面平坦な床面で竃前は堅緻。周溝有。 鼈東壁中央より検出され、主

軸方向N-65'―E、全長164cm、最大幅112cm、焚口部幅20cmを測る。構築材として、粘土、石、右袖・天井に凝

灰岩を使用している。 重複 H-31と重複しており、新旧関係はH-31→本遺構の順である。 出土遺物 総

数527点。そのうち、高台椀1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-34号住居跡 (Fig.21・55、PL.16)

位置 X23・24、Y143グリッド 主軸方向 N-8T-E 形状等長方形。東西4.07m、南北2.90m、壁現高43

cmを測る。 面積 10.85面床面平坦な床面で鼈前は堅緻。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N-86'

-E、全長120cm、最大幅111cm、焚口部幅38cmを測る。構築材として、粘土、右袖に石、左袖に凝灰岩を使用し

ている。 出土遺物総数248点。そのうち、壺1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 6世紀第3

四半期と考えられる。

H-35号住居跡 (Fig.23・56・57・69、PL.16・17)

位置 X24~26、Yl43・144グリッド 主軸方向 N-92°-E 形状等正方形。東西4.49m、南北4.40m、壁

現高72cmを測る。 面積 18.28面床面平坦な床面。周溝有。 鼈西壁中央やや南より検出され、主軸方向

N-100°-W、全長141cm、最大幅107cm、焚口部幅37cmを洞る。南側袖は倒木痕により破壊されている。 重複 H 

-32と重複しており、新旧関係はH-32→本遺構の順である。 出土遺物 総数633点。そのうち、坪3点、甕1
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点、臼玉 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 7世紀第 2四半期と考えられる。

H-36号住居跡 (Fig.23・57、PL.17)

位置 X26・27、Yl37・138グリッド 主軸方向 N-95°-E 形状等長方形。東西2.62m、南北3.74m、壁

現高27cmを測る。 面積 9.17面床面 平坦な床面。 鼈東壁南より検出され、 主軸方向N-95°-E、全長

61cm、最大幅46cm、焚口部幅24cmを測る。 出土遺物 総数460点。そのうち、坪2点、高台椀l点を図示した。

備考 時期は埋土や出土遣物から10世紀第1四半期と考えられる。

H-37号住居跡 (Fig.24・57、PL.17)

位置 X28、Yl32・133グリッド 主軸方向 N-88'-E 形状等 方形と推定される。 東西 (2.03)m、南北

(2.88) m、壁現高45cmを測る。 面積 (5 .16)面床面平坦で堅緻な床面。 鼈東壁より検出され、主軸

方向N-91°―E、全長71cm、最大幅81cm、焚口部幅48cmを測る。重複 H-41と重複しており、新旧関係は本遺

構→H-41の順である。 出土遺物 総数422点。そのうち、 杯 l点、 高台椀1点、 甕1点を図示した。 備考 時

期は埋土や出土遺物から9世紀第4四半期と考え られる。

H-38号住居跡 (Fig.24・57、PL.7・17) 

位置 X25・26、Yl36・137グリッド 主軸方向 N-70°-E 形状等正方形。東西3.25m、南北3.35m、壁

現高37cmを測る。 面積 9.59吋床面 ほぼ平坦な床面。 躍 東壁中央より検出され、主軸方向N-74"-E、

全長104cm、最大輻108cm、焚口部幅35cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 J-2、H 15・ 

78と重複しており、新旧関係は J-2、H-78→本遺構→H 15の順である。 出土遺物 総数713点。そのうち、

白磁1点、高台椀4点、 羽釜1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第2四半期と考えられ

る。

H-39号住居跡 (Fig.25・58、PL.17)

位置 X27·28 、 Yl39• 110グリッド 主軸方向 N-8T-E 形状等 方形と推定される。 東西 (2.67)m、

南北 (3.60)m、壁現高36cmを測る。 面積 (8.62) m' 床面 ほぼ平坦な床面。 寵東墜南より検出され、

） 主軸方向N-85° E、全長108cm、最大幅108cm、焚口部幅48cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重

複 H-22と重複しており、新旧関係はH-22→本遺構の順である。 出土遺物 総数635点。そのうち、蓋1点、

坪 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀第4四半期と考えられる。

H-40号住居跡 (Fig.25 • 58・70、PL.7・17・21) 

位置 X26·27、 Yl39• 140グリッド 主軸方向 N-ST-E 形状等正方形。東西4.10m、南北4.29m、壁

現高77cmを測る。 面積 15.93面床面 ほぼ平坦な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、主軸方向N

-ST-E、全長108cm、最大幅129cm、焚口部幅63cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 H-16・ 

22・39と重複しており 、新旧関係はH-16→本遺構→H-22・39の順である。 出土遺物 総数1655点。そのう

ち、坪2点、高台椀1点、刀装具 1点、瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀第4四半

期と考えられる。

H-41号住居跡 (Fig.24・58、PL.17)

位置 X28、Yl32・133グリッド 主軸方向 N-87° ―E 形状等 方形と推測される。東西 (3.04)m、南北
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(1.52) m、現壁高39cmを測る。 面積 (3. 00)面床面平坦な床面。 壼検出されず。 重複 H-37と

重複しており、新旧関係はH-37→本遺構の順である。 出土遺物 総数95点。そのうち、坪1点、高台椀l点、

羽釜1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第1四半期と考えられる。

H-42号住居跡 (Fig.26・58・59・70、PL.8・17・21) 

位置 X26~28、Yl35・136グリッド 主軸方向 N 76°-E 形状等長方形。東西4.64m、南北3.73m、現

壁高39cmを測る。 面積 16.16面床面平坦で堅緻な床面。 鼈東壁南より検出され、主軸方向N-73°―E、

全長84cm、最大幅97cm、焚口部幅36cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 H-11・45と重複

しており、新旧関係はH-45→本遣構→H-11の順である。 出土遺物総数545点。そのうち、蓋1点、高台皿

1点、高台椀1点、甕1点、紡錘車1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第3四半期と考

えられる。

H-43号住居跡 (Fig.26・58・59、PL.17)

位置 X28·29、 Yl40• 141グリッド 主軸方向 N-78°-E 形状等 方形と推定される。東西 (4.59)m、

南北 (3.58)m、現壁高42cmを測る。 面積 (15.33)面床面 ほぼ平坦で堅緻な床面。 躍束壁で粘土・焼

土・瓦を検出したが、大部分が調査区外のため詳細は不明。 重複 H - 64• 66と重複しており、新旧関係はH

-66→ H-64→本遺構の順である。 出土遺物 総数632点。そのうち、坪2点、高台皿l点、甕l点、瓦2点を

図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 9世紀第 3四半期と考えられる。

H-44号住居跡 (Fig.27・59、PL.17)

位置 X28・29、Y137・138グリッド 主軸方向 N-115°-E 形状等方形と推定される。東西 (2.98)m、

南北 (3.55)m、現壁高54cmを測る。 面積 (5.34)面床面平坦な床面。 鼈検出されず。重複 H-70

と重複しており、新旧関係はH-70→本遺構の順である。 出土遺物 総数296点。そのうち、坪1点、高台椀1

点、甕 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 9世紀第 3四半期と考えられる。

H-45号住居跡 (Fig.27・59、PL.8) 

位置 X26~28、Yl36・137グリッド 主軸方向 N 89°-E 形状等 方形と推測される。東西 [3.91]m、

南北 [3.12]m、現壁高44cmを測る。 面積 [10. 87]面床面 ほぼ平坦な床面。 窟東壁より検出され、

主軸方向 (N-89'-E)、全長 (97)cm、最大幅 (74)cmを測る。構築材として、粘土、右壁に瓦を使用している。

重複 H 28・42・73と重複しており、新旧関係は本遺構→H-28・42・73の順である。 出土遺物 総数498点。

そのうち、坪1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第 2四半期と考えられる。

H-46号住居跡 (Fig.28・59、PL.17)

位置 X24・25、Y139・140グリッド 主軸方向 N-84°-E 形状等長方形。 東西4.02m、南北5.31m、現

壁高58cmを測る。 面積 19.44吋床面平坦で堅緻な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、主軸方向N

-84° ―E、全長124cm、最大幅103cm、焚口部幅34cmを測る。構築材として、粘土、石、壁に瓦を使用している。

重複 H -8・4 7・79・82・83・85と菫複しており、新旧関係はH-8・4 7• 79・82・83・85→本遺構の順であ

る。 出土遺物総数2130点。そのうち、坪2点、甕1点、瓦4点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物

から 9世紀前半と考えられる。
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H-47号住居跡 (Fig.29・60、PL.8・17) 

位置 X24~26、Yl40・141グリッド 主軸方向 N-70"―E 形状等長方形。東西5.18m、南北6.44m、壁

現高72cmを測る。 面積 29.36面 床面 平坦な床面。周溝が確認できたが、北側に床面が続いており住居を拡

張した可能性が強い。 躍 東壁中央南より検出され、主軸方向N-78"-E、全長149cm、最大幅138cm、焚口部

幅37cmを測る。構築材として、粘土、右袖に凝灰岩を使用している。 重複 H-79・80と重複しており 、新旧

関係はH-79・80→本遺構の順である。 出土遺物 総数2075点。そのうち、蓋1点、坪8点、高台椀2点、甕

1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 8世紀第4四半期と考えられる。

H-48号住居跡 (Fig.28·60• 61・70、PL.18・21)

位置 X23・24、Yl39・140グリッド 主軸方向 N-91'-E 形状等長方形。東西3.56m、南北4.24m、壁

現高51cmを測る。 面積 14.75面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈東壁中央南より検出されたが、右

袖の残存状況は悪い。 主軸方向N-90°―E、全長94cm、最大幅119cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、粘土

を使用している。 重複 H-50・82と重複しており、新旧関係は本遺構→H-50・82の順である。 出土遺物

） 総数1036点。そのうち、坪4点、高台椀1点、甕2点、鉄鏃1点、瓦1点を図示した。 備考 時期は埋土や出

土遺物から 8世紀第 4四半期と考えられる。

H-49号住居跡 (Fig.30・61、PL.9・18) 

位置 X22・23、Yl39~141グリッド 主軸方向 N - 80'— E 形状等長方形。東西3.54m、南北4.80m、壁

現高59cmを測る。 面積 15.81面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方

向N-82'-E、全長144cm、最大幅91cm、焚口部幅47cmを測る。構築材として、粘土を使用し、また、鼈前に凝灰

岩が有り両袖部に穴があることから、凝灰岩も使用していたと考えられる。 重複 H-12・74と重複しており、

新旧関係はH-12→本遺構→H-74の順である。 出土遺物総数762点。そのうち、坪1点、高台椀1点、壺1

点、甕 l点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 8世紀第 3四半期と考えられる。

‘,＇’ 

H-50号住居跡 (Fig.3U・6」.0り・ '/U、PL.り・」8・ ~1) 

位置 X23・24、Yl38・139グリッド 主軸方向 N-93° —E 形状等長方形。東西3.40m、南北4.46m、壁

現高44cmを測る。 面積 14.16面床面平坦で堅緻な床面。 躍東壁中央南より検出され、主軸方向N 103° 

-E、全長127cm、最大幅107cm、焚口部幅52cmを測る。構築材として、粘土、川原石・瓦を使用している。 重

複 H-48・74と重複しており、新旧関係はH-48・74→本遺構の順である。 出土遺物総数1580点。そのう

ち、坪1点、高台椀1点、転用硯1点、甕1点、鉄鏃1点、砥石 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺

物から 9世紀第 2四半期と考えられる。

H-51号住居跡 (Fig.31・62・69、PL.9・18) 

位置 X23・24、Yl36~138グリッド 主軸方向 N-101°-E 形状等正方形。東西4.74m、南北4.90m、壁

現高70cmを測る。 面積 21.52面床面 平坦で堅緻な床面。そのすぐ下にも堅緻な部分があり、床の張り替え

を行った可能性有。 鼈東壁中央より検出され、主軸方向N-96°-E、全長119cm、最大幅110cm、焚口部幅34

cmを測る。構築材として、粘土・瓦・安山岩を使用している。 重複 H -21・23・29・81と重複しており、新

旧関係はH- 21·23·29• 81→本遺構の順である。 出土遺物 総数2116点。そのうち、坪3点、高台椀2点、

甕 1点、砥石 2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 9世紀第 2四半期と考えられる。出土遺物に

鉄製品が多く、鉄に関わるエ人の住居の可能性も考えられる。
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H-52号住居跡 (Fig.32・62・70、PL.18・21)

位置 X26・27、Y142・143グリッド 主軸方向 N 81°-E 形状等方形と推定される。東西 (3.44)m、

南北 (3.68)m、壁現高46cmを測る。 面積 (11. 81)面床面平坦な床面。 鼈東壁中央南より検出され、

主軸方向N-75°-E、全長86cm、最大幅109cm、焚口部幅45cmを測る。構築材として、粘土、安山岩を使用してい

る。また、竃内に高台椀が2個伏せた状態で置かれていた。 重複 H-53と重複しており、新1日関係は本遺構

→ H 53の順である。 出土遺物総数154点。そのうち、高台椀2点、鉄鏃1点を図示した。 備考時期は埋

土や出上遺物から10世紀第 1四半期と考えられる。

H-53号住居跡 (Fig.32・62、PL.9・18) 

位置 X26、Yl43・144グリッド 主軸方向 N-85°-E 形状等長方形。東西3.21m、南北2.68m、壁現高

39cmを洞る。 面積 7.37面床面平坦な床面。 鼈南壁中央より検出され、主軸方向N-5°W、全長51

cm、最大幅56cm、焚口部幅34cmを測る。構築材として、粘土を使用している。支脚石有。 重複 H-32• 52と

重複しており、新旧関係はH 32・52→本遺構の順である。 出土遺物 総数690点。そのうち、高台椀 1点、羽

釜 l点、瓦 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第 1四半期と考えられる。

H-54号住居跡 (Fig.33・63・69、PL.10・19)

位置 X25・26、Yl45~147グリッド 主軸方向 N-78° E 形状等長方形。東西4.28m、南北4.84m、墜

現高37cmを測る。 面積 18.47面床面平坦な床面。 鼈東壁中央南より検出され、主軸方向N 7T E、

全長139cm、最大幅120cm、焚口部幅26cmを測る。構築材として、粘土、両袖にJII原石を使用している。竃内に 2

個体分の甕有。 出土遺物 総数543点。そのうち、坪3点、甕2点、凹石 1点を図示した。 備考 時期は埋土

や出土遺物から 8世紀第2四半期と考えられる。

H-55号住居跡 (Fig.32、PL.19)

位置 X26、Yl46・147グリッド 主軸方向 N 62° E 形状等方形と推測される。東西 (2.36)m、南北

(1.48) m、壁現高33cmを測る。 面積 (2. 25)面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈検出されず。 重

複 H-68と重複しており、新旧関係はH-68→本遺構の順である。 出土遺物 総数52点。そのうち、瓦 1点

を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀代と考えられる。

H-56号住居跡 (Fig.37・63、PL.19)

位置 X26・27、Yl33・134グリッド 主軸方向 N 85° E 形状等長方形と推定される。東西 (4.12)m、

南北 (5.15)m、壁現高34cmを測る。 面積 (14. 05) m' 床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈検出され

ず。 重複 H-72•84 と重複しており、新旧関係はH-84→本遣構→H-72の順である。 出土遺物 総数933

点。そのうち、かわらけ 5点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第4四半期と考えられる。

H-57号住居跡 (Fig.9、PL.2) 

位置 X21・22、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-95"-E 形状等長方形と推定される。東西 [2.72]m、

南北 [2.23]m、壁現高31cmを測る。 面積 [5. 71]面床面平坦な床面。 竃 H-6に壊されていたが、

掘り方より東壁中央より検出され、主軸方向 (N-ST-E)、全長 (60)cm、最大幅 (46)cmを測る。 重複 H 

-6・59と重複しており、新旧関係はH-59→本遣構→H-6の順である。 出土遺物総数65点。 備考 時

期は埋土や重複関係から Hr-FP降下から As-B降下以前と考えられる。
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H-58号住居跡 (Fig.8 セクション図のみ）

位置 Xl9、Yl40グリッド 備考 H-4西壁セクションで確認。新旧関係はH 4→本遺構→H-5の順であ

る。

H-59号住居跡 (Fig.34・64、PL.11・19)

位置 X21・22、Yl41・142グリッド 主軸方向 N-73°-E 形状等長方形。東西4.48m、南北3.88m、壁

現高61cmを測る。 面積 16.18面床面 ほぼ平坦で堅緻な床面。 炉 中央北より地床炉が検出され、長軸方

向N-2°-W、長軸82cm、短軸60cm、深さ9.5cmを図る。中央部に川原石が1石有。 重複 H-6・57と重複し

ており、新旧関係は本遺構→H-6→ H-57の順である。 出土遺物 総数350点。そのうち、鉢1点、甕1点、

壺 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀中葉と考えられる。

H-60号住居跡 (Fig.34・64、PL.10・19)

位置 X20・21、Yl39・140グリッド 主軸方向 N 78° E 形状等長方形。東西3.30m、南北4.40m、壁

） 現高45cmを測る。 面積 13.19吋床面平坦で部分的に堅緻な床面。 暉東壁中央やや南より検出され、主

軸方向N 79° E、全長99cm、最大幅86cm、焚口部幅31cmを測る。構築材として、粘上、袖及び燃焼部壁に瓦を

使用している。 重複 H-12・13と重複しており、新旧関係はH-12→H-13→本遺構の順である。 出土遺

物総数1595点。そのうち、高台1IIl2点、坪3点、高台椀1点、瓦3点を図示した。 備考時期は埋土や出土

遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-61号住居跡 (Fig.33• 64、PL.19)

位置 Xl9・20、Yl41グリッド 主軸方向 N 75° E 形状等 方形と推測される。東西(1.78) m、南北(2.60) 

m、壁現高20cmを測る。 面積 (4. 01)吋床面平坦で堅緻な床面。 寵東壁中央南より検出され、主軸方

向N-78°-E、全長94cm、最大幅77cm、焚口部幅18cmを測る。構築材として、粘土、両袖に凝灰岩を使用してい

る。凝灰岩の設置の状況から凝灰岩が天井部に渡してあった可能性が考えられる。 重複 H 3と重複してお

り、新旧関係は本遺構→H-3の順である。 出土遺物総数125点。そのうち、羽釜1点を図示した。 備考 時

期は埋土や出土遺物から10世紀第 1四半期と考えられる。

）
 
H-62号住居跡 (Fig.12・63、PL.19)

位置 Xl9・20、Yl37グリッド 主軸方向 N 95° E 形状等 方形と推測される。東西(2.12)m、南北(2.09) 

m、壁現高17cmを測る。 面積 (2. 38)面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 鼈検出されず。 重複 H 

14と重複しており、新旧関係は本遺構→H 14の順である。 出土遺物 総数138点。そのうち、坪1点、高台

椀 l点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第4四半期と考えられる。

H-63号住居跡 欠 番

H-64号住居跡 (Fig.35・64、PL.19・20)

位置 X28・29、Yl40・141グリッド 主軸方向 N 86° E 形状等長方形。東西 (3.42)m、南北 (4.94) 

m、壁現高61cmを測る。 面積 (15. 73) m' 床面 平坦で部分的に堅緻な床面。 寵東壁中央やや南より検

出されたが、煙道部は調査区外。主軸方向N-86° E、全長(82)cm、最大幅106cm、焚口部幅40cmを測る。構築

材として、粘土を使用している。 重複 H 43・66と重複しており、新旧関係はH-66→本遺構→H 43の順
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である。 出土遺物 総数385点。そのうち、坪2点、鉢1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から 8

世紀第2四半期と考えられる。

H-65号住居跡 (Fig.36)

位置 X29、Y138・139グリッド 主軸方向 N~S0° E 形状等方形と推測される。東西 (1.39) m、南北

(4.65) m、壁現高55cmを測る。 面積 (5. 64)面床面ほぼ平坦な床面。 竃検出されず。 出土遺物総

数252点。 備考 時期は埋土や出土遺物から Hr-FP降下から As-B降下以前と考えられる。

H-66号住居跡 (Fig.35・65、PL.20)

位置 X28・29、Yl40・141グリッド 主軸方向 N-56"-E 形状等長方形と推定される。東西 (5.49)m、

南北 (6.32)m、壁現高78cmを測る。 面積 (29.99)面床面平坦で堅緻な床面。 炉 中央北より地床炉

が検出され、長軸方向N 35° W、長軸76cm、短軸72cm、深さ 8cmを測る。 重複 H 43・64と重複しており、

新旧関係は本遺構→H-64→ H 43の順である。 出土遺物 総数826点。そのうち、柑1点、甕 l点を図示した。

備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀後半と考えられる。

H-67号住居跡 (Fig.36・65、PL.20)

位置 X28・29、Y133~135グリッド 主軸方向 N 91° E 形状等方形と推測される。東西 (2.98) m、

南北 (4.53)m、壁現高45cmを測る。 面積 (11.11) m' 床面 ほぼ平坦な床面。 鼈検出されず。 重複

H 75・77と重複しており、新旧関係はH 75→ H 77→本遺構の順である。 出土遺物 総数1409点。そのう

ち、高台椀1点を屈示した。 備考 時期は埋土や出上遺物から10世紀第3四半期と考えられる。

H-68号住居跡 (Fig.38・65、PL.20)

位置 X26・27、Y146・147グリッド 主軸方向 N-76"-E 形状等方形と推洞される。東西 (3.94)m、

南北 (4.02)m、壁現高16cmを測る。 面積 (10. 45)面床面平坦で部分的に堅緻な床面。 炉北より地

床炉が検出され、長軸方向N-18"-W、長軸74cm、短軸73cm、深さ14cmを測る。 重複 H 54・55と重複して

おり、新旧関係は本遺構→H-54・55の順である。 出土遺物 総数165点。そのうち、鉢1点、甕2点を図示し

た。 備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀後半と考えられる。

H-69号住居跡 (Fig.37• 65、PL.20)

位置 X28・29、Y142グリッド 主軸方向 N-80°-E 形状等方形と推測される。東西(1.90) m、南北(0.92)

m、壁現高40cmを測る。 面積 (1. 20)面床面平坦な床面。 鼈検出されず。 重複 H 71と重複して

おり、新旧関係は本遺構→H 71の順である。 出土遺物総数3点。そのうち、坪2点を図示した。 備考 時

期は埋土や出土遺物から 6世紀中葉と考えられる。

H-70号住居跡 (Fig.27)

位置 X28・29、Y136・137グリッド 主軸方向 N 99° E 形状等方形と推測される。東西 (2.32)m、

南北(3.05)m、壁現高39cmを測る。 面積 (4. 43)面床面平坦な床面。 竜検出されず。 重複 H 44・ 

73と重複しており、新旧関係は本遺構→H 44・73の順である。 出土遺物総数273点。 備考 時期は埋土や

重複関係から Hr-FP降下から 9世紀中葉と考えられる。
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H-71号住居跡 (Fig.37)

位置 X29、Yl42グリッド 主軸方向 N-91°-E 形状等方形と推測される。東西(2.54)m、南北(1.71) 

m、壁現高58cmを測る。 面積 (2.55)面床面平坦な床面。 鼈検出されず。 重複 H-69と重複して

おり、新旧関係はH-69→本遺構の順である。 出土遺物総数15点。 備考時期は埋土や重複関係から 6世

紀中葉から Hr-FP降下以前と考えられる。

H-72号住居跡 (Fig.37・66、PL.20)

位置 X27・28、Y133・134グリッド 主軸方向 N-91° E 形状等正方形。東西4.38m、南北4.19m、壁

現高35cmを測る。 面積 16.90m' 床面 平坦な床面。 鼈東壁南より検出され、主軸方向N-91°-E、全長

73cm、最大幅101cm、焚口部幅47cmを洞る。構築材として、粘上を使用している。 重複 H-20•56 と重複して

おり、新旧関係はH-20・56→本遺構の順である。 出土遺物 総数550点。そのうち、かわらけ 1点、羽釜1点

を図示した。 備考 時期は埋土や出土造物から10世紀第4四半期と考えられる。

H-73号住居跡 (Fig.38・67、PL.20)

位置 X27·28、 Yl36•137グリッド 主軸方向 N-93°-E 形状等長方形。東西 [3.89]m、南北 [3.42] 

m、壁現高38cmを洞る。 面積 [12.45]面床面 ほぼ平坦な床面。 寵東壁中央より検出され、主軸方向

N→ 02°-E、全長88cm、最大幅88cm、焚口部幅72cmを測る。構築材として、粘土、凝灰岩を使用している。 重
複 H-28・45・70と重複しており、新旧関係はH-45・70→本遺構→H-28の順である。 出土遺物 総数1178

点。そのうち、高台皿2点、甕1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第2四半期と考えら

れる。

H-74号住居跡 (Fig.30・65、PL.20)

位置 X22・23、Yl39・140グリッド 主軸方向 N-92°-E 形状等長方形と推定される。東西 (3.18)m、

南北 (3.92)m、壁現高54cmを測る。 面積 (6. 38)面床面平坦で堅緻な床面。 鼈検出されず。 重複

H-49・50と巫複しており、新旧関係はH-4Y→本遺構→H-50の順である。 出土遺物 総数236点。そのうち、

高台皿 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

）
 
H-75号住居跡 (Fig.36・65)

位置 X28・29、Yl34・135グリッド 主軸方向 N-79"-E 形状等 方形と推測される。東西 (1.36)m、

南北(3.93)m、壁現高53cmを測る。 面積 (4. 53)面床面平坦な床面。 鼈検出されず。 重複 H-67・ 

77里複しており、新旧関係は本遺構→H-77→ H-67の順である。 出土遺物 総数30点。そのうち、高台皿1

点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀第2四半期と考えられる。

H-76号住居跡 (Fig.39・65、PL.10・20)

位置 X26・27、Yl40~142グリッド 主軸方向 N-61"-E 形状等長方形と推定される。東西 (4.54)m、

南北 (3.77) m、壁現高34cmを測る。 面積 (15. 01)面床面 ほぼ平坦な床面。 炉 中央北より地床炉が

検出され、長軸方向N-56°―E、長軸76cm、短軸56cm、深さ 8cmを測る。 重複 H-79と甫複しており、新旧

関係は本遣構→H-79の順である。 出土遺物 総数473点。そのうち、柑1点、高坪1点、器台 1点を図示した。

備考 時期は埋土や出土造物から 4世紀後半と考えられる。
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H-77号住居跡 (Fig.36・65、PL.20)

位置 X28・29、Yl34・135グリッド 主軸方向 N-52° E 形状等方形と推測される。東西 (3.08)m、

南北(2.92) m、壁現高40cmを測る。 面積 (6.26)m' 床面平坦な床面。 鼈検出されず。 重複 H-67・ 

75と重複しており、新旧関係はH-75→本遺構→H-67の順である。 出土遺物 総数95点。そのうち、かわら

け1点を図示した。 備考 時期は埋土や重複関係から10世紀中葉と考えられる。

H-78号住居跡 (Fig.40・66、PL.20)

位置 X25・26、Yl36・137グリッド 主軸方向 N-82'-E 形状等方形と推測される。東西 (2.20)m、

南北 (2.49)m、登現高35cmを測る。 面積 (4. 41)面床面平坦な床面。 鼈東登中央南より検出され、

主軸方向N-89'-E、全長100cm、最大幅91cm、焚口部幅51mを測る。構築材として、粘土を使用している。 重

複 H-15・38と重複しており、新旧関係は本遺構→H-38→ H-15の順である。 出土遺物 総数361点。その

うち、坪2点、甕 l点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第2四半期と考えられる。

H-79号住居跡 (Fig.39・66、PL.11・20)

位置 X24~26、Y140・141グリッド 主軸方向 N-70°-E 形状等長方形。東西 [4.75]m、南北 [5.28] 

m、壁現高55cmを測る。 面積 [21. 50]面床面平坦な床面。 鼈東壁中央やや南より検出され、主軸方

向N-53°-E、全長138cm、最大幅120cm、焚口部幅46cmを測る。構築材として、粘土、天井石に凝灰岩を使用し

ている。 重複 H-47• 76と重複しており、新旧関係はH-76→本遺構→H-47の順である。 出土遺物 総

数601点。そのうち、坪1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 6世紀第2四半期と考えられる。

H-80号住居跡 (Fig.41・66、PL.20)

位置 X23・24、Yl40・141グリッド 主軸方向 N-65"-E 形状等長方形と推定される。東西 (3.69)m、

南北 (3.04)m、壁現高70cmを測る。 面積 (7 .91) m' 床面平坦な床面。 炉北より地床炉が検出され、

長軸方向N-10"-W、長軸60cm、短軸46cm、深さ 6cmを測る。南側に川原石 1石有。 重複 H-7·47• 48と

頂複しており、新旧関係は本遺構→H-7・47・48の順である。 出土遺物 総数211点。そのうち、鉢1点を図

示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀後半と考えられる。

H-81号住居跡 (Fig.16)

位置 X23、Yl36グリッド 主軸方向 N-64'-E 形状等方形と推測される。東西(1.42)m、南北(2.33) 

m、壁現高58cmを測る。 面積 (2.18) m' 床面平坦な床面。 竃検出されず。 重複 H-23・51と里複

しており、新旧関係は本遺構→H-23・51の順である。 出土遺物 総数134点。 備考 時期は埋土や出土遺物、

重複関係から 4世紀中葉から 6世紀後半と考えられる。

H-82号住居跡 (Fig.66)

位置 X24・25、Yl39・140グリッド 主軸方向 N-86°-E 形状等 正方形と推定される。東西 [3.21]m、

南北 [3.10]m、壁現高43cmを測る。 面積 [9.47] m' 床面 ほぼ平坦な床面。 寵 H-46に壊されていた

が、掘り方より東壁中央より検出され、主軸方向 (N-83° E)、全長 (72)cm、最大幅 (92)cmを測る。 重複

H-46・48と重複しており、新旧関係はH-48→本遣構→H 46の順である。 出土遺物 総数475点。そのうち、

蓋 1点、坪1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 9世紀第 1四半期と考えられる。
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H-83号住居跡 (Fig.40・66、PL.20)

位置 X25~27、Y139・140グリッド 主軸方向 N-53° E 形状等方形と推測される。東西 (4.10)m、

南北 (5.21)m、壁現高67cmを測る。 面積 (13. 64)面床面 ほぼ平坦な床面。 炉中央北より地床炉が

検出され、長軸方向N-3T-W、長軸69cm、短軸66cm、深さ11cmを測る。南寄りに川原石1石有。 重複 H-16・ 

22・40・85と重複しており、新旧関係は本遺構→H -16・22・40・85の順である。 出土遺物 総数293点。その

うち、鉢 1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から 4世紀後半と考え られる。

H-84号住居跡 (Fig.41・67、PL.20)

位置 X25~27、Y134~136グリッド 主軸方向 N-73° E 形状等正方形。東西 [4.76]m、南北[4. 95] 

m、壁現高96cmを測る。 面積 [22.02]面床面平坦で堅緻な床面。問溝有。 炉 中央北より検出され、

長軸方向N-23°-W、長軸104cm、短軸78cm、深さ12cmを測る。川原石2石有。中央部にもやや床面より落ち込む

部分があるが炉とは断定できない。 重複 H-11・26・56と重複しており、新旧関係は本遺構→H-11• 26・ 

56の順である。 出土遺物 総数490点。そのうち、鉢2点、甕2点を囮示した。 備考時期は埋土や出土遺物

から 4世紀後半と考えられる。

H-85号住居跡 (Fig.70、PL.21)

位置 X25、Yl39・140グリッド 出土遺物総数125点。そのうち、鉄製品の鍬1点を図示した。 備考 H-83 

の北西に住居西壁の立ち上がりのみ確認できた。新旧関係はH-83→本遺構→H-16の順である。

2 溝跡

W-1号溝跡 (Fig.42、PL.11)

位置 X20~27、Yl44・145グリッド 主軸方向 N-84°-E、N-89°-E 形状等 U字形。長さ25.7m、深

さ36.5cm、最大上幅155cm、最大下幅117cmを測る。 重複 H-31・32、W-2と重複しており、新旧関係はH

31・32→本遺構→W-2の順である。 備考 流水の痕跡無し。時期は埋土から Hr-FP降下以降から As-B降

下以前と考えられる。

W-2号溝跡 (Fig.42、PL.11)

位置 X20~27、Yl45・146グリッド 主軸方向 N-7T-E、N-86°-E、N-84"-E 形状等 U字形。長

さ27.lm、深さ48.5cm、最大上幅85cm、最大下幅48cmを測る。 重複 H-30、W-1と重複しており、新旧関

係はH-30、W-1→本遺構の順である。 備考 流水の可能性有。時期は埋土から As-B降下以降と考えられ

る。

3 土 坑 (Fig.43• 46・67・68・70、PL.1·11• 12·20• 21) 

土坑については、 Tab.4 土坑計測表 (P29) を参照のこと。

縄文土坑からは、縄文時代中期の加曽利及び曽利の遺物が出土している。なお、 JD-1·2• 5• 11の深鉢4

点を図示した。

D- 2からは 2つの高台椀が上下重ねた状態で出土し、上の高台椀の底部には尖孔が 1つある。また、赤味を

帯びた石が周りに敷かれており、その 1つには文字が書かれてある。詳細については「VI まとめ」で記述する。
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なお、 D 2の高台椀2点、石 1点を図示した。また、 D-8の鎌2点を図示した。

4 グリッド等出土遺物

小破片を含め総数14,564点の造物を出土した。なお、瓦1点を図示した。
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Tab. 2 竪穴住居跡一覧表(1)

I 規模 (m) 炉・鼈 主な出土遺物
輝名 面積(m') 主軸方向 闘

I 東西（長径）！南北（短径）！壁現高 位箇・素材等 土師器 須恵器 その他

J-1 4,63 f 4.57 ': , 0.65 16.57 N--70'-E 中央やや西・地床炉 ー . ：． 深鉢・打製石斧

J-2 (5.48) ; (5.30)) 0.81 (22.11) N-90"-E 中央やや南・石囲い炉 ー 、 深鉢

．．  
H-1 (3.07) : (2.97) : 0.20 (6.20) N-39"-E 東壁中央やや南. . 
H-2 (3 68) ; (5,16) ; 0.50 (14.52) N-64"-E 東壁中央やや南・粘土、凝灰岩 〇 坪・甕

H -3 (1. 04) ． : (2. 25) , , 0.18 (2.22) N-86'-E 東壁南隅 ・粘土、川原石 一 瓦
・、

H-4 (1.49) : (4.42) : 0.33 (4.76) N-93"-E 東壁中央南・ 粘土、凝灰岩、瓦 一 台付型 蓋 ・坪 1 刀子
，．  

H-5 (1 45) : (2.19) : 0.24 (3 01) N-82"-E 一 坪•I 
' '  

H-6 3.05 ! 2.68 ! 0.31 6 93 N-83"-E 束壁中央やや北・粘土 — i • 
ヽ ： ＇

H-7 3.92 : 3.53 : 0.66 12.70 N-74'-E 東壁中央やや南・粘土、凝灰岩 〇 坪・甕 ＇ 

H-8 5.72 ! 4.74 i 0.80 25.53 N-70"-E 東壁中央やや南・粘土、凝灰岩 一 坪 ．鉢・甕 i ' 
H-9 [2.91) ＇ : 2,56 : 0.37 [6.84) N-89"-E 束壁中央やや北 ・粘土 一 杯

H~lO 欠番

H-11 5.09 ': 4.47 • : 0.32 21.38 N-83"-E 東壁中央 ・粘土、川原石 ー ！かわらけ・高台椀！ 釘・ 瓦

) I H-12 7.51 ●: 7.58 ': 0.49 53.36 N-65"-E 束壁中央やや南・粘土 0 坪・ 高坪 ' ' 

H-13 3.79 • : ． 4.69 • : ． 0.42 16.55 N-83'-E 束壁中央やや南・粘土 0 坪 I ＇ 砥石

H-14 (2.99) ': ' (3.08) ': ' 0.39 (6.98) N-76"-E 東壁 ・粘土、川原石、瓦 一 '：杯・高台椀・羽釜.！ 

H-15 3.2•1 ! :l.48 i 0.39 9.66 N-91"-E 東壁中央南・粘土、石、凝灰岩 ！耳IJII•高台1Jl1・甕・甑： 瓦

H-16 (4.34)) (5.47) ; 0.60 (14.93) N-81"-E - - I 

H-17 3.37 ．: . 3.98 ， , : 0.43 12.10 N-89'-E 東壁中央南 ・粘土、 瓦、石 一 婆 ！I 坪 高台椀

H-18 2.45 ,: 2 90 、: 0.48 6.51 N-100"-E 東壁中央やや南・粘土、石 ー . ：高台椀・羽釜 .： 瓦
．．  

H-19 [3 61] i [3.15] i 0.42 (10.13] N-96"-E 東壁中央・粘土、石、凝灰岩 一 坪 高台椀

H-20 U8  l 2.70 ! D.<19 10.75 N-91"-E 東壁中央やや南 一 坪・甕 高台椀

H-21 [3.10] ! [3.61] ! 0,43 [10.68] N-95'-E 東壁中央やや南・ 粘土、瓦 一 坪 ！坪・高台椀

H-22 4 04 '． : 3.85 . : ． 0.50 13.89 N-80"-E 東壁中央南・ 粘・土 ー 坪 .： 坪・高台椀 ：' 斧

1-1 -23 [ 4 19] j [ 4.35] j O 51 (16 86] N -80"-E 束壁中央南・粘土 一 坪 ．鉢 ・琵

H-24 3.37 、.,' 3.67 ・'., 0.32 11.22 N-103"-E 東壁中央やや南・粘土、石 一 坪・甕 ・＇，' 坪•高台椀・羽釜・， ， ' 瓦

H-2:, [a.ml : [o R~J : n fi., [11 fill N-7T―F 北壁中央やや東・粘土、石 一 坪・亜 ！ 杯・高台椀 ： 浄瓶
I I t I 

!-l-26 3,06 ．: ． 3.94 : ． ， 0.34 11.33 N-91"-E 東壁中央南・粘土 一 坪 i坪 ・高台椀 i飾り金具
) ,H-27 4.42 : 505 j 0.42 20.87 N-90"-E 束壁中央やや南・粘土、石、瓦、凝灰岩 ー 坪・甕 ； 坪・高台椀 ； 丸柄

IH-28 2.30 ．': 1.98 ． ' : 0.41 4.31 N-90'-E 東壁中央 ・粘土、石、 瓦 - 吉回ム口椀 瓦

H-29 [3.40) j [4. 0•1] i 0.4f, [12.67] N-104'-E 東壁中央やや南 ・粘土、瓦 ー 坪・甕 ； 坪・高台椀 i 平瓶・瓦

H-30 (6.05) : ＇ (6.05) : 0.31 (23.66) N-62"-E - 0 鉢：；

1-1 -31 (6.44) l (6 00) l 0.32 (28 .18) N -99"-E 中央北・地床炉 ー 鉢 ・用 i 

H-32 (5 30) i (4.53) I 0.73 (19.64) N-58°-E 中央やや北・地床炉 ー 器台・高坪・甕：
， ． 
' '  

H-33 5.90 j 4.09 j 0.69 22.20 N-63'-E 東壁中央・粘土、石、凝灰岩 0 高台椀

H-34 ~.07 i 2.90 j ll.<13 10.85 N-87'-E 東壁中央南・粘土、石、凝灰岩 ー 壺 ： 

H-35 4 49 ．: . 4.40 ． . : 0.72 18,28 N-92"-E 西壁中央やや南 〇 坪・甕 臼玉

H-36 2.62 ': 3. 74 : I , 0.27 9.17 N-95'-E 東壁南 ー 坪 . ！ ＇ 坪・高台椀

H-37 (2.03) ! (2-88) i 0.45 (5.16) N-88'-E 束墜 一 坪・甕 高台椀

, l i , 

H-38 3.25 : ' 3,35 : . 0.37 9.59 N-70'-E 東壁中央・粘土 ー ：. 高台椀・羽釜：' 白磁

H-39 (2.67) i (3今60) j 0.36 (8.62) N-87"-E 束壁南・粘土 一 蓋 ・坪 i
H-40 4.IO • I ' 4.29 .I ' 0.77 15.93 N-87"-E 東壁中央やや南・粘土 ー '： 杯・高台椀 ' ： 刀装具

1-1-41 (3.04) : (1.52) : 0.39 (3.00) N-87"-E - ― 坪・ 羽釜. . 
H-42 4.64 ．: .3.73 ， : ' 0.39 16.16 N-76'-E 東壁南・粘土 一 甕 ｛器・高台皿； 紡錘車

H-43 (4.59) : (3.58) i O 42 (15.33) N-78"-E 東壁・粘土、瓦 一 坪・褻 ！ 高台皿 瓦
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Tab. 2 竪穴住居跡一覧表(2)

規模 (m) 炉 ・鼈

腐
主 な出土 遺物

逍構名
東西（長径） ：雨北（短径）！ 壁現高

面積(m') 主軸方向 ； 位置・ 素材等 土師 器 須恵器 その他

H-44 (2.98) : (3.55) ; 0.54 (5. 34) N-115"-E 甕 ． • ： 坪・ 古向ム□椀 ． ！ 

H-45 [3.91] : [3 12i l o.44 [10 ,87] N-89"-E 東壁．粘土、瓦 坪

H-46 4.02 ; 5.31 : 0 58 19 .44 N-84°-E 東壁中央やや南 ・粘土、石、瓦 甕 坪
I 
瓦

． ． 
東壁中央南・粘土、凝灰岩 ：’'坪・ 高台椀・甕'： ’ H-47 5.18 : 6 44 : 0.72 29.36 N-70"-E 

゜
坪

H-48 3.56 : 4.24 : 0.51 14. 75 N-91"-E 東壁中央南 ・粘土 材ヽ ・地 坪 ・型 鉄鏃 ・瓦
' ' 

H-49 3.54 : 4.80 : 0.59 15.81 N-80'-E 東壁中央南・粘土、凝灰岩 甕 ：坪・ 高台椀・壺：

H--50 3.40 : 4.46 ; 0,44 14 .16 N-93"-E 東壁中央南・粘土、 川原石、瓦 坪 ・甕 高台椀 転用硯

I-1-51 4. 7ヽI '! .i.90 ' ; ＇ 0.70 21.52 N-101"-E 束壁中央・粘土、瓦、安山岩 杯・甕 .＇ ： 坪・高台椀 ' ： ＇ 砥石

H-52 (3.44) l (3.68) : o.46 (11 81) N-81"-E 東壁中央南・ 粘土、安山岩 高台椀 i 鉄鏃
H-53 3.21 ; 268 i。.39 7 37 N-85"-E 南壁中央・粘土 • 石 ：'高台椀 ・羽釜！' 瓦

H-54 4.28 : 4.84 : 0.37 18 .47 N-78'-E 東壁中央南・粘土、川原石 坪・甕 凹石

H-55 (2.36) ! o 48) l o.33 (2.25) N-62"-E ！ 瓦

H-56 (4. 12) j (5.15) j 0.34 (14.05) 
． 

N-85"-E かわらけ

H-57 [2. 72] : [2.23] : 0.31 [5. 71) N-95"-E 束壁中央 ; 
H-58 セクシ ョンの み

H-59 4. 48 : 3,88 : 0,61 16.18 N-73"-E 中央北・地床炉、川原石 鉢 ・甕 ・壺 ； 
H-60 3.30 : 4 40 : 0.45 13,19 N-78"-E 東壁中央やや南・粘土、瓦 坪 高台皿 瓦

H-61 (1,78) 1 (2.60) 1 0.20 (4.01) N-75"-E 東壁中央南・ 粘土、凝灰岩 羽釜

I-1-62 (2.12) l (2.09) i 0.11 (2. 38) N-95° ―E ．：． 坪 ・高台椀 ， ： ． 

H-63 欠 番

H-64 (3.42) : (4.94) : 0.61 (15. 73) N-86ロー E 東璧中央やや南・粘土 鉢 ， 杯

H-65 (I 39) ; (4.65) : 0.55 (5.64) N-80"-E 

H-66 (u9> l w.32> l 0.1s (29. 99) N-56° ―E 中央北・ 地床炉 柑・甕
l 

H-67 (US) j (4.53) j 0.•15 (11.11) N-91"-E 高台椀

H-68 (3.94) : (4.02) : 0.16 oo. 45) N-76'-E 北・地床炉 鉢 ・甕

H-69 (1.90) : (0.92) i 0.40 (1.20) N-so・ ―E 坪
： 

H-70 (2.32) i (3.05) i 0.39 (4 43) N-99"-E 
H-71 (2.54) 1 (1. 71) i 0.58 (2. 55) N-91"-E 
1-1-72 us  l 4.19 : o.35 16.90 N ・・91'-E 束壁南・粘土 ：かわらけ・羽釜：

H-73 l:J.891 i [3.、12] ; 0.38 [12.45] N-93"-E 東壁中央・ 粘土、凝灰岩 ！ 高台皿 ・甕 ； 高台皿
H-74 C3.1sJ • : • C3.92l • : • o.ri,1 (6.38) N-92"-E ， ， 高台皿

H-75 (1.36) j (3.93) j 0.53 (4 .53) N-79"-E 
， 

i 高台皿
I 

＇ 
H-76 (4.54) : (3.77) : 0.34 (15.01) N-61" E 中央北・地床炉 坦・器台 ！ 

H-77 (3.08) j (2 92) : 0.40 (6. 26) N-52'-E かわらけ

H-78 (2.20) i (2.49) i 0.35 (4. 41) N-82"-E 束壁中央南・粘土 甕 坪

H-79 [US) j (5.23) i 0.55 [21.50] N-70"―E 東壁中央やや南 ・粘土、凝灰岩 坪

H-80 (3.69) : (3.00 : 0.70 (7. 91) N-65"-E 北・地床炉、川原石 鉢

H-81 (1.42) : (2.33) : 0.58 (2 18) N-64"-E I 

[・1-82 [3.21] i [3.10] i 0.43 [9.47] N-86'-E 東壁中央 坪 蓋
I 

H-83 (4.10) i (5.21) l 0.67 (13.64) N-53"-E 中央北・地床炉、川原石 鉢
， 

H-84 [ 4. 76) ! [ 4. 95) : o. 96 [22. 02] N-73"-E 中央北・地床炉、川原石

゜
鉢．梵

1-1-85 西壁立ち上がり のみ確認
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Tab. 3 溝跡計測表

長さ 深さ (cm) 上幅(cm) 下幅(cm) 備考
逍構名 位置

(m) 
方 位 形状

最大 最小 最大 最小 最大 最小 覆土・遺物

X20~27 
西側より N-84"-Eの方向に19.3m

W-1 
Yl44贔145

25.7 36.5 2.5 155 76 117 51 進み、そこからN-89°-Eの方向に U字形 古代

6.4m進んで東壁にぶつかる

西壁より N-77'-Eの方向に7.4m進

X20~27 み、そこからN-86"-Eの方向に10m
U字形 中世W-2 27.1 48.5 23.5 85 65 48 41 

進み、 さらN-84"-Eの方向に9.7mYl45,146 

進んで東壁にぶつかる

Tab. 4 土坑計測表

遺構名 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm) 形状 備 考

JD-1 X21、Yl37 117 116 38 円 形

JD-2 X22、Yl39 120 115 79 円 形

JD-3 X21、Yl40 114 104 22.5 円 形

JD-4 X23、Y139 148 110 44.5 楕円形

JD-5 X21、Yl45 66 35 23.5 楕円形

JD-6 X21、Yl45 63 50 37.5 楕円形

JD-7 X21、Yl45 78 65 19.5 楕円形

JD-8 X23,24、Yl39 196 120 96.5 楕円形

JD-9 X20、Yl43 12 11 9.5 円形

JD-10 X20,21、Yl44 32 30 18 円形

JD-11 X23、Y137 27 25 31 円形

D-1 X26、Y139,140 126 116 26.5 円形

D-2 X27、Yl33 57 44 21 楕円 形

D-3 X24、Y139 86 67 99 楕円形

D-4 X22、Yl38 120 51 9.5 楕円形

D-5 X22、Yl46,147 (113) (68) (85) 不整形

） 

D-6 X25,26、Yl44 80 60 31 楕円形

D-7 X25、Yl39 75 70 46.5 正方形

D-8 X25、Yl40 70 62 67.5 楕円形

D-9 X26、Yl35,136 174 120 108 楕円形
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Tab. 5 縄文時代出土土器観察表

番号 遺構番号／層位 器種 R口径＠器高 (j)胎土c焼成R色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備 考

1 J~1~1 深鉢 ① [16.5] ①④ 中粒②良好③暗褐色 平口縁。全面L斜縄文。口縁部4ヶ所に長さ3.5cm、幅1.4cmの耳たぶ状 諸磯c
埋土 ② (24.1) 1/2 の突起。底部径8.0cmの平底。

2 J-1-2 深鉢 ① ② [26.1] ①④ 粗粒②良好③暗褐色 平口縁。口縁端部に深い押捺の爪形文、口縁部は集合条線を横方向に巡 諸磯c
埋土 (13 .3) 口縁・胴部破片 らせ、胴部は集合条線を縦・ 斜・ 鋸歯状に施す。

3 J-1-3 深鉢 ① ② [20. O] ①④ 中粒②良好③暗褐色 平口縁。口縁端部に深い押捺の爪形文、 2つ1組の径2cm(])円形状の突 諸磯c
埋土 (9 .1) 口縁破片 起。口縁部は上位に集合条線を横方向に巡らせ、下位に鋸歯状の集合条

線を巡らせる。胴部は集合条線を縦・斜に施す。

4 J-1-4 深鉢 ① ② [24.0] ①中粒②良好③にぶい 平口緑。口縁部は集合条線を横方向に巡らせ、頸部にボタ ン状貼付文・ 諸磯c
埋土 (12.0) 褐色④口縁破片 棒状貼付文。胴部は縦・横・横方向に弧を描いた集合条線。

5 J-1-5 深鉢 ① ② [20. 9) ①中粒②良好③暗褐色 平口縁。全面撚糸文R。 諸磯c
埋土 (14 .4) ④口縁破片

6 J-1-6 深鉢
① ② (3.6) 

①中粒②良好③暗褐色 平口縁。 全面に刺突文を施す。 興津

埋土 ④口縁破片

7 J-1-7 深鉢畠 ①中粒②良好③浅黄橙 大波状口縁。口縁部に突帯を有し、その上・下面は横方向の集合条線。 諸磯c
埋上 色④口縁破片 隆帯の下は横・縦・鋸歯状の集合条線。

8 J~1~s 深鉢 ① ①中粒②良好③浅黄橙 上位は鋸歯状の集合条線の中にボタン状貼付文。 下位は横方向の集合条 諸磯c
埋土 ② 色④胴部破片 線。

， J-1-9 深鉢 ① ①色④中粒突②良好③浅黄橙 大波状口縁の突起部。 三角錐状で、外面集合条線にポタン状貼付文。 諸磯c
埋土 ② 起部破片

10 J-1-10 深鉢 ① ①色④粗粒突②起部良好③浅黄橙 三角形状の透かし孔有。外面集合条線。
諸磯c

埋土 ② 破片

11 J-2-1 深鉢 ① 30.0 ①中粒②良好③にぶい 口縁部やや外傾する 4単位の波状口縁。波状部下に隆帯渦巻文、その左 加曽利E3
埋土 ② (31.1) 橙色④1/2 側に隆帯に よる区画、区画内は網目状撚糸文。胴部網目状撚糸文、頸部

より幅2.5~3.Scmの無文帯が6単位有。

12 J-2-2 深鉢 ① ② [34 .OJ ①中粒②良好③にぶい 4単位の波状口縁。波状部の内面には向かい合う2個ずつの円形の窪み 加曽利E2
埋土 (14.3) 橙色④口縁破片 有。波状部下に隆帯渦巻文、その両側に隆帯による区画、区画内はRL

斜縄文。 2つの隆帯による区画の両端上に径1cmの円孔有。

13 J-2-3 深鉢 ① [26.8] ①④ 中粒②良好③黒褐色 平口縁。口縁部より逆U字状に区画、区画内はRL斜縄文、区画の間に 加曽利E3
床直 ② (10.0) 口縁破片 蕨手状の沈線。

14 J-2-4 深鉢 ① ② [( 26.1] ①中粒色④②良好③にぶい 平口縁。口縁部に降帯による区画、隆帯渦巻文。区画内はRL斜縄文。 加曽利E2 
床直 17 .2) 黄橙 口縁破片 隆帯による区画の下はRL斜縄文。隆帯下に幅l.4~1.8cmの無文帯有。

15 J-2-5 深鉢 ① ② (27 .8] ①橙粗色粒④②口縁良好③にぶい 平口縁。口縁部無文帯、その下に 1条の沈線を巡らせ、胴部縦方向の条 加曽利E4
埋土 (17 .0) 破片 線。

16 J-2-6 浅鉢鸞
①中粒②良好③にぶい 波状口縁か。口縁端部肥厚し、肥厚部内面に沈線。 加曽利B

埋土 橙色④口縁破片

17 JD-1-1 深鉢 ① ② [ 44 .OJ ①中粒②良好③灰褐色 平口縁。口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文。区画内は条線。胴部に 加曽利E3
床直 (24.6) ④口縁破片 も隆帯による区画が続き、隆帯渦巻文、区画内は条線。

18 JD-2-1 深鉢 ① ② 16.4 ①中粒②良好③にぶい 平口縁。全面縦方向の条線。 加曽利E3
床直 (16.5) 橙色④ほぽ完形

19 JD-5-1 深鉢 ① ② [42 .OJ ①中粒②良好③にぶい 平口縁。口縁部に隆帯による 4つの区画、区画内はRL斜縄文。胴部R 加曽利E3 
床直 (28.5) 橙色④1/3 L斜縄文に幅3cmの無文帯を垂下。

20 JD-11-1 深鉢 ① ② [25. 5] ①中粒②良好③橙色④ 平口縁。キャリパー形。口縁部無文帯。全体がU字状・逆U字状の沈線 加曽利E4
床直 34.1 1/2 で区画され、区画内はLR斜縄文。底部：径7.1cm平底。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」 ：床面よりllcm以上の層位からの検出の2段階に分けた。窟内の検出につい

ては「鼈内Jと記載した。
②口径、器高の単位はcmであり、重さの単位は gである。現存値を（ ）、復元値を［ ］で示した。

③胎土は、細粒 (0.9mm以下）、中粒 (1.0~1.9mm以下）、粗粒 (2.0mm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976)によった。
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Tab. 6 古墳 ·奈良• 平安時代出土土器観察表

番号 遺構番号／屈位 器種 R口径＠器裔 ⑰胎土②焼成R色調〇遺存鹿 器種の特徴・整形・調整技術 備考

1 H-2-1 杯 ① ② [11. 4] ①④ 細1/粒4②良好③橙色 口縁部：短く直立、内 ・外面横撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底、
床直 土師器 (4 .0) 内面撫で、外面箆削り．

2 H-2-2 甕 ① ② [19 .OJ ①中粒②良好③にぶい 無口緑部 ：閉叡;旦..、 iJ'..(立而か縦ら鉗箆部削外反内 ・外而損．． 梱撫で。矧部にくびれ
床直 土師器 (18.3) 黄橙色④1/6 。胴部 ：内而で、外 り．屈部 ：欠

3 H-4-1 蓋 ① [18.2] ①細粒②良好③灰色 輔櫨整形。天井部：水平から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面撫で、
埋土 須恵器 ② (3. 4) ④ 1/5 返り無。摘み：小さい環状摘み。

4 H-4-2 坪
虚
12.1 ①④細ほ粒②良好③灰色 輔轄整形。口縁・体部：小さ く外傾、内・外面撫で。底部：径8.2mmの平

床直 須恵器 5.0 ぼ完形 底、内面撫で、外面回転糸切り。

5 H-4-3 台付甕 ① [12.5] ①細粒②良好③にぶい 口縁部：直立気味から端部やや外反、内・ 外面横撫で。胴部 ：中位に器
床直 土師器 ② (13.0) 橙色④1/3 最大径を持ち、 内面撫で、外面斜め箆削り 。台部 ：大きく外傾、端部欠

損。

6 H-5-1 杯 ① ② [12. 9] ①④ 細1/粒4②良好③褐灰色 戟櫨整形。 口縁 ・体部：外傾、内 ・外面撫で。底部：径7.5mmの平底、内 外面に自然
床直 須恵器 3.6 面撫で、外面回転糸切り。 釉

7 H-7-1 坪 国 11.8 ①細粒②良好③橙色 口縁部：直立から端部やや外傾、内 ・外面横撫で。交換点に弱い稜有。床直 土師器 4.9 ④完形 底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。

8 H-7-2 甕 ① ② 14.0 ①④ 細2/粒3②良好③橙色 口縁部 ：器最大径、外傾、内・外面横撫で。頸部にくびれ無。胴部：内
床直 土師器 (12.0) 面箆撫で、 外面縦箆削り。底部：欠損。

9 H-7-3 甕 ① 26.4 ①③細灰粒②良好 輛櫨整形。 口縁部：外傾から外反、 内・外面横撫で、 口縁端部箆調整に
床直 須恵器 ② (7-9) 色④口縁 よる 2本の沈線有。外面に波状文が2段巡る。胴部 ・底部：欠損。

10 H-8-1 杯 鸞 12.7 ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短く直立、端部やや外反、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有。床直 土師器 5.0 黄褐色④ほぽ完形 底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。

11 H-8-2 鉢 ① ② [18.6] ①細粒②良好③にぶい 口縁部 ：短く直立、端部やや外反、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有。
床直 土師器 7.1 黄橙色④1/2 底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。

12 H-8-3 甕 ① [13. 4] ①細粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面横撫で、口縁端部箆押さえ。 頸部にく びれ有。
床直 土師器 ② (12.0) 黄褐色④1/6 胴部：内面撫で、外面縦箆削 り。底部： 欠損。

13 H-9-1 坪 ② ① [14. 2] ①細粒②良好③灰色 輔鑢整形。 m口の縁平・底体、部内：而外憮傾で、内 ・外而横憮で、口縁端部箆押さえ。底
床直 須恵器 3.6 ④ 2/3 部： 径7.9m 、外面箆調整か。

14 H-11-1 かわら 11① [10.8] ①細粒②良好③にぶい 輛腿整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：径4.5mmの平
床直 ② 3.2 橙色④2/3 底、内面撫で、外面回転糸切り。

15 H-11-2 かわらI/① ② [10. O] ①細粒②良好③灰白色 輔輯整形。 口縁・体部 ：外傾、内 ・外面撫で。底部 ：径4.5mmの平底、内
床直 3.2 ④ 1/2 面撫で、外面回転糸切り。

16 H-11-3 かbらIt富 11.0 ①④ 細3/粒4②良好③橙色 輛輯整形。口縁・卜1而本部匝l：大き く外傾、 内・外面撫で。底部：径5.0mmの平床直 3.4 底、内面撫で、 ク 転糸切り 。

17 H-11-4 高台椀 鸞 10.8 ①④細完粒形②良好③橙色 輯魃整形。 口縁 ・体部 ：外傾、口縁端部やや外反 ・肥厚、内 ・外面横撫 酸化焔床直 須恵器 4.4 で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。

18 H-ll-5 高台椀 ① [13. O] ①細粒②良好③橙色 輛櫨整形。 口縁・体部 ：外傾、 内 ・外面横撫で。 底部： 内面撫で、外面 酸化焔
床直 須恵器 ② 4.8 ④ほぽ完形 同転糸切り 移付け高台。

19 H-11-6 高台椀 ① ② [12. O] ①細粒②良好③にぶい 輛鑢整形。口縁・体部：外傾、内・外面横撫で。底部：内面撫で、外面 酸化焔
床直 須恵器 5.1 黄橙色④2/3 回転糸切り後付け高台。

20 H-11-7 小瓶
① ② (8― .1) 

①細粒②良好③灰オ 饒纏整形。口縁・ 頸部：欠損。体部：内・外面撫で。底部：回転糸切り
床直 灰 釉 リーブ色④1/3 後付け高台。

21 H-11-8 土釜 ① ② [25. 4] ①中粒②良好③にぶい 口縁部：大きく外傾、内 ・外面横撫で。胴部：内面撫で、外面箆削り。
床直 土師器 (23.0) 赤褐色④1/2 底部：径11.4mmの平底、 箆削り。

22 H-12-1 杯 喜
12.8 ①④細ほ粒②良好③橙色 口縁部：直立、 内 ・外面横撫で。交換点に稜有。底部： 浅い丸底、 内面

床直 土師器 4.5 ぽ完形 撫で、外面箆削り。底部内面に竹管文1つ有。

23 H-12-2 高坪 ① ② 17.4 ①色④細粒2/②3良好③明赤褐 口舷部：外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底、内面
床直 土師器 (11.5) 撫で、外面箆削り。脚部 ：外面縦箆削り。 端部は欠損。

24 H-12-3 台付椀 ① [10. 7] ①④ 細2/粒3②良好③褐色 ロ縁部：内傾、内 ・外面横撫で。体部： 内面撫で、外面箆削り。台部 ：
床直 土師器 ② (17 .9) 外傾から端部で大きく開く。外面上位箆削り 、下位撫で。

25 H-13-1 坪 ① ② [12. 7] ①細粒②良好③にぶい 口縁部：短く直立気味、 内・外面横撫でD 底部：平底気味、内面撫で、
鼈内 土師器 3.1 橙色④1/4 外面箆削 り。

26 H-13-2 杯 @ ① [12 .O] ①細粒②良好③橙色 口縁・、体外部而：箆外削領り、端部内・外面横撫で。内面撫で、外面箆削り。底部：
床直 土師器 3.7 ④ 1/4 平底、 。

27 H-14-1 かわらIJ-① ② [10, 4] ①細粒色②④良好③にぶい 饒櫨整形。 口縁・体部 ：大き く外傾、 内・外面撫で。底部 ：径4.4mmの平 漆付着
埋土 3.2 橙色 1/2 底、 内面撫で、外面回転糸切り。

28 H-14-2 杯 ① ② [12.2] ①④ 細3/粒4②良好③暗灰色 戟輯整形。口縁 ・体部：外傾、内 ・外面撫で。底部：径6.3mmの平底、内 いぶし焼成
埋土 須恵器 4.0 面撫で、外面回転糸切り。 か

29 H-14-3 高台椀畠 12.7 ①細粒②良好③にぶい 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、外面回 酸化焔床直 須恵器 5.0 褐色④ほぼ完形 転糸切り後付け高台。

30 H-14-4 高台椀 ① ② [12.6) ①細粒②良好③浅黄色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、外面回 体部内面墨
埋土 須恵器 5.4 ④ 3/4 転糸切り後付け高台。 害
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31 H-14-5 羽釜 ① ② [21. 9] ) ①細粒②良好③にぶい 輔輯整形。口縁部：内傾、内・外面横撫で。鍔部：丸みを帯び、やや上 酸化焙
床直 須恵器 (19.6 黄橙色④1/6 向きに付く。胴部：内・外面撫で。底部：欠損。

32 H-15-1 耳皿畠 8.0 ①細粒②良好③灰白色 轄櫨整形。かわらけを使用。折り曲げ部の径3.4mm。埋土 須恵器 2.2 ④ほぽ完形

33 H-15-2 高台皿 ② ① (13.4] ①細粒②良好③灰白色 輌櫨整形。口縁・体部 ：大きく外傾、口縁端部箆押さえ。底部：回転糸
埋土 灰釉 3.0 ④ 1/2片 切り後付け高台、箆調整。釉薬はつけがけ。

34 H-15-3 高台椀富 13 .. 1 ①中粒②良好③灰オ 輔龍整形。口緑・体部 ：外傾、口縁端部やや外反・肥厚、内・外面撫で。体部側面堡床直 須恵器 4.8 リープ色④完形 底部：回転糸切り後付け高台。 書

35 H-15-4 高台椀 ① ② [12.9] ①中粒②良好③灰色 輛櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部 ：体部側面墨
埋土 須恵器 4.5 ④ 2/3 回転糸切り後付け高台。 書

36 H-15-5 高台椀
① ② (6-. 5) 

①粗粒②良好③明赤褐 糠轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。口緑端部欠損。底部：回 酸化焔
床直 須恵器 色④1/3 転糸切り後付け高台。高台部は足高。

37 H-15-6 羽釜 ① ② [18.8] ①中粒②良好③にぶい 輔輯整形。口縁部：内傾、内・外面撫で。鍔部： 三角形、ほぼ水平に付 酸化焔
埋土 須恵器 (9. 7) 黄橙色④1/5 く。胴部上位 ：内・外面撫で。底部：欠損。

38 H-15-7 壺 ① ② [14.9] ①中粒②良好③灰色 饒輯整形。口縁部：外湾気味、内・外外ffiiiiii撫撫でで、口緑紺部箆押さえ。胴部：
床直 須恵器 32.6 ④ 1/2 中位やや上に器最大径を持ち、内・ 、外而下位箆削り。底部：

径14.0mmの平底、内面撫で、外面箆削り。

39 H-15-8 甑
① ② (25-.2) 

①粗粒②良好③橙色 輔鑢整形。口縁部：欠損。 胴部：内・外面撫で。底部：水平方向に大き 酸化焔
床直 須恵器 ④ 1/4 く開く。底から約 8cmの所に円形状の窪み 4つ有。

40 H-17-1 坪 ① [13 .0] ①橙粗色④粒②1/2良好③にぶい 鞘櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反・肥厚、内・外面撫で。 酸化焔
床直 須恵器 ② 3.9 底部：径6.7mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

41 H-17-2 高台椀 ① [14.2] ①細粒色②④良好③オリー 輔輯整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り
床直 灰釉 ② 4.2 プ灰 1/2 後付け高台、箆調整。釉薬はつけがけ。

42 H-17-3 甕 ① [17 5] ①中粒②良好③褐色 口縁部：やや内傾から外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外
埋土 土師器 ② (8.5) ④ 1/6 面横箆削り。底部：欠損。

43 H-18-1 高台椀 ① ② [14, 4] ①中粒色②④良好③オリー 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部：
床直 須恵器 5.4 プ黒 1/4 回転糸切り後付け高台。

44 H-18-2 高台椀 ① ② [14.4] ①中粒②良好③灰色 輔轄整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部：
床直 須恵器 6.8 ④ 3/5 回転糸切り後付け高台。

45 H-18-3 高台椀鸞 15.8 ①細粒②良好③にぶい 輛輯整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部 ：酸化焔床直 須恵器 5.9 橙色④ほぼ完形 回転糸切り後付け高台。

46 H-18-4 羽釜 ① ② [17 .8] ①中粒②良好③灰色 糠輯整形。口縁部：短く内傾から直立、内・外面撫で。鍔部： 三角形、
床直 須恵器 (10.1) ④破片 ほぼ水平に付く。胴部上位：内・外面撫で。底部：欠損。

47 H-19-1 坪 ① [11. 6] ①赤細褐粒色②④良好③にぶい 口縁・体部：外傾、口縁端部内・外面横撫で。体部内面暗文有、外面箆
床直 土師器 ② 3.7 1/2 削り。底部：径5.9mmの平底。

48 H-19-2 高台椀 ① ② [14. 9] ①中粒色②④良好③オリー 饒鑢整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で、口縁端部やや肥厚。底部 ：外面いぶし
埋土 須恵器 5.4 プ黒 破片 回転糸切り後付け高台。 焼成

49 H-20-1 坪 ① [12. 6] ①中粒④②1/4 良好③にぶい 底口緑部・体部：外傾、口縁部内・外面横撫で、体部内面撫で、外面箆削り。
床直 土師器 ② (3.9) 橙色 ：平底。

50 H-20-2 高台椀 ① ② [15. 0) ①細粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け 外面自然釉
埋土 須恵器 5.3 ④ 1/3 高台。

51 H-20-3 甕 ① ② [23.3] ) ①中粒②良好③にぶい 口縁部：直立から外反、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆
床直 土師器 (6.5 橙色④破片 削り。

52 H-21-1 高台皿 ① ② [14. 7) ①細粒②④良好③オリー 輔軸整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部箆押さえ。底部：高台を
床直 灰釉 3. l ブ灰色 ほぼ完形 付けた後撫で調整。高台に緩い稜有。釉薬は刷毛塗り。

53 H-21-2 坪 ① ② [12.6] ①中粒ぽ②完形良好③橙色 口縁・体部：外傾、口縁端部内・外面横撫で。底部：径8.6mmの平底、箆
床直 土師器 4.6 ④ほ 削り調整。

54 H-21-3 坪 富 11.9 ①中粒②良好③明赤褐 輔鑢整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径6.3川mの平底、内 酸化焔埋土 須恵器 3. 7 色④ほぽ完形 面撫で、外面回転糸切り。

55 H-21-4 坪 属 12.5 ①細粒②良好③灰色 輛櫨整形。口縁・体部 ：外傾、内・外面撫で。底部：径7.Onnの平底、内埋土 須恵器 3.3 ④完形 面撫で、外面回転糸切り。

56 H-21-5 高台椀 ① ② [15. 3] ①中粒②良好③灰色 輛轄整形。 口縁・ナ体高部台：だ外が傾高、台17部絃欠端m部。やや外反、 内・外面撫で。底部： 底部内面線
埋土 須恵器 (5.0) ④ 1/4 回転糸切り後付し 内面iに船刻有。 刻

57 H-21-6 高台椀 ① ② [15.0] ①中粒②良好③暗灰色 匪櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厚、内・外面撫で。底部：回 いぶし焼成
埋上 須恵器 4.6 ④ 1/3 転糸切り後付け高台。

58 H-21-7 高台椀 ① ② [12.5] ①中粒②良好③灰色 輔越整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
埋土 須恵器 4 7 ④ 2/3 吉回ム口 o

59 H-22-1 杯 ① ② [13.0] ①中粒②良好③橙色 口縁部：やや外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外面箆削
埋土 土師器 (3.0) ④ 1/3 り。

60 H-22-2 坪 ① ② [13.4] ①④ 3中/粒4②良好③灰色 漉櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径6.9mmの平底、内
埋土 須恵器 3.G 面撫で、外面回転糸切り。
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61 H-22-3 杯 ① ② [13― .4] ①細粒②良好③灰色 帷櫨整形。口縁 ・体部： 外傾、内・外面撫で。体部内面暗文有。底部：
床直 須恵器 ④破片 欠損。

62 H-22-4 高台椀 ① ② [16.4] ①細粒②良好③灰白色 鞘櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部 ：回転糸切 り後付け
床直 須恵器 6.5 ④ 1/3 古向ム口 0

63 H-23-1 坪 ① ② [12 0) ①中粒②良好③黒褐色 口縁部： 短く 直立、内・外面横撫で。交換点に稜有。 底部：浅い丸底、、
床直 土師器 3.8 ④ 1/2 内面撫で、外面箆削り。

64 H-23-2 坪 ① ② [12. 2] ①中粒②良好③淡黄色 口縁部：直立気味、内・外面横撫で。交換点に稜有。 底部：丸底でやや
床直 土師器 5.9 ④ほぼ完形 突出気味、内面撫で、外面箆削 り。

65 H-23-3 鉢 ① ② [23.0] ①中粒②良好③褐灰色 口縁部 ：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。 底部：丸底、内面
床直 土師器 (10. 7) ④ 4/5 撫で、外面箆削り。

66 H-23-4 甕 閾 12.6 ①中粒②良好③橙色 口縁部：直立から短く外傾、内 ・外面横撫で。胴部：内面撫で後磨き、床直 土師器 3」 ④ 1/3 外面箆削り後磨き。底部： 欠損。

67 H-24-1 坪 ① [11.8] ①中粒②良好③橙色 口縁・体部 ：外傾、口縁端部内・外面横撫で。底部 ：径7.5mmの平底、内
埋土 土師器 ② 3.3 ④ 1/3 面撫で、外面箆削り。

68 H-24-2 坪 ① 12 .6 ①細粒②良好③橙色 口縁・体部：外傾、口縁端部内 ・外面横撫で。底部：径6.9mmの平底、 内
埋土 土師器 ② 5.5 ④ほぼ完形 面撫で、外面箆削り。

69 H-24-3 杯 闊 12.2 ①中粒②良好 帷櫨整形。口縁 ・体部 ：外傾から端部やや外反、内 ・外面撫で。底部： 酸化烙
床直 須恵器 3,6 ③にぶい橙色④完形 径64mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

70 H-24-4 高台椀 ① [13 .6] ①細粒②良好③にぶい 鞘饂整形。口縁・体部：外傾、内面磨き、外面撫で。 底部：回転糸切り 内黒
床直 須恵器 ② 4.6 橙色④3/4 後付け高台。 酸化焔

71 H-24-5 裔台椀 ① ② [23.1] ①粗粒②良好③にぶい 饒紬盤形。口縁・体部： 直大きく 外傾、内・外面撫で。底部： 回転糸切 酸化焔
床直 須恵器 (7 .5) 橙色④1/3 り後付け高台だが高台部欠損。

72 H-24-6 台付甕 ① 13.0 ①粗粒②良好③橙色 口縁部：短く匝立から外傾、内・外面横憮で。胴部 ：中位やや上に器最
床直 土師器 ② 16.2 ④ 3/4 大径、内面撫で、外面箆削り。台部：大きく外傾、内 ・外面撫で。

73 H-24-7 甕 ① ② [19. 5) ] ①粗粒②良好③明赤褐 口縁部 ：短く 内傾から外傾、内・外面横撫で。 胴部：内面撫で、外面箆
床直 土師器 (13.0 色④破片 削り。底部 ：欠損。

74 H-24-8 羽釜 ① [17 .8] ①中粒②良好③灰白色 帷拙整形。口縁部：内傾、内 ・外面撫で。鍔部： 三角形、ほぽ水平に付 酸化灼
床直 須恵器 ② (23.3) ④ 3/5 く。胴部：内 ・外面撫で。底部 ：欠損。

75 H-24-9 樅 ① ② [30 .1) ①中粒②良好③淡黄色 観龍整形。口縁部：直立、内 ・外面撫で。鍔部： 三角形、ほぽ水平に付 酸化焙
床直 須恵器 (30.3) ④ 2/5 く。胴部：内 ・外面撚で。内面に爪形状の窪み 2つ有。底部：欠損。

76 H-25-1 坪 ① [11. 7] ①中粒②良好③橙色 口縁部：直立、 内・外面横撫で。底部：平底気味、内面撫で、外面箆削
床直 土師器 ② 3.6 ④ 2/3 り。

77 H-25-2 坪 鸞 12.5 暉粒②良好③灰白色 観櫨整形。口縁・体部：小さく外傾、内・外面撫で。底部：径7.7mmの平埋土 須恵器 3.8 ④ほぼ完形 底、内面撚で、 外面回転糸切り。

78 H-25-3 高台椀 ① ② [11.8) ] ①細粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁・体部：小さく 外傾、内・外面撫で。 底部： 回転糸切り
埋土 須恵器 (3. 7 ④ 1/2 後付け高台だが高台部欠損。

79 II 2J 4 浄瓶 ① ①細粒色②④良好③4リー 鞘櫨整形。顆部のみ。釉薬は刷毛給り。
埋土 灰釉 ② プ灰 頸部

80 H-25-5 甕 ① [20. 9] ①細粒②良好③にぶい ロ縁部 ：外傾、内 ・外面横撫で。頸部にくびれ有。胴部：器最大径、内
床直 土師器 ② (19.5) 褐色④破片 面撫で、外面箆削り。 底部：欠損。

81 H-26-1 蓋 ① ② [14.3] ①細粒②良好③灰白色 輔櫨整形。天井部：緩やかに外傾、外面回転箆削り、端部内・外面撫で、
床直 須恵器 3.0 ④ほぼ完形 返り無。摘み ：環状摘み。

82 H-26-2 坪 ① 12.2 ①細粒②良好③橙色 口縁部： 直立気味、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外面箆削
床直 土師器 ② 3.0 ④ほぼ完形 りu

83 H-26-3 坪 ① 11. 9 ①細粒②良好③橙色 口縁部 ：直立気味、内・外面横撫で。 底部： 平底、内面撫で、外面箆削
床直 土師器 ② 3.4 ④完形 り。

84 H-26-4 坪 畠 12. 0 ①細粒②良好③橙色 口縁部 ：直立気味、内・外面横撫で。底部： 平底、内面撫で、外面箆削床直 土師器 3.5 ④ほぼ完形 り。

85 H-26-5 杯 ① 12. 7 ①中粒②良好③灰白色 輛櫨整形。口縁・体部： 大きく 外傾、口縁端部やや外反、内 ・外面撫で。
床直 須恵器 ② 4.0 ④完形 底部： 径6.2mmの平底、内面撫で、 外面回転糸切り。

86 H-26-6 高台椀 ① ② [16. 7] ①細粒②良好③黄灰色 輌輯整形。口縁・体部：外傾、内 ・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
床直 須恵器 8.5 ④ 1/2 古回ムにLO

87 H-27-1 坪 ① ② [12. O] ①中粒②良好③橙色 口縁部 ：直立気味、内・外面横撫で。底部： 平底、 内面撫で、外面箆削
床直 土師器 (2. 7) ④ 1/4 り。

88 H-27-2 杯 ① [13.6] ①中粒②良好③灰黄 糠櫨整形。口縁・体部： 大きく 外傾、内・外面撫で。 底部：径6.4mmの平
埋土 須恵器 ② 3.8 ④ 1/3 底、内面撫で、 外面回転糸切り。

89 H-27-3 高台椀 ① @ [14. 3] ①中粒②良好③にぶい 輔輯整形。口縁 ・体部： 外傾、内 ・外面撫で。底部 ：回転糸切り後付け 酸化焔
床直 須恵器 6.0 黄橙色④2/3 古回ムにIo

90 H-27-4 高台椀閾 15.0 ①粗粒②良好③橙色 輔輯整形。口縁 ・体部： 大きく外傾、内面磨き、外面撫で。底部： 回転 内黒床直 須恵器 5.0 ④完形 糸切り後付け高台。 酸化焔
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91 H-27-5 高台椀畠 15.5 ①④細ほ粒②良好③暗灰色 輔輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け いぶし焼成床直 須恵器 5.1 ぽ完形 高台。 力‘

92 H-27-6 高台椀 鸞 15.0 ①黄細橙粒色②④良好③にぶい
輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け

床直 須恵器 5,6 3/4 吉回ムにIo

93 H-27-7 甕 ① ② [( 20.1] ①中粒②良好③にぶい 口縁部： 直立から外傾、端部箆押さえ、内・外面横撫で。胴部：器最大
床直 土師器 17. 2) 褐色④1/2 径、内面撫で、外面斜め箆削り。底部：欠損。

94 H-28-1 高台椀喜 14.2 
①粗粒②良好③灰黄褐 輛輯整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部 ：酸化焔

床直 須恵器 5.3 色④ほぽ完形 回転糸切り後付け高台。

95 H-29-1 坪 ① 12.4 ①④完中粒形②良好③橙色 口縁部：外傾、内・外面横撫で。底部：径8.8mmの平底、内面撫で、外面
床直 土師器 ② 3.5 箆削り。

96 H-29-2 坪 ① ② [12. 0) ①粗粒②良好③オリー 帷櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部 ： いぶし焼成
床直 須恵器 4.0 プ黒色④ほぽ完形 径5.4mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

97 H-29-3 坪 ① 12.3 ①④細ほ粒②良好③灰白色 輛輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径6.1mmの平底、内
床直 須恵器 ② 4.2 ぽ完形 面撫で、外面回転糸切り。

98 H-29-4 坪
① ② (1.-3) 

①中粒②良好③オリー 輔謎整形。口縁・体部：欠損。底部：径6.4mmの平底、外面回転糸切り。 漆付着
埋土 須恵器 ブ黒色④底部 内面漆付着。

99 H-29-5 高台椀 ① ② [14.3] ①④ 中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
床直 須恵器 6.2 4/5 吉回ム口 o

100 H-29-6 高台椀 ① ② [15.2] ①④ 細2/粒3②良好③灰色 輌輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
床直 須恵器 5.'I 高台。

101 H-29-7 高台椀 ① ② [16.1] ①中粒②良好 輯輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け

鼈内 須恵器 6,5 ③灰白色④1/2 高台。

102 H-29-8 高台椀 ① - ①④底中粒部②良好③灰白色 観輸整形。口縁・体部：欠損。底部：回転糸切り後付け高台。両面墨書 底部両面堡

埋土 須恵器 ② (2.6) 有。 書

103 H-29-9 平瓶喜 5.0 
①細粒②良好③オリー 輛轄整形。口縁部：やや外傾、端部水平に開く 。体部：把手を有し、体

床直 灰釉 9.5 プ灰色④1/2 部上面の盛り 上がりは弱く、上位から大きく内傾。底部：付け高台。

104 H-29-10 甕 ① ② [21.6] ①中粒④②1/ 良好③にぶい ロ縁部：直立から外傾、内・外面横撫で。胴部：器最大径、中位から大
床直 土師器 27.6 橙色 2 きく内傾、内面撫で、外面箆削り。底部：径2.8mmの平底。

105 H-30-1 鉢 ① ② [13.4] ①③赤中粒②良好 口縁部：短く外傾、内・外面横撫で。底部：深い丸底、内面砦き、外面
床直 土師器 5.3 褐色④1/2 箆削り。

106 H-31-1 鉢 鸞 10.6 ①細粒②良好③橙色
口縁部：わずかに外傾、内・外面横撫で。底部 ：深い丸底、内面放射線

PS 土師器 5.2 ④ほぼ完形 状の砦き、外面磨き。

107 H-31-1 柑 ① ② [ 9.8] ①中粒②良好③にぶい 口緑部：外傾、内・外面磨き。体部：中位やや上に膨らみを持ち、外面
p 5 土師器 6.3 黄橙色④1/2 磨き。底部：径26mmの平底。

108 H-32-1 器台
爾
8.7 ①細粒②良好③にぶい 器受部：端部外反から大きく屈曲して脚部に至る。底部に穿孔有。台部：

床直 土師器 8.2 橙色④ほぽ完形 上位細身から八の字状に大きく開き、中位にやや膨らみ有。穿孔3つ有。

109 H-32-2 琳 畠 9.6 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・ 外面箆磨き。体部：中位やや上に膨らみを持ち、外床直 土師器 6.7 橙色④ほぼ完形 面磨き。底部：径2,6mmの平底。

llO H-32-3 屯 ① 23 .8 ①④ 中粒②良好③橙色 口縁部：外傾、内・外面磨き。体部上位：やや膨らむ。底部：欠損。 大型
床直 土師器 ② (9.1) 1/3 

111 H-32-4 壺
虚
8.2 ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部 ：上下方向に潰れた球形を呈す。内・外面撫で。底部：径3.6

埋土 土師器 8.5 橙色④ほぽ完形 mmの突出底。

112 H-32-5 甑 ① 13.5 ①④ 中粒②良好③橙色 口縁・体部 ：外傾、口縁端部内・外面横撫で、体部内面撫で、外面磨き。
埋土 土師器 ② 7.1 完形 底部：突出気味、中央に穿孔1つ有。

113 H-32-6 高坪
① ② (6-.4) 

①中粒②良好③橙色 坪部：欠損。脚部：接合部から八の字状に大きく開く。内面刷毛調整後
床直 土師器 ④脚部 撫で、外面磨き。

114 H-32-7 甕 ① 14.4 ①中粒④②1/ 良好③にぶい 口縁部：小さく外傾、内面横撫で、外面粘土帯4段有。体部上位：内・ 赤井戸系
床直 土師器 ② (12.1) 橙色 4 外面磨き。底部：欠損。

115 H-32-8 台付甕
虚
13.8 ①中粒②良好③にぶい 口縁部： S字状でやや外傾、内・外面横撫で。体部： 上位に器最大径を

床直 土師器 27.5 橙色④3/5 持ち、そこから大きく内傾して底部に至る。台部：端部内側に折り返し
有。

116 H-32-9 台付甕 ① ② 13.4 ①中粒色④②良好③にぶい ロ縁部： S字状でやや外傾、内・外面横撫でら底。体部：中位やや上に器最
埋土 土師器 (24 .2) 黄橙 ほぽ完形 大径を持ち、そ こから緩やかに内湾しなが 部に至る。台部：端部欠

損。

117 H-33-1 高台椀 ① ② (17. O] ①④ 粗1/粒3②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾から口縁端部外反、内・外面撫で。底部：
埋土 須恵器 7.0 回転糸切り後付け高台。

118 H-34-1 壺 ① ② [12. 6) ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面横撫で。胴部：中位に器最大径を持ち、内面撫
床直 土師器 14.9 褐色④1/2 で、外面横箆削り。底部：平底。

119 H-35-1 坪 ① ② [11.0] ①④ 中粒②良好③橙色 ロ縁部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有り。底部：浅い
床直 上師器 3.7 2/3 丸底、内面撫で、外面箆削り。

120 H-35-2 坪 鸞 11.4 ①④細ほ粒②良好③橙色
ロ縁部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有 り。底部：浅い

床直 土師器 3.9 ぽ完形 丸底、内面撫で、外面箆削り。
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121 H-35-3 杯 畠 11.6 ①中粒②良好③橙色 口縁部：外傾、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有り。底部：浅い丸底、埋土 土師器 3.6 ④ほぽ完形 内面撫で、外面箆削り。

122 H-35-4 丸底甕 ① ② [(13.8] ) ①中粒②良好'R暗赤褐 口縁部：直立、端部短く外反、内・外面横撫で。胴部：中位やや上に器
床直 土師器 14 .6 色④1/4 最大径を持ち、内面撫で、外面斜め箆削り。底部：丸底。

123 H-36-1 坪 ② ① [11 2] G赤細褐粒色④②3良/好4③にぶい 口縁・体部：外傾、口縁端部内・外面横撫で。底部：径5.6mmの平底。内
床直 土師器 (3.7) 面撫で、外面箆削り。

124 H-36-2 坪 ① [12. OJ ①粗粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁・体部：外1頃から口縁端部やや外反、内・外面撫で。底
埋土 須恵器 ② 3.8 ④ 1/3 部：径5.6mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

125 H-36-3 高台椀 ① [17. 6] ①粗粒②良好③褐灰色 饒櫨整形。口縁・体部：外傾から口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底
埋土 須恵器 ② 7 .1 ④ 1/2 部：回転糸切り後付け高台。

126 H-37-1 杯 ① ② [11.8) ①中粒②良好③にぶい 口縁 ・体部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外面箆削
床直 土師器 3.3 橙色④1/2 り。

127 H-37-2 高台椀 ① ② [17. 8] ①中粒色②④良好③オリー 縮櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部：
埋土 灰釉 6A プ灰 1/2 付け高台。釉薬はつけがけ。

128 H-37-3 甕 ① ② [( 19. 6] ①中粒②良好③名赤褐 口縁部：直立から外反、内・外面撫で。体部上位：内面撫で、外面箆削
床直 土師器 5 8) 色④破片 り。底部：欠損。

129 H-38-1 坪 ① ①細粒②良好③灰白色 輯櫨整形。
埋土 白磁 ② ④破片

130 H-38-2 高台椀 ① ①細粒②良好③オリー 輛櫨整形。口縁・体部：欠損。底部：内面中央部が円形に窪み、周囲に
床直 緑釉 ② (2.0) プ灰色④破片 花文有。高台部： U字形で内面に弱い稜有。

131 H-38-3 高台椀
① ② (2 -7) 

①細粒②④良好③オリー 輔櫨整形。口縁・体部：欠損。底部：内面中央部に円形の沈線有。高台
床匝 緑釉 プ灰色破片 部： U字形。

132 H-38-4 高台椀 ① ② [14 .5] ①細粒②良好③灰白色 輛饂整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部外反、内・外面撫で。底
床直 灰釉 (4.2) ④ 1/3 部： U字形の付け高台。

133 H-38-2 高台椀
虚
12.9 ①中粒色②④良好ぽ③完形オリー 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部： いぶし焼成

鼈内 須恵器 5.5 ブ黒 ほ 回転糸切り後付け高台。

134 H-38-3 羽釜 ① [16. 9] ①中粒②良好③灰色 輯櫨整形。口縁部：内傾、内・外面撫で。鍔部： 三角形、やや上向きに
床直 須恵器 ② (10 .1) ④破片 付く。胴部：内・外面撫で。底部：欠損。

135 H-39-1 蓋 ① ② [16. O] ) ①粗粒②良好③灰色 饒櫨整形。天井部：短く水平から外傾、外面回転箆削り、端部内・外面
床直 須恵器 (3.8 ④ 1/2 撫で、返り無。摘み：環状摘み。

136 H-39-2 杯 ① [12 .OJ ①中粒②良好③黄灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径7.6mmの平底、内
床直 須恵器 ② (3.4) ④ 1/2 面撫で、外面回転糸切り後撫で。

137 H-40-1 坪 ① 12.6 ①中粒②良好③育灰色 糠櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部：
坦 須恵器 ② 3.5 ④完形 径7.3mmの平底、内面撫で、外面手持ち箆削り調整。

138 H-40-2 坪 畠 13 .1 ①中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径8.1mmの平底、内埋土 須恵器 3.7 ④ほぼ完形 面撫で、外面回転箆削り調整。

139 H-40-3 高台椀 ① ② [16.0] ①粗粒②良好③黄灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
埋土 須恵器 (5.9) ④ 1/4 ー両ム口 o

140 H-41-1 坪 ① [13.4] ①粗粒②良好③にぶい 翰鑢整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。
床直 須恵器 ② 4 .1 橙色④3/4 底部：径58mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

141 H-41-2 高台椀畠 13 .1 ①粗粒②良ぽ好完③形にぶい 輔櫨整形。口縁・体部：やや内笹しながら外傾、口縁端部やや肥厚、内・床直 須恵器 4.8 橙色④ほ 外面撫で。底部：回転糸切り後付け高台。

142 H-41-3 羽釜 ① [20.0) ①中粒②良好③にぶい 輔櫨整形。口縁部：内傾、口縁端部箆押さえ、内・外面撫で。鍔部：三 酸化焔
床直 須恵器 ② (9.6) 橙色④破片 角形、水平に付く。胴部上位：内・外面撫で。底部：欠損。

143 H-42-1 蓋 ① [15. 7] ①中粒②良好③灰白色 輔鑢整形。天井部：水平から外傾、端部外反、外面回転箆削り、端部内・
埋土 須恵器 ② 2.6 ④ 1/2 外面撫で、返り無。摘み：現状摘み。

144 H-42-2 高台皿
虚
12.8 ①中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り

床直 須恵器 2.6 ④完形 後付け高台。

145 H-42-3 高台椀 ① ①中粒②良好③灰白色 輯櫨整形。口縁部：欠損。体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切
埋土 須恵器 ② (3.9) ④ 1/5 り後付け高台。

146 H-42-4 甕 ① ② [21.8] ①中粒②良好③にぶい 口縁部：直立から大きく外傾、内 ・外面横撫で。体部上位：内面撫で、
埋土 土師器 (5. 7) 橙色④破片 外面箆削り。底部：欠損。

147 H-43-1 坪 ① [13.4] ①中粒②良好③にぶい 口縁・体部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外面箆削
床直 土師器 ② (3.0) 橙色④1/2 り。

148 H-43-2 坪 ① [12. 6] ①粗粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径6.4mmの平底、内
埋土 須恵器 ② (3.3) ④ 1/4 面撫で、外面回転糸切り。

149 H-43-3 高台皿 ① ② [13. 4] ①中粒②良好'@灰色 輔韓整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り
床直 須恵器 (3.6) ④ 1/2 後付け高台。

150 H-43-5 甕 ① [21. 0) ①粗粒②良好③にぶい 口縁部：直立から大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：上位に器餃大径
床直 土師器 ② (17 .0) 褐色④1/2 を持ち、、内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。
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番号 遺構番号／層位 器種 (j)ロ僚⑳器裔 (i)胎土②焼成R色調④遺存度 器種の特徴 ・整形 ・調整技術 備考

151 H-44-1 坪 ① [13 .5] ①④ 2中/粒3②良好③灰白色 饒軸整形。 口縁・体部：大きく外傾、口縁端部箆押さえ、内・外面撫で。
埋土 須恵器 ② 3.7 底部：径5.6mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

152 H-44-2 高台椀 ① ② [14.4] ①中粒②良好③浅黄色 輌輯整形。口縁 ・体部： 外傾、口縁端部やや肥厚、 内・外面撫で。内外
埋土 須恵器 5.5 ④ 3/4 面煤付着。底部：回転糸切り後付け高台。

153 H-44-4 甕 ① [20. O] ①橙色中④粒②破片良好③にぶい 口縁部 ：直立から大きく外傾、内 ・外面横撫で。 胴部上位：内面撫で、
埋土 土師器 ② (8.0) 外面箆削り。底部：欠損。

154 H-45-1 坪 ① ② [12.8] ①中粒②良好③灰白色 輔轄整形。 口縁・体部：外傾、内 ・外面撫で。 底部：径6.5mmの平底、 内 いぶし焼成
床直 須恵器 (5.0) ④ 1/2 面撫で、 外面回転糸切り。 か

155 H-46-1 坪 ① [15.5] ①④ 粗2/粒3②良好③灰白色 輛轄整形。口縁・体部 ：外傾、内・外面撫で。 底部： 径6.lollllの平底、内
埋土 須恵器 ② 3.9 面撫で、外面回転糸切り。

156 H-46-2 坪 ② ① [13.4] ①中粒②良好③灰黄色 輛櫨整形。 口縁・体部：外傾、内 ・外面撫で。 底部：径7.6mmの平底、内
床値 須恵器 5.2 ④ 3/4 面撫で、外面回転糸切り。

157 H-46-3 甕 ① ② [20 .3) ①中粒②良好③にぶい 口縁部 ：直立から外傾、内 ・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外面箆
埋土 土師器 (8.0) 褐色④破片 削り。 底部： 欠損。

158 H-47-1 蓋 ① ② 11.9 ①粗粒②良好③灰色 観輯整形。天井部 ：水平から外傾、外面回転箆削り、 端部内・外面撫で、
埋上 須恵器 (2.2) ④ほぽ完形 返り無。 摘み ：宝珠摘みか。

159 H-47-2 坪 図13.0 ①④完中粒形②良好③橙色 口縁部： 短く直立、内・外面横憮で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削埋土 土師器 3.7 り。

160 H-47-3 坪 ① ② [13.6] ①④ 中粒②良好③橙色 口縁部 ：短く直立、端部箆押さ え、内 ・外面横撫で。底部：丸底、内面
埋土 土師器 (3.3) 1/ 4 撫で、 外面箆削り。

161 H-47-4 坪 ① ② [12. 3] ①中粒②良好③橙色 口縁・体部：外傾、 口縁端部内・外面横撫で。 体部内面放射線状の磨き。
床直 土師器 3.3 ④ 1/2 底部 ：平底、内面撫で、外面箆削り。

162 H-47-5 坪 ① [13 O] ①④ 中1/粒2②良好③褐灰色 糖轄整形。 口縁・体部 ：外傾、 内・外面撫で。底部 ：径7.6mmの平底、 内・
埋土 須恵器 ② 3.7 外面撫で。

163 H-47-6 坪 ① ② [13.1] ①中粒②良好③灰色 糠岨整形。口縁・体部 ：外傾、内・外面撫で。 底部： 径7.lmmの平底、内
床直 須恵器 4,0 ④ 2/3 面撫で、回転箆切り後撫で。

164 H-47-7 坪 鸞 13.3 ④①細ほ粒②良好③灰色 輯櫨整形。 口縁・体部 ：外傾、内・外面撫で。底部： 径7.8mmの平底、内埋土 須恵器 4.0 ぽ完形 面撫で、外面回転箆切り後撫で。

165 H-47-8 坪 ① ② [13. OJ ①④ 中粒②良好③灰色 輔櫨整形。 口縁・体部：外傾、 内・外面撫で。底部： 径6.9mmの平底、内
床直 須恵器 3.8 1/2 面撫で、 外面箆撫で。

166 H-47-9 坪 ① ② [13.0] ①中粒②良好③灰色 鞘轄整形。口縁・体部 ：外傾、内・外面撫で。底部： 径7.8mmの平底、内
埋土 須恵器 3.3 ④ 1/3 面撫で、外面回転箆切り後撫で。

167 H-47-10 高台椀 ① ② [17 .6] ①④ 2中/粒3②良好③灰色 輔櫨整形。 口縁 ・体部 ：外傾、内 ・外面撫で。 口縁端部から 1cmの所に
床匝 須恵器 7.0 工具痕の沈線が巡る。底部： 高台付け後回転箆調整。

168 H-47-11 高台盤 ① ② [21.1] ①④ 中粒②良好③灰色 輔轄整形。 口縁 ・体部：大きく外傾、内 ・外面撫で後外面のみ工具によ
埋土 須恵器 5.2 3/4 る撫で。 底部 ：高台付け後回転箆調整。

169 H-47-12 大甕
① ② (30-.9) 

①中粒②良好③青灰色 観軽整形。口縁部：欠損 ：胴部： 上位に器最大径を持ち、そこから大き
P5 須恵器 ④ 3/4 く内傾して底部に至る。内面小型のエ具による叩き 目痕、外面叩き後撫

で調整。 底部 ：小さい丸底。

170 H-48-1 坪 ① ② [14. O] ①中粒②良好③にぶい 口緑部：短く外傾、内・外面撫で。底部：丸底、 内面撫で、外面箆削り。
埋土 土師器 (3.3) 褐色④1/4 

171 H-48-2 坪 ① 12.3 ①細④粒②ほ良好③にぶい 口縁部：やや外傾、内 ・外面撫で。 底部 ：平底気味、 内面撫で、 外面箆
床直 土師器 ② 3.9 橙色 ぼ完形 削り。

172 H-48-3 坪 ② ① [11.2] ①細粒②良好③灰色 観輯整形。 口縁 ・体部 ：外傾、 内・ 外面撫で、 口縁端部剣先形。底部：
床直 須恵器 4.0 ④ 3/4 径7.0mmの平底、内面撫で、外面回転箆調整。

173 H-48-4 坪 ① 12.5 ①③ 中粒色②④良好 帷櫨整形。 口縁・体部 ：外傾、口緑端部やや外反、内・外面撫で。底部： 外面自然釉
床直 須恵器 ② 4.1 灰 ほぼ完形 径6.6mmの平底、内面撫で、 外面回転糸切り。

174 H-48-5 高台椀 ① ② [10.9] ①粗粒②良好③灰色 輔轄整形。やや外傾、内 ・外面撫で。底部 ：回転糸切り後付け高台。
床直 須恵器 (U)  ④ 2/3 

175 H-48-6 窟 ① [18. 2) ①赤褐中粒色②④破良好片③にぶい 口縁部：外傾、内 ・外面横撫で。胴部上位： 内面撫で、外面箆削り。底
床直 土師器 ② (7.4) 部：欠捐。

176 H-48-7 大甕 ① ② [23. 2] ①中粒②良好③灰色 醗櫨整形。口縁部：外傾、 端部やや外反、内・外面撫で。端部箆押さえ。
床直 須恵器 (13.0) ④口縁 胴部上位：内面叩き 目痕、 外面叩き後撫で調整。

177 H-49-1 坪 ① [12.6] ①④ 中粒②良好③褐灰色 輔饂整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。 底部： 径8.2暉の平底、内
埋土 須恵器 ② 3_9 1/3 面撫で、 外面回転箆切り。

178 H-49-2 高台椀
虚
17.0 ①粗粒②良好③灰白色 輯輯整形。 口縁・体部：外傾、 内・ 外面撫で。 底部 ：回転箆切り後付け

埋土 須恵器 8.0 ④ほぼ完形 高台。

179 H-49-3 短頸壺
虚
6.1 ①中粒②良好③灰色 饒櫨整形。口縁部：短く直立、内・ 外面撫で。 体部： 中位に器最大径を 小型

床直 須恵器 4.5 ④完形 持ち、 上位内・外面撫で、 下位外面箆削り。底部：平底気味、内面撫で、
外面箆削り。

180 H-49-4 甕 ① ② [19. 6] ①橙色中④粒②ほ良好③にぶい 口縁部 ：外傾、内 ・外面横撫で。胴部：中位やや上に器最大径を持ち、
PS 土師器 29. I ぼ完形 内面撫で、外面斜め箆削り。底部：小さい平底。
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181 H-50-1 坪 ① 12 0 ①粗粒②良好③橙色 口縁部：外傾、内・外面横撫で。端部内・外面に煤付着。底部：平底、
床直 土師器 ② 3 2 ④完形 内面撫で、外面箆削り。

182 H-50-2 高台椀 ① [15 ,2] ①粗粒②良好③灰色 輔龍整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部 ；
床直 須恵器 ② 5.3 ④ 2/3 回転糸切り後付け高台。

183 H-50-3 高台椀 ① ①中粒②良好③灰白色 高台部径9.2mm。体部内面より高台部に沿って細かく割る。使用部は非常 転用硯
床直 灰釉 ② (1.8) ④― に滑らか。調整痕中にわずかに墨が認められる。

184 H-50-4 甕 ① [19,2] ①粗粒②良好③灰黄褐 口縁部：直立からやや外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外
床直 土師器 ② (7.6) 色④破片 面箆削り。底部：欠損。

185 H-51-1 坪 ① 13.6 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面横撫で。体部：大きく外傾、内面撫で、外面箆
床直 土師器 ② 4. 7 褐色④ほぼ完形 削り。底部：径3.4mmの平底。高台を有し、取れた可能性あり。

186 H-51-2 坪 ① [13.4] ①粗粒②良好③灰白色 饒櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厚して外反、内・外面撫で。
埋土 須恵器 ② 3.8 ④ 2/3 底部：径6.0mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

187 H-51-3 坪 ① 13.8 ①粗粒②良好③黄灰色 輔櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：径6.3mmの平
床直 須恵器 ② 3.9 ④ 3/4 底、内面撫で、外面回転糸切り。

188 H-51-4 高台椀 ① 14.6 ①中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
床直 須恵器 ② 6.2 ④ 3/4 ー蘭ム口 o

189 H-51-5 高台椀 ① ①粗粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁部：欠損。体部：外傾、内・外面撫で。内面漆付着。底 漆付着
床直 須恵器 ② (4.6) ④底部 部：回転糸切り後付け高台。

190 H-51-6 甕 ① 19.7 ①中粒②良好③にぶい ロ縁部：直立気味から外傾、内・外面横撫で、外面直立部の上下にエ具
床直 土師器 ② (14.6) 赤褐色④1/3 痕有。胴部上位：内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。

191 H-52-1 高台椀 ① 14 6 ①粗粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部 ：
竃内 須恵器 ② 5 3 ④完形 回転糸切り後付け高台。

192 H-52-2 高台椀 ① 14.5 ①粗粒②良好③にぶい 輛櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け 酸化焔
鼈内 須恵器 ② 5.8 橙色④完形 古向ム口 o

193 H-53-1 高台椀 ① [14.0] ①中粒②良好 輔輯整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。底部 ：酸化焙
床直 須恵器 ② 5.5 ③にぶい橙色④2/3 回転糸切り後付け高台。

194 H-53-2 羽釜 ① 19.1 ①粗粒②良好③にぶい 輔櫨整形。口縁部：内傾、端部箆押さえ、内・外面撫で。鍔部：三角形、 酸化焔
床直 須恵器 ② (24.4) 橙色④3/4 やや上向きに付く。胴部：内・外面撫で。底部：欠損。

195 H-54-1 坪 ① [11.6] ①中粒②良好③橙色 口縁部：短く直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、外面
床直 土師器 ② 3.4 ④ 2/3 箆削り。

196 H-54-2 坪 ① 12.] ①中粒②良好③橙色 口縁部：短く直立気味、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、
床直 土師器 ② 3.9 ④ほぼ完形 外面箆削り。

197 H-54-3 坪 ① [10.8] ①中粒②良好③灰色 輔鑢整形。口縁・体部：やや外傾、内・外面撫で。底部：径8.2mmの平底、
床直 須恵器 ② 3.2 ④ 1/2 内面撫で、外面箆調整。

198 H-54-4 甕 ① 23.3 ①中粒②良好③橙色 ロ縁部：器最大径、大きく外反、内・外面横撫で、頸部にくびれ有。胴
鼈内 土師器 ② 31.3 ④ほぽ完形 部：内面撫で、外面縦箆削り。底部：径4.2mmの平底。

199 H-54-5 
虞器
① ② 21.8 ①橙色中④粒②底部良好欠③損にぶい 口縁部：大縦きく外傾底、内・外欠面損横。撫で、頸部にくびれ無。胴部：内面撫

竃内 (31.0) で、外面箆削り。 部：

200 H-56-1 かわら 1:1① 10.0 ①中粒②良好③にぶい 輔櫨整形。口縁部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：径4.4mmの平底、

） 

床直 ② 2.2 橙色④完形 内面撫で、外面回転糸切り。

201 H-56-2 かわらけ ① 11.2 ①粗粒②良好 饒轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.5mmの平底、内
床直 ② 3,4 ③浅黄橙色④3/4 面撫で、外面回転糸切り。

202 H-56-3 かわらけ ① 10.5 ①粗粒②良好③浅黄橙 輔轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.2mmの平底、内
埋土 ② 3.4 色④3/4 面撫で、外面回転糸切り。

203 H-56-4 かわら 1:1① 11.6 ①中粒②良好③浅黄橙 観輸整形。 D縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.1mmの平底、内
床直 ② 3.6 色④ほぽ完形 面撫で、外面回転糸切り。

204 H-56-5 かわらけ ① 11.4 ①中粒②良好③浅黄橙 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.4mmの平底、内
床直 ② 3.4 色④完形 面撫で、外面回転糸切り。

205 H-59-1 鉢 ① [13.3] ①中粒②良好③橙色 口縁・ 体部：短く直立から緩やかに底部に至る。口縁端部内・ 外面横撫
床直 土師器 ② 4.8 ④ 3/4 で、体部内面放射線状の磨き、体部外面横方向磨き。底部：小さい平底、

突出気味。

206 H-59-2 甕 ① 10.6 ①粗粒②良好③橙色 口縁部：器最大径、外傾、内・外面撫で。胴部：中位にやや膨らみを持 小型
床直 土師器 ② 12.5 ④ほぽ完形 ち、内・外面撫で。底部：平底、突出気味。

207 H-59-3 壺 ① 12.7 ①中粒②良好③橙色 口縁部：しまった頸部から大きく外反、端部外面に折り返し、内・外面 小型
床直 土師器 ② 17.1 ④ほぼ完形 撫で。胴部：中位に器最大径を持つ球形、内・外面磨き。底部：小さい

平底、突出気味。

208 H-60-1 高台皿 ① 13.0 ①中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・ 体部：大きく外傾、内・外面撫で。口縁部付近に 3mm 
床直 須恵器 ② 3.1 ④完形 の孔有。内面煤付着。底部：回転糸切り後付け高台。

209 H-60-2 高台皿 ① 13.5 ①中粒②良好③灰色 輔櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。
床直 須恵器 ② 2.8 ④ほぼ完形 底部：回転糸切り後付け高台。

210 H-60-3 坪 ① ①中粒②良好③橙色 底部外面墨書有。 底部外面墨
床直 土師器 ② ④破片 書
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211 H-60-4 杯 ① ①中粒②良好③橙色 底部内面墨書有。 底部内面墨
埋土 土師器 ② ④破片 書

212 H-60-5 坪 ① 12.6 ①中粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部箆押さえ、内・外面撫で。底部 ：
埋土 須恵器 ② 3.8 ④ほぽ完形 径6.2mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

213 H-60-6 高台椀 ① [17. 4] ①粗粒②良好③灰白色 輔轄整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
埋土 須恵器 ② (6.5) ④ 1/3 古向ム口 o

214 H-61-1 羽釜 ① [18.2] ①中粒②良好③にぶい 鞘鑢整形。口縁部：大きく内傾、端部箆押さえ、内・外面撫で。鍔部 ：酸化焔
埋土 須恵器 ② (23.0) 黄橙色④1/3 三角形、やや上向きに付く。胴部：内・外面撫で。底部：欠損

215 H-62-1 坪 ① [11.4] ①中粒②良好③暗灰色 輔輯整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.6111II1の平底、内
床直 須恵器 ② 4.3 ④ 1/2 面撫で、外面回転糸切り。

216 H-62-2 高台椀 ① [12.2] ①粗粒②良好③灰色 観鑢整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厚、内・外面撫で。体部側面 体部側面墨
床直 須恵器 ② 4.7 ④ 1/2 に墨書有。底部：回転糸切り後付け高台。 書

217 H-64-1 坪 ① 11.8 ①中粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径7.lmmの平底、内
埋土 須恵器 ② 3.9 ④ほぼ完形 面撫で、外面回転箆切り後箆調整。

218 H-64-2 坪 ① 13 .1 ①粗粒②良好③灰白色 輔鑢整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径8.0mmの平底、内
床直 須恵器 ② 3.8 ④ほぼ完形 面撫で、外面回転糸切り後箆調整。

219 H-64-3 鉢 ① [26.0] ①中粒②良好③橙色 口縁部：大きく外反、内・外面横撫で。体部：頸部から緩やかに底部に
床直 土師器 ② 15 .~ ④ 1/2 至る、内・外面撫で。底部：平底気味、外面箆削り。

220 H-66-1 坦 ① [12.5] ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面箆磨き。体部：頸部から緩やかに底部に至る、
床直 土師器 ② (6.8) 黄橙色④1/3 内・外面暦き。底部：径3.5mmの平底。

221 H-66-2 甕 ① ①中粒②良好③にぶい ロ縁部 ：欠損。胴部：頸部から緩やかに膨らむ、内・ 外面磨き。底部 ：
床直 土師器 ② (21. 9) 橙色④1/4 欠損。

222 H-67-1 高台椀 ① [12.0] ①中粒②良好③灰白色 輛櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：回転糸切り後付け
床直 須恵器 ② (6.4) ④ 1/2 古向ムにJ0 

223 H-68-1 鉢 ① [14.5] ①細粒②良好③オリー ロ縁・体部：口縁端部やや外反して緩やかに底部に至る、口縁端部内・
床直 土師器 ② (4. 7) プ黒色④1/3 外面横撫で、体部内・外面磨き。底部：小さい平底、突出気味。

224 H-68-2 甕 ① 10.5 ①中粒②良好③明赤褐 口縁部：器最大径、外傾、内・外面撫で。胴部：緩やかに膨らみ、内・ 小型
床直 土師器 ② (9.4) 色④1/3 外面撫で。底部：欠損。

225 H-68-3 台付甕 ① [15.0] ①細粒②良好 口縁部；外傾、内・外面横撫で。体部：中位に器最大径を持つ球形、内
埋土 土師器 ② 23.1 ③にぶい黄橙色④1/2 面撫で、外面刷毛目調整。台部 ：内・外面刷毛目調整。

226 H-69-1 坪 ① 11. 7 ①中粒②良好③橙色 口縁部：わずかに外傾、端部箆押さえ、内・外面横撫で。交換点に稜有。
埋土 土師器 ② 4.5 ④完形 底部：深い丸底、内面撫で、外面箆削り。

227 H-69-2 坪 ① 13.4 ①中粒②良好③にぶい 口縁部：わずかに外傾、内・外面横撫で、外面中央に段有。交換点に稜
床直 土師器 ② 4.8 橙色④完形 有。底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。

228 H-72-1 かわらけ ① 10.5 ①粗粒②良好③橙色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径5.8mmの平底、内
床直 ② 3.3 ④完形 面撫で、外面回転糸切り。

229 H-72-2 羽釜 ① [21.8] ①粗粒②良好③橙色 輔櫨整形。口縁部：内傾、端部箆押さえ、内・外面撫で。鍔部：三角形、 酸化焔
床直 須恵器 ② (22.6) ④破片 やや上向きに付く。胴部：内・外面撫で。底部：欠損

230 H-73-1 高台皿 ① [14.3] ①中粒②良好③オリー 輔輯整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部箆押さえ、内・外面撫で。
床直 灰釉 ② 2.8 ブ灰色④2/3 底部：付け高台。釉薬はつけがけ。

231 H-73-2 高台皿 ① [12.5] ①中粒②良好③にぶい 輔轄整形。口縁・体部：大きく外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。
埋土 須恵器 ② (2.9) 黄橙色④2/3 底部：回転糸切り後付け高台。

232 H-73-3 甕 ① [29.0] ①粗粒②良好③灰白色 輔櫨整形。口縁部：短く水平方法に開き、端部箆押さえ、内・外面撫で。
埋土 須恵器 ② (15. 7) ④破片 胴部上位：内・外面撫で。底部：欠損。

233 H-74-1 高台皿 ① 13.4 ①粗粒②良好③暗灰色 輔櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：付け高台。
床直 須恵器 ② 2.7 ④ほぼ完形

234 H-75-1 高台皿 ① [11.5] ①細粒②良好③灰白色 輛櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：付け高台。
床直 灰釉 ② (2.2) ④ 1/4 

235 H-76-1 柑 ① [ 8.6] ①中粒②良好③にぶい 口縁部：短く外傾、内・外面撫で。体部：頸部から緩やかに底部に至る、
床直 土師器 ② (4.4) 褐色④1/3 外面磨き。底部：径3.0mmの平底。

236 H-76-2 高坪 ① [18. 4] ①細粒②良好③にぶい 坪部：脚部より大きく外に開く。口縁部内・外面横撫で、体部内面磨き、
床直 土師器 ② (9.4) 黄橙色④坪部 外面刷毛目調整。脚部：欠損。

237 H-76-3 器台 ① ①中粒②良好③明赤褐 器受部：ほぽ欠損。底部に穿孔有。台部：接合部から八の字状に大きく
床直 土師器 ② (5.3) 色④台部 開く。上下2つの穿孔3ヶ所有。

238 H-77-1 かわらけ ① 10.2 ①粗粒②良好③暗灰色 輔櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厚、内・外面撫で。底部：径 いぶし焼成
床直 ② 3.1 ④完形 6.0mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

239 H-78-1 坪 ① [10. 7] ①粗粒②良好③にぶい 輔轍整形。口縁・体部：外傾、口縁端部外反、、内・外面撫で。底部：径 酸化焔
床直 須恵器 ② (4. 7) 橙色④1/3 6.0mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。
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240 H-78-2 坪 ① ② [14.8] ①粗粒②良好③灰白色 饒輯整形。口縁・体部：外傾、口縁端部やや外反、内・外面撫で。底部：
床直 須恵器 (6.3) ④ 1/2 径6.3mmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。

241 H-78-3 甕 ① 18.5 ①粗粒②良好③橙色 口縁部：短く直立から外傾、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫で、外
床直 土師器 ② (16.6) ④ 1/2 面斜め箆削り。底部：欠揖。

242 H-79-1 坪 ① ② [18.0] ①中粒②良好③にぶい 口縁部丸底：直立、端部やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：
鼈内 土師器 (8.0) 橙色④1/2 深い 、内面撫で、外面箆削り。

243 H-80-1 鉢 ① ② [13 .1) ①中粒②良好③橙色 口縁・体部：口縁端部直立から緩やかに底部に至る、体部内・外面磨き。
埋土 土師器 4.9 ④ 2/3 底部：小さい平底。

244 H-82-1 蓋 ① ② [17.5] ①中粒②良好③灰白色 帷櫨整形。天井部：緩やかに外傾、外面回転箆削り、端部内・外面撫で、
床直 須恵器 4.5 ④ 1/3 返り無。摘み：環状摘み。

245 H-82-2 坪 ① [11. 6] ①中粒②良好③橙色 口縁・体部：外傾、口縁端部内・外面横撫で、体部内面撫で、体部外面
床直 土師器 ② (3.4) ④ 1/5 箆削り。底部：径8.8mmの平底、内面撫で、外面箆削り。

246 H-83-1 鉢 ① ② [13.8] ①中粒②良好③橙色 口縁・体部：口縁部短く外傾、内・外面横撫で。体部緩やかに底部に至
床直 土師器 5.4 ④ 3/4 る、内・外面磨き。底部：平底気味。

247 H-84-1 鉢 ① ② [( 13. 4] ①中粒②1良/好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面横磨き。体部：緩やかに底部に至る、内・外面
埋土 土師器 4.4) 黄褐色④ 3 磨き。底部：欠損。

248 H-84-2 鉢 ① (13. 5] ①中粒②良好③にぶい 口縁部：外傾、内・外面横撫で．体部：緩やかに底部に至る、内・外面
埋土 土師器 ② 6.8 赤褐色④1/2 磨き。底部：丸底気味。

249 H-84-3 甕 ① ② 13.8 ①中粒②良好③浅黄橙 口縁部：外反気味、端部箆押さえ、内・外面横撫で。胴部上位：内面撫
埋土 土師器 (6.9) 色④口縁 で、外面箆削り。底部：欠損。

250 H-84-4 甕 ① ② 14.3 ①中粒②良好③橙色 ロ縁部：外傾、端部折り返し、内面横撫で、外面刷毛目調整。胴部・底
埋土 上師器 (4.6) ④口縁 部：欠損。

251 D-2-1 高台椀 ① 12.5 ①粗粒②良好③にぶい 輛鑢整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厄、内・外面撫で。底部：回
床直 須恵器 ② 4.8 黄色④完形 転糸切り後付け裔台、径 1cmの穿孔有。

252 D-2-2 高台椀
嘉
12.5 ①黄橙粗粒橙②色④良好完③形にぶい 糠櫨整形。口縁・体部：外傾、口縁端部肥厚、内・外面撫で。体部側面 体部側面堡

床直 須恵器 4.8 墨脊か。底部：回転糸切り後付け高台。 書か

注）①層位は、「床直」：床面より 10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の 2段階に分けた。臨内の検出につい

ては「鼈内」と記載した。

②口径、器高の単位はcmであり、菫さの単位はgである。現存値を（ ）、復元値を［ ］で示した。

③胎土は、細粒 (0.9mm以下）、中粒 (1.O~l.9mm以下）、粗粒 (2.0mm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976) によった。

）
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Tab. 7 石器観察表

番号 遺構・層位 器種 最大長 最大幅 最大厚 童さ 石材 依存度 備 考

1 J ~1 ・埋土 打製石斧 13.5 5.4 1 4 105.0 黒色頁岩 ほぼ完形 短冊形

2 J ~ 1 ・埋土 打製石斧 8.1 5.8 2.0 103.0 黒色頁岩 不明 短冊形

3 1~1 ・床直 多孔石 0 0 0.0 0.0 21000. 0 安山岩 完形 床面に設岡されている。

注）①層位は、 r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、 「埋土J: 床面よりllcm以上の層位からの検出の 2段階に分けた。
②最大長 • 最大幅• 最大厚の単位はCMであり、 頂さ の単位は gである。現存値を（ ）で示した。

Tab. 8 石製品・ 土製品観察表

番号 遺構・層位 器種 最大長 最大幅 殻大厚 菫さ 石材 依存度 備 考

1 H~l3 ・埋土 砥石 4 7 3.5 2.7 31.6 凝灰岩 完形 上部中央に径0.4cmの穿孔有。 5面使用。

2 H-27・ 床直 丸 柄 2_ 7 3.3 0.8 12 .2 現瑞か 完 形 0.2cmの孔 2つ1組で、裏面3ヶ所に有。

3 H~zs• 埋土 砥石 4.0 3.8 2.3 46.2 瓦 不明 砥石に転用か。 6面使用。

4 H~35· 床直 臼玉 2.3 2.2 1.0 7.3 滑 石 不明 中央部に径03cmの穿孔有。

5 tt~so ・ 床直 砥石 15 9 9.1 8.6 1140. 0 凝灰岩 不明 3面使用。

6 H~51 ・埋土 砥石 3.9 3.7 2.7 61.0 凝灰岩 不明
上部中央に径0.7の穿孔有。上部にU字形の
窪み有。 4面使用。

7 H~51 ・床直 砥石 5.8 3.8 1.5 50.0 凝灰岩 不 明 4面使用。

8 H-54・ 床直 凹石 15.4 11.0 7.3 1190. 0 安山岩 完形 径7.3cm、深さ4.5cmの窪み有。

， D~2 ・床直 石 10. 2 6,4 6.3 620.0 安山岩 完形 下部に墨書有。

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より llcm以上の層位からの検出の2段階に分けた。

②最大長 • 最大幅• 最大厚の単位はcmであり、 重さの単位は gである。現存値を（ ）で示した。

Tab. 9 鉄器・鉄製品観察表

番号 遺構・ 層位 器 種 最大長 最大幅 最大厚 重さ 依存度 備 考

1 H~4 ・床直 刀 子 (8.5) (1.4) (0.3) 8.6 破片 柄部に木質付着

2 H-11・埋土 釘 7 .8 0.6 0.5 11.9 完形 頭部平らに折れる

3 H~Zl ・ 床直 鉄鏃 (8.0) (3.2) (0 .4) 18.1 破片

4 H~zz ・埋土 斧 8.2 4.1 1.8 148.0 完形 先端部厚0.1cmでV字状、 接合部を袋状に折り曲げる

5 H-26・ 埋土 飾り金具 10.8 2.5 0.2 25.4 ほぽ完形 両端部に径0.5cmの穿孔有。

6 H-27・ 埋土 刀子 (15.4) (1.5) (0.4) 22 9 破片 刃部先端はよく研磨されているが、幅が狭い。

7 H~40 ・ 床直 刀 装具 5 2 1. 9 0.2 10.4 ほぼ完形 上部に径0,6cmの孔有

8 H-42・ 床直 紡錘 車 (29.0) (5.3) (0.2) 71.5 破片

， H-48・ 埋土 鉄鏃 7.8 2.9 0.3 13,6 完形

10 H ~so • 床直 鉄鏃 (15 .1) (1.0) (0.4) 18.0 破片

11 H-52・床直 鉄鏃 (10.8) (1.8) (0.4) 19.0 破片

12 H-85・埋土 舒v｝ヽ (11.0) I 、VQ• ?v¥ , (1. 2) Q～、qノ・7・ 破片

13 D-8・床直 鎌 23.0 3.5 1.1 91.5 ほぽ完形 刃部に繊維付着。接合部を三角形に0.8cm折り曲げる。

14 D-8・床直 鎌 20 9 3.4 1.3 75.0 ほぼ完形 接合部を1.0cm折り曲げる。

注）①層位は、 「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土J: 床面よりllcm以上の層位からの検出の 2段階に分けた。

②最大長 • 最大幅• 最大岸の単位はcmであり、 重さの単位は gである。現存値を（ ）で示した。
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Tab.10 瓦観察表

番号 遺構番号／屑位 器種 ①長さ②厚さ ①胎土＠焼成R色調＠遺存渡 器種の特徴・整形・調整技術 備考

1 H-3-1 平瓦 ① (12.8) ①中粒②良好③オリー 一枚作り。凹面：布目有。にぶい橙色粘土付着。凸面：撫で、箆書き文 箆書き文字
床直 ② (1.8) ブ黒色④破片 字有。側面：面取り 1回。

2 H-11-1 平瓦 ① (6.5) ①粗粒②良好③にぶい 一枚作りか。凹面：布目有。凸面：撫で、箆壽き文字有。 箆書き文字
床直 ② (2.5) 橙色④破片 酸化焙

3 H-11-2 平瓦 ① (9.8) ①粗粒②良好③灰色 一枚作りか。凹面：布目有。凸面：撫で、箆書き文字有。 箆書き文字
埋土 ② (2 .0) ④破片

4 H-15-1 平瓦 ① (14.1) ①粗粒②良好③灰色 一枚作りか。凹面：布目有。にぶい橙色粘土付将。凸面：平行叩き目痕 押印文字
鼈内 ② (2.2) ④破片 有。押印文字有。側面：面取り 3回。

5 H-18-1 軒丸瓦 ① ①粗粒②良好③灰色 単弁8葉文。弁区径10.0cm、中房は細い圏線であらわされ径3.8cm、周縁 上野国分寺
竃内 ② (2.8) ④瓦当破片 は幅1.4-1. 7cmで削り無文。瓦当裏面は撫で。 El09か

6 H-21-1 丸瓦 ① 39.3 ①中粒②良好③灰色 玉縁式。桶巻き作り。下弦幅20.7cm。凹面：布目有、撫で。凸面：縄叩 鼈右壁に使
鼈内 ② 3.0 ④ほぼ完形 き後撫で。側面：面取り 2回。 用

7 H-21-2 平瓦 ① (19.3) ①粗粒②良好③灰色 桶巻き作りか。凹面：布目有。にぶい橙色粘土付着。凸面：撫で、箆書 箆書き文字
鼈内 ② (2 .1) ④破片 き文字有。側面：面取り 1回。

8 H-24-1 平瓦 ① 41.6 ①粗粒②良好③灰色 一枚作り。凹面：布目有、箆状工具による横方向の沈線上下に 2ヶ所有。 箆書き文字
埋土 ② (3.2) ④破片 箆書き文字・押印文字有。凸面：撫で。側面：面取り 3回。 押印文字

9 H-26-1 軒丸瓦 ① ①中粒②良好③灰褐色 単弁4葉文。子葉の無い 2重連弁、太くはっきりした隆線で文様をあら 上野国分寺
埋上 ② (3 .1) ④瓦当破片 わす。周縁は幅l.2-1.4cmで撫で無文。瓦当裏面は有絞りの布目か。 Al06か

10 H-27-1 平瓦 ① (15.3) ①中粒②良好③橙色 一枚作り。凹面：布目有。にぶい橙色粘土付着。凸面：撫で、箆書き文 箆書き文字
埋土 ② (1. 9) ④破片 字有。側面：面取り 2回。 酸化焔

11 H-29-1 軒丸瓦 ① 35.8 ①粗粒②良好 桶巻き作り。下弦幅14.5cm。凹面：布目有、にぶい橙色粘土付着。凸面 ：竃右袖に使
竃内 ② 2.1 ③灰色④瓦当部欠損 撫で、にぶい橙色粘土付着。側面：面取り 3回。 用

12 H-29-2 軒平瓦 ① (26. 7) ①粗粒②良好③灰色 桶巻き作り。三重廓文。曲線顎。下弦幅27.4cm。凹面：布目有、模骨痕 鼈煙道に使
鼈内 ② (3.5) ④瓦当破片 有。凸面：縄叩き後撫で。側面：面取り 2回。 用

13 H-29-3 軒平瓦 ① (35 .1) ①細粒②良好③にぶい 一枚作りか。瓦当部無文。曲線顎、顎部下に 3条のU字形の沈線有。凹 竃支脚に使
竃内 ② (1.9) 黄色④瓦当破片 面：布目有、撫で。凸面：縄を巻き付けた縦3.5cm・ 横5.2cmのエ具の叩 用

き目文、撫で。

14 H-29-4 平瓦 ① (13 ,8) ①中粒②良好③にぶい 凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。 箆書き文字
埋土 ② (2. 7) 黄橙色④破片 酸化焔

15 H-40-1 軒平瓦 ① (18.4) ①粗粒②良好③灰色 一枚作り。偏向唐草文。 2本の界線で囲まれ、無文の周縁は箆削り。段
床直 ② (2 .2) ④瓦当破片 顎。下弦幅26.8cm。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り 2回。

16 H-43-1 丸瓦 ① 42.9 ①中粒②良好③灰色 行基式。一枚作り。下弦幅23.Zcm。凹面：布目有、撫で。箆書き文字有。 箆書き文字
竃内 ② 2.2 ④ほぽ完形 凸面：撫で。側面：面取り 3回。

17 H-43-2 平瓦 ① (20.3) ①粗粒②良好③灰色 一枚作り。凹面：布目有、撫で。箆書き文字有。凸面：撫で。側面：面 箆書き文字
埋土 ② (2.2) ④破片 取り 3回。

18 H-46-1 平瓦 ① 39.0 ①粗粒②良好③にぶい 一枚作り。下弦幅23.3cm。凹面：布目有、撫で。箆書き文字有。凸面 ：箆書き文字
竃内 ② (2.1) 橙色④破片 憮で。側面：面取り 2回。 酸化烙

19 H-46-2 平瓦 ① (30.2) ①中粒②良好③にぶい 一枚作り。凹面：布目有、撫で。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面 箆書き文字
鼈内 ② (2.5) 橙色④破片 取り 3回。 酸化焔

20 H-46-3 平瓦 ① (30. 7) ①粗粒②良好③灰色 一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面取り 2箆書き文字
鼈内 ② (1.8) ④破片 回。

21 H-46-4 平瓦 ① (9. 7) ①粗粒②良好③灰色 凹面：布目有。箆書き文字有。凸面：撫で。側面：面取り 2回。 箆書き文字
埋土 ② (2 .5) ④破片

22 H-48-1 軒丸瓦 ① ①中粒②良好③灰色 単弁5葉文。子葉のある二重連弁、中房は 1本の圏線、連子は 1+ 4、 上野国分寺
床直 ② (2 .1) ④瓦当破片 周縁は幅1.2-1.7cmで撫で無文。瓦当裏面は無絞り布目。 BlOlか

23 H-53-1 平瓦 ① (10. 8) ①粗粒②良好③灰色 凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面取り 2回。 箆書き文字
埋土 ② (2.1) ④破片

24 H-55-1 平瓦 ① (20.0) ①粗粒②良好③灰白色 一枚作り。凹面：布目有。箆書き文字有。凸面：縄叩き後撫で。側面 ：箆書き文字
埋土 ② (2.1) ④破片 撫で後面取り 2回。

25 H-60-1 丸瓦 ① 37.0 ①粗粒②良好③灰色 行基式。一枚作り。下弦幅19.4cm。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き 箆書き文字
床直 ② 2.1 ④ほぼ完形 文字有。側面：面取り 2回。

26 H-60-2 平瓦 ① (33. 7) ①中粒②良好③灰白色 桶巻き作り。下弦幅28.5cm。凹面：布目有、撫で。模骨痕有。凸面：撫
竃内 ② (2.0) ④破片 で。側面：面取り 2回。

27 H-60-3 平瓦 ① (5. 7) ①中粒②良好③灰色 凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面取り 1回。 箆書き文字
床直 ② (1.3) ④破片

28 グリッド 平瓦 ① (11,4) ①中粒②良好③灰色 凹面：布目有。凸面：平行叩き目文、撫で。箆書き文字有。側面：面取 箆書き文字
② (2.6) ④破片 り3回。

注）①層位は、「床直」：床面より 10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面よりllcm以上の層位からの検出の 2段階に分けた。

②長さ、厚さの単位はcmである。現存値を（ ）、復元値を［ ］で示した。

③胎土は、細粒 (0.9順以下）、中粒 (1.0~1.9mm以下）、粗粒 (2.0mm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

⑤色調は瓦外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976)によった。
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VI ま とめ

本遺跡は相馬ヶ原扇状地の東縁にあり、 100m程南西には染谷川が北西から南東へ流下し、遺跡内の微地形も北

西から南東に向かって約30cmほど低くなる。調査区の地層は、①20~30cmの現耕作土層、②10~20cmのAs-B混土

層、③20~30cmのAs-C・HR-FP混土層、④10cmのAs-C混土層、⑤黄褐色砂質土層（総社砂層）で、④層は南

側でははっきりと確認でき、⑤層は北・東側では粘性の高い黒褐色土層になる。遺構は⑤層まで掘り込んで構築

されている。

本遺跡は推定国府域の西側に位置し、また、調査区の北西には国分僧寺、北には国分尼寺が存在する。本遺跡

からは縄文時代前期から古墳時代、奈良•平安時代、中世の各時代にわたる多くの資料が得られた。

ここでは、元総社蒼海遺跡群の従来の分類に従い、 1期(~7世紀前半：律令期以前）、 II期 (7世紀~10世紀

初頭：律令期）、 III期 (10世紀前半～：律令期以後）の 3期に大別して集落跡を概観する。

I期(,..___,7世紀前半）

縄文時代

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡が2軒、土坑が11基検出された。竪穴住居跡は調査区北側で検出され、 1軒は

諸磯 C式土器を伴う前期のもので、 1軒は加曽利E3式土器を伴う中期のものである。上坑は調査区北・西側で

検出され、加曽利および曽利式土器を伴う中期のものである。本遺跡すぐ北の「元総社小見II遺跡Jでは中期の

竪穴住居跡が2軒検出されており、本調査区南側で遺構が検出されていないことから、縄文時代前期及び中期の

集落は北側に広がっていくと考えられる。

また、調査区北・東側には、粘性の高い黒褐色土層があり、縄文土器・石器を多く検出した。当時この辺りが

谷地であったことが窺える。

4世紀

古墳時代前期の遺構は、竪穴住居跡が10軒検出された。形状は方形であるが、東西辺を基本とした主軸方向は

N-53"-EからN-99"-E、東西辺の長さは3.69mから6.44mとばらつく。炉は 9軒で地床炉が検出され、その

うち 4軒では川原石を 1~2個使用している。遺物は、突出底の鉢.s字状口縁の台付甕・ 折り返し口縁の甕な

どが出土した。また、 H 32号住居跡からは赤井戸系の甕も出土した。「元総社小見II遺跡」の西側でもこの時期

の住居跡が7軒検出されており、集落は染谷川に沿って北西に拡がっていくと考えられる。

6世紀

古墳時代後期の遺構は、竪穴住居跡が7軒検出された。主軸方向はN 64" EからN 8T-E、東西辺の長さ

は3.92mから7.51mとなる。竃は 6軒の住居跡で検出され、構築材は粘土で、凝灰岩を使用しているものもある。

II期 (7世紀,--.....,10世紀初頭）

7世紀

この時期の竪穴住居跡は 2軒検出され、ともに前半のものと想定される。主軸方向はN 70° EとN-92°
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E、東西辺の長さは5.72mと4.49m、竃は東鼈と西竃である。遺物は、外稜の弱くなった坪、短胴化しやや膨

らむ甕などが出土した。

8世紀

この時期の竪穴住居跡は10軒検出され、前半のものが3軒、中葉のものが1軒、後半のものが6軒である。 主

軸方向はN-70"-EからN-93"-E、東西辺の長さは2.67mから5.18mとなる。竃は 9軒が東寄で1軒が北鼈、

構築材は粘土・石・凝灰岩で、後半のH-4号住居跡だけ瓦を使用している。

9世紀

この時期の竪穴住居跡は24軒検出された。主軸方向はN-62°-EからN 115°-E、東西辺の長さは2.03mか

ら5.90mとなる。 19軒で鼈が検出され、構築材は粘土・石・凝灰岩・瓦である。その中のH-29号住居跡は、鼈

の両袖・煙道の天井部・支脚に瓦を使用している。遺物は、 H-29号住居跡から灰釉の平瓶、 H-50号住居跡か

ら灰釉の高台椀底部を欠いた転用硯、 H-21・50号住居跡から鉄鏃、 H-22号住居跡から鉄斧などが出土した。

III期 (10世紀前半～）

10世紀

この時期の竪穴住居跡は20軒検出された。主軸方向はN 52"-EからN 103"-E、東西辺の長さは2.30mか

ら5.09mとなる。 15軒で鼈が検出され、構築材は粘土・石・凝灰岩・瓦である。遺物は、崩れた高台の付く高台

椀が多くなり、羽釜が共伴する。また、 H-15号住居跡から耳皿や甑、 H-24号住居跡から鍔の付く甑、 H-38

号住居跡から白磁の破片などが出土した。

本遺跡地では、 I期の縄文時代より人々の生活が営まれ、 4世紀になると住居跡はやや増え、 6世紀も同様な

傾向で続く。 II期の 7世紀になると住居跡は極端に減り、 8世紀になるとまた住居跡は少し増えてくる。そして、

9世紀になると大幡に住居跡が増え、 III期の10世紀へとつながっていく。しかし、 11世紀以降の住居跡は検出さ

れておらず、今後、近隣の調査成果と比較検討を行っていく必要がある。

今後も継続していく元総社蒼海遺跡群の発掘調査により、国府・国分僧寺・国分尼寺・ さらには蒼海城と周辺

集落の関わりがより明らかになっていくことを期待したい。

D-2号土坑について

この土坑は調査区北部に位償し、石31点と高台椀2点を出土した。石と高台椀の出土状態は、まず、深さ30cm

程の穴を掘り、底に土を入れ、土の上に石を敷き、その中央に高台椀を重ねて置き、更にその上に石を敷いて蓋

をするような状態であった。

石はすべて川原石で、含有鉱物から供給源は利根川と思われる。形状に関しては、大きさ等はまちまちで、最

大長は4.Ocm~ 13. 5cm、重さは40g~950gとなる。しかし、色に関しては均ーで、すべて赤味を帯びている。ま

た、その中の 1点には『庄］あるいは『生］と判読できる墨書がある。（平面図上でどの石に墨書があったかは不

明。）

2点の高台椀は、口縁同士を重ねて、下の高台椀を上の高台椀で蓋をするような状況で出土した。上の高台椀

の底部には径 1cmの穿孔があり、下の高台椀の側面には、判読はできないが愚書がある。
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高台椀の形状から、 この土坑は10世紀後半のものと考えられる。本遺跡の北側部には、同時期の住居跡が多く

あり、この土坑は集落の南側に位置していたのであろうか。穿孔のある高台椀を中央に据え、その周りに赤味を

帯びた石を並べるなどやや祭祀的なものを感じる。また、高台椀の堡書を 「生』 と読むとすると、 H~15号住居

跡からも「生」の墨書のある高台椀が出土しており関連が考えられる。しかし、「生」の字体がやや異なり、直接

関連づけるには無理があろう。

不明な点が多くあり、今後、近隣の調査成果やこれからの調査成果と合わせて更に検討していきたい。
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H- 7号 住 居跡竃セク ショ ン
1 にぶい黄褐色細砂層 00  
2 灰褐色細砂層 00  
3 褐色微砂鷹 〇◎
4 灰黄褐色微砂層 △◎  

1 m 

Hr-FP含む、焼土粒少な く含む
As-C・Hr-FP含む、焼土粒・粘土プロック含む
焼土粒わずかに含む、粘土プロック含む
焼土粒わずかに含む、灰混じる

lo 

A_ 

I宍 h 

H
 

124E-“
 

L

E

 

1 : 60 2m 

F L=l24. 5m 

H-6・9・57号住居跡
ベルトセ クション
1 灰黄拇色粗砂層
2 暗褐色細砂囮
3 黒褐色細砂屑

4 灰黄褐色細砂層
5 にぶい黄褐色細砂層

6 黒褐色細砂図

7 に ぶい黄褐色細砂層

8 暗褐色細砂層

G
 

ox 
00  
00  

00  
00  

00  

00  

00  

As-B 混じる
Hr-FP含むぼ1- 6)
I-Ir-FPわずかに含む、黄橙色土ブロックわず
かに含む (H- 6)
A s-C·Hr- FP• As-B含む (I-!―6) 
As-C・Hr-FP含 む、黄橙色土プロックわずか
に含む (I-!- 9)
As-C•Hr-FP 少なく含む、黄橙色土プロッ ク
わずかに含む (I-!- 9)
As- C• I-Ir-FP多く含む、黄橙色土プロッ クわ
ずかに含む、黒褐色土混 じる (H- 57)
As- C• I-lr-FP少なく含む、黒褐色土混じる
(H-57) 

Fig. 9 

1L L=124. 5m 

。三I~
1 m 

l-1- 6号住居跡竃セクション
1 灰褐色微砂層 〇◎ Hr-FP少なく 含む、焼けた粘士多く 含む
2 黒褐色細砂層 00  碗土粒 ・炭化物含む
3 黒色細砂層 △〇 焼土粒含む

l-1- 9号住居跡竃セ ク ション
1 'こぶい黄褐色細砂層 00  
2 'こぶい橙色細砂閲 〇◎
3 黒褐色微砂層 〇◎

H-6・7・9・57号住居跡

Hr-FP少な く含む、焼土粒少な く含む
く ずヽ Lた*~l, Q>:f',~.:I.:.
H,・pp少なく含C、 焼土粒含む、灰多 く混じ る
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H-8号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-Cわずかに含む、 Hr-FF少なく含む、焼土粒わずかに含

む、黄橙色粒わずかに含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C·Hr-FF わずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒•黒

褐色土ブロックわずかに含む
3 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FFわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘

土ブロック・黒褐色土ブロックわずかに含む
4 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・粘土ブロック・

黄橙色土ブロック・黒褐色土プロックわずかに含む
5 暗褐色細砂層 00  黄橙色土プロック・黒褐色土ブロックわずかに含む

H-8号住居跡 p 5号貯蔵穴セクション
1 褐色細砂層 △ x 黄橙色粒多く含む
2 暗褐色細砂層 ox 黄橙色土プロック含む

Fig.10 H 8号住居跡 ゜
1 : 30 1 m 
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上 L=l24.5m

1 : 30 J,. 

H-12号住居跡竃セクジョン
1 暗褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、黄橙色土プロック

わずかに含む
2 にぶい褐色細砂圏 00  焼土プロック多く含む
3 褐色細砂層 00  焼土粒・焼土プロック含む、灰混じる

A ＇ 

B' 

H-12号住居跡ベルトセクション
1 灰黄褐色細砂層 00  Hr-FP多く含む、黒褐色土混じる
2 灰黄褐色細砂層 00  Hr-FP含む
3 にぶい黄褐色細層 00  Hr-FP少なく含む
4 暗褐色細砂層 0◎ Hr-FP少なく含む、黄橙色土プロックわずかに含む

Fig.11 H 12号住居跡

。
1 : 60 2m 
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H-13号住居跡竃セクジョン

_,_ ' 鳳量
1~ -~;; 竺ピ細砂隅□~I~ 巳喜翌く焼:::::::・,;ロ叫
； 三~=凪贔□□~ わ~~;;~ここ：クるわず力":1/ : ~ —c 

- 1=124. 6m 

I"' 
& 

L= 2
4
.
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m
 

¢/ 

H 14・62号 住居跡ベルトセクション
1 'f見耕f乍土
2 灰黄褐色粗砂層
3 黒褐色細砂陶
4 黒褐色細砂層
5 暗褐色細砂層
6 灰褐色微砂層
7 にぶい黄褐色細砂層
8 黒褐色細砂層
9 黒褐色細砂層

i 
△△  As-B混じる
◎ 0 As-C・Hr-FP含む (H-14)
00  As-C・Hr-FP少なく含む (I-I-14)
00  As-C・Hr-FFわずかに含む、炭化物わずかに含む (I-1-14)
◎◎  
00  Hr-FP含む
00  Hr-FP少なく含む
00  Hr-FPわずかに含む、炭化物わずかに含む

Fig.12 H-13・14・62号住居跡

C ‘’ 

＇`ノ

o' 

ジ

.£ 
H-14号住居跡鼈セクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr 

-FP少な
く含む

2 灰黄褐色微砂層 〇◎ 炭化物・粘
土プロック
少なく含む

3 褐色微砂層 △△ 灰層、焼土
粒含む

55 



I"' [co ¥co 

R ..... 
／ ミII 

芦

¥¥ 
..c... I l)三正

留

＼＼ 

II 

H-15 

~,1 のea(J) o¥」

魯Glc碍知<) =文:---,£

c' _L L=l24. 5m 
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A L=124.5m £ 

H-15号住居跡ベルトセクション
1 灰黄褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP少なく含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む H-15号住居跡鼈セクション

l 暗褐色細砂層 00  焼土粒・炭化物わずかに含む
2 黒褐色細砂層 00  焼土粒含む、炭化物わずかに含む

I"' 
LII 
2
4
.
 7
日

I°', 

.A.. 

1cc, 

_h.._L=l24.7m 

Ice 

立— L=124. 7111 

lo 

C
 

_.Q'._ 
_Q_ L=l24. 7m C

 

。
1 : 30 1 m 

0 1 : 60 

H-17号住居跡ベルトセクション
1 にぶい黄褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、灰白色粘士ブロック少なく含

む
2 暗褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP少なく含む

H-17号住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、粘土粒

2m わずかに含む
2 灰黄褐色微砂層 00  粘土ブロック多く含む
3 黒褐色細砂層 00  As-Cわずかに含む
4 灰褐色微砂層 00  灰を含む、粘土ブロック少

なく含む

Fig.13 H-15・17号住居跡
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1•, 

H-18号住居跡ベルトセクション
1 黒褐色細砂層 00  Hr-FP含む、炭化物わずかに含む
2 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、炭化物わずかに含む
3 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、黒褐色土混じる

旦 L=124. 6m 立

H-18号住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒少なく含む、

灰白色粘土プロックわずかに含む
3 暗褐色細砂唇 00  焼土粒含む
4 灰色微砂層 △〇 灰層、焼土粒含む

2
4
.
 7m 

）
 

A-

J;__ L= 124. 7m C 
ヽ

C
 

゜
1 : 30 1 m 

~-瓢；；~譴五予;; 巳已男巴:::ク~f届誕と話蕊F粒ぶ［こな：くる含む、
。

1 : 60 ,m 
H-19号住居跡ベルトセクション
1 にぶい黄褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む
3 暗褐色細砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む、灰白色粘土

プロック含む

Fig.14 H -18・19号住居跡
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日

C
 

］璽
...Q. L=124. 3m D' 

I•、 二置
J_L=124.4m A'H-20号住居跡鼈セクション

J_  暗褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼

／ 
I 

H-20号住居跡 ベルトセクション

饂 2 黒褐色細砂層 00;誓言言i
褐色土ブロック少なく含

1 暗褐色細砂層 00 Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土ブロツ む
クわずかに含む 3 暗褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼

2 黒褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土ブロッ 土粒・黄橙色粒・粘土ブ
クわずかに含む ロック・黒褐色土ブロッ

3 黒褐色細砂屈 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土ブロッ クわずかに含む
ク・黒褐色土ブロックわずかに含む

Ice, 

H
-
5
 

'"' 
/co 

L11 1
2
4
 ,
6
日

令

|宍
L=124. 2m 
C C' 

H-51 

。.Q'.__ 

H-21号住居跡鼈セクション
1 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、黄橙色粒・焼

けた粘土ブロックわずかに含む
2 暗褐色微砂層 〇◎ 焼土粒わずかに含む、粘土ブロック

少なく含む
3 暗褐色微砂層 〇◎ 焼土粒・粘土ブロック・黄橙色土ブ

ロックわずかに含む
4 黒褐色微砂層 〇◎ 灰層

A L=124. 6m A' 

“ i 1 : 60 2m 

H-21号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、焼上粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
3 暗褐色細砂層 〇◎ As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色粒・粘土ブロックわずかに含む

Fig.15 H 20・21号住居跡

58 -→  



8
 

L= 2
4
.
 2
m
 

¥"' 

H-22 

凶

R
 

C L=123.9m .t. 

f... 

I宍
＼゚`

..h.... L= 124. 2m 
A' 

H-22号住居跡窟セクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C多く含む、 Hr-FP

含む

2 暗褐色微砂層 0◎ As-C含む、焼土粒含む
3 黒褐色細砂層 0◎ As-C含む、焼土粒多く

含む

4 褐灰色微砂層 △〇 灰多く混じる

H~22号住居跡 ベルトセクシ ョン
1 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP多く含む、炭化物わずかに含む
2 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む、炭化物少なく含む
3 黒褐色微砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む、炭化物・粘土プロック少なく含む

LO 

¥ro 

A
-

）
 

H-51 

c
 

C
 

C L=124.6m 

C
 

...Q. L=l24. 6m D' 

¥"'、
L=124. 6m ...._ 

~£ 

0 1 : 60 
H-23号住居跡意セクシ J ン
2m 1 暗掬色紺1砂1醤 00  l・Jr FP』9ずかになむ、

如砕泣 ・如呼許プロックわずかに.u
H-23・81号住居跡 ベルトセクション 2 思褐色細砂隅 00  Hr-FPわずかに含む、
1 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく 含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土プロック・黄橙色 俎阪包ffl.わずかにへむ

.I: プロッ,;,. /.l¥褐色土プロックわずかに含む (IJ-23) 3 暗褐色細砂咽 00  llr PP わすかに~じ
2 暗褐色細砂層 00  Mr - Fl' わ rかに含む、畑けた粘—I:. ブロック介む、坑；U!I.・ 炭化物 ・災橙

珈 lo位 ・炭化物 ・笥,a
幽 z.tti:tプロック ・邸惰炉心・ソクわずかに含む (ll 23) 色Tit.• ~hi土プロック ・

J;~11 た枯Jcプロ・,? ・
3 黒褐色細砂屑 00  lfr-FPいずかに介む、 4珈lら＇・炭化物・貨臼色板・統けた9占土プロッ ク・ iltl3座 I:プロックわず

粕上プロック ・鉛,tit色土プロック ・黒褐色上プロックわずかにさむ (H かに含む
-23) 4 暗褐色微砂匹 00  llr f-"Pわずかに含む、

,I II[]'褐色 1岬 00 年C • !Ir Fl' 多く含む、細狂 · l!R1じ物ぃ•かに含む、凶I昨1f.Z.含む 釦立 ・'/,'.r1lt年 ・統~ m"! 吋呵 °゚As-C・l-lr・・FI'含む、貨IQ色祝 ・tltl紐 Kプロック含む IJl~,1「土プロックりず
G IA¥ (!!. lll・少 1 00  A;, C・1-lr-l'"f>少なく含む、凶！荘色粒 ・出IQf!l..l:プロック含む

かに含/'J

7 /,II出色 II如隅 00  As・C・lfr PP含む、ぼ橙色粒少なく含む

Fig.16 H -22・23・81号住居跡
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H-24号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-Cわずかに含む、 Hr-FP少なく含む、焼土粒・黄

橙色粒・炭化物プロックわずかに含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色粒・炭化

物ブロックわずかに含む

H-24号住居跡竃セクション
1 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP少なく含む
2 褐色細砂層 00  焼土ブロック・粘土ブロックわ

ずかに含む

立1=124.6m C
 

B
 
L
=
1
2
4
.
 7
日

A' 

_Q_ L=l24. 6m D' 

゜
1 : 30 1 m 

I""- 1~ 

ここ".
。

1 : 60 

H-25住居跡 鼈セクション
1 黒褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含

む、焼土粒・炭化
物わずかに含む

2 暗褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに
含む、焼土粒・炭
化物わずかに含む

3 暗赤褐色微砂層 00  Hr-FPわずかに
含む、焼土粒・炭
化物・粘土ブロッ
クわずかに含む

暗赤褐色微砂層 00  Hr-FPわずかに
含む、焼土粒・炭
化物・焼土プロッ
ク・焼けた粘土ブ
ロック・粘土ブ
ロックわずかに含

2m む

5 暗褐色微砂層 00  灰層

H-25号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
2 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
3 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む

Fig.17 H -24・25号住居跡
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H-26号住居跡ベルトセクション
1 にぶい黄褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、粘土ブ

ロック含む

H-26号住居跡鼈セクション
1 にぶい褐色細砂層 00  Hr-FP含む
2 褐色微砂層 〇◎ 焼土粒少なく含む
3 暗褐色微砂層 〇◎ 焼土ブロック少なく含む、灰混じる

.r. 

_g_ L= 124. 5111 

.t. 
_Q_ L=124. 5rn 

。

［） ＇ 

1 m 

I"', ¥"', 

..h... L=124. Sm A
 

H-27号住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  黄橙色粒わずかに含む
2 褐色微砂層 〇◎ 焼土粒・炭化物わずかに

含む、粘土ブロック少な
く含む

3 褐色微砂層 〇◎ 炭化物わずかに含む、焼
土ブロックわずかに含む

。
H-27号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP少なく含む、黄橙色粘土ブロック少なく含む

Fig.18 H -26・27号住居跡
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H~zs号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む、黄橙色粒含む
2 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む、粘土ブロックわずかに含む

黒褐色微砂層
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A-

旦cL=124. Im B 

id曇［
H-28号住居跡窟セクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒少なく

含む、炭化物わずかに含む、灰少なく含

む、焼けた粘土ブロック・粘上ブロック

わずかに含む

焼けた粘土ブロック少なく含む、灰を含

む
00 

/rn 

I"', 

D
 

』_L=124. 5m 

.Q'.. 
..L L=124. 5m 

....E_ L=l24. 5111 l.'... 

゜
l : 30 1 m 

。
60 2m 

H-29号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP多く含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、焼土粒・炭化物わずかに含

む
3 暗褐色細砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む

H-29号住居跡 p 5号貯蔵穴セクション
1 暗褐色細砂際 00  As-C•Hr-FP 少なく含む、灰白色粘土粒わず

かに含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP 少なく含む、灰白色粘土粒わず

かに含む
3 灰黄褐色細砂層 00  砂層の土混じる

H-29号住居跡鼈右袖裁断セクション
1 灰黄褐色細砂層 Ox  As-C・Fl,・r:p少なく含む、焼土

粒・炭iじ物わずかに含む
2 にぶい黄橙色細砂層 ◎ x 焼土粒少なく含む、灰1勺色粘土

多く含む
3 にぶい黄橙色細砂層 △ x 灰白色f・土少なく含む
4 暗褐色細砂層 OX  灰白色 占土わずかに含む

H-29号住居跡鼈セクジョン
1 黒褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP 含む、粘士ブロックわず

かに含む
2 暗褐色細砂層 △ 0 As-C•Hr-FP わずかに含む、粘土粒少

なく含む
3 暗褐色細砂層 △〇 焼土粒少なく含む、焼土プロックわず

かに含む
4 褐灰色微砂層 △〇 灰層

Fig.19 H 28・29号住居跡
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H-30号住居跡
ン
1 

3
 

④ 

ベルトセクショ

暗褐色細砂層 ox 
As-C・Hr-FP多く含む
黒褐色細砂層 ox 
As-C・Hr-FP少なく含む、黄
橙色粒少なく含む
暗褐色細砂層 OX 
黄橙色粒多く含む、黄橙色土
ブロック少なく含む

。

』ー

L111
2
4
.
 Im 

匈 ----------------

、4

If 'J5 

）
 H-32 

’ 

立 L=l23.5m C
 

瓢
1 m 

H-32号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00 As-C多く含む、 Hr-FP少

なく含む、黄橙色粒含む
00  As-C多く含む、黄橙色粒
少なく含む、黒褐色土プ
ロック少なく含む
As-C含む、黄橙色粒・黄橙
色土ブロックわずかに含
む・黒褐色土ブロック少な
く含む

00  As-C少なく含む、黄橙色
粒・黄橙色土ブロック・黒
褐色土ブロックわずかに含
む

3
 

4
 

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

00  

』

35

儡
H
 

A_ B
、

Fig.20 H 30・32号住居跡
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H-33 

¥、 ___,,,, 

_t L=123. 8m 
元w,.,. 言 _r_ 
0 、1 : 30 1 m 

H-31号住居跡炉セクション
1 黒褐色細砂層 Ox As-C・Hr-FP少なく含む、

焼土粒・炭化物・黄橙色粒
含む、

A' 
-

H-31号住居跡ベルトセク
ジョン
1 黒褐色細砂層 00  
As-C多く含む

2 黒褐色細砂層 00  
As-C含む、黄橙色土プ
ロック含む

3 暗褐色細砂層 00  
As-C少なく含む、黄橙
色土プロック含む

_Q_L=l23.7m _Q'._ 

~ 
_A_ L=124. lm L 

甑勿勿加二~;/////,勿吻叩吻勿 -、，...= ... .ヽ..... ~ ヽ:c;:;;:菖
立_L=l24. 1111 C
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H-34 
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L= 

ぐ

o ⑤ 
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_I)_ L=124. Im 互

m 
lL=l24. lm E

 

。
1 : 30 1 m 

I宍

H-34号住居跡喧セクジョン
1 暗褐色細砂層 0 X As-C•I-Ir-FP 少なく含む、粘土ブロック含む
2 黒褐色細砂麿 △ x 焼土粒・炭化物わずかに含む
3 暗赤褐色細砂層 xx  焼土粒多く含む

H-34号住居跡竃左袖裁断セクジョン
1 にぶい黄橙色細砂層 ◎ x As-C・Hr-FP少なく含む、灰白色粘土プ

.1,_L=124. lm ロック多く含む

~ " ::f~t~ 日へ:;.竺塁亨ご［戸：こここ
0 1 : 60 2m 黄橙色粒多く含む

4 黒褐色細砂隠 0 △ As-C・Hr-FP多く含む

Fig.21 H 31・34号住居跡
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、:l IDS'£Zl=1丁
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H-33 

Jl... ◎ P2 

'" 
D L=l23. 5m I~ 

D' 

L=l23. 5m 
立. £ 且 L=124.Im Ji'... 

。
1 : 60 2m 

）
 H-33号住居跡ベルトセクション I L=l24. Im 

1 にぶい黄褐色細砂層 00  As-C多く含む、 Hr-FP含む、黄橙色土プロック・黒褐色土
プロックわずかに含む

2 暗褐色細砂陪 00  As-C・Hr-FP少なく含む、黄橙色土プロック・黒褐色土プ
ロックわずかに含む

3 黒褐色細砂庖 00  As-C・Mr-FP少なく含む、黄橙色土ブロック・黒褐色土プ
ロック少なく含む、灰白色粘土プロックわずかに含む

4 黒褐色細砂庖 00  A,; C• ll r FPわずかに含む、炭化物わずかに含む、黄橙色土
プロック少なく含む

H-33号住居跡 p 1号柱穴セク ショ ン
1 暗褐色細砂庖 ox 黄橙色粒少なく含む
2 褐色細砂陪 △x 黄橙色粒多く含む

H ---33号住居跡 P5号貯蔵穴セクション
1 にぶい黄褐色細砂層 △〇 炭化物わずかに含む
2 にぶい黄褐色細砂層 △〇 黄橙色土プロック多く含む
3 黄褐色細砂庖 △〇 黄橙色土プロック多く含む

J.'.. 

J L=l24. Im .£ 

H-33号住居跡鼈セクション
1 II肝褐色細砂層 00  As-C・llr-FP少な く含む、黄橙色粘土プロック少なく含む
2 褐色細砂函
3 屡褐色微砂府

O◎ 焼土粒少なく含む、黄橙色粒・黄橙色土プロック含む
O◎ 黄 ,~色9土プロック含む

4 にぷい黄橙色微砂層 〇◎ 焼七魯批なく含む、粘土プロック
5 褐色微砂陪 00 焼土含む、灰混じる

H-33号住居跡窟右袖裁断セクション

ら 炭醤翡魯信認晨 言：誓胄魯魏圭多口、;多:~言芸
3 にぶい虻褐色細砂層 〇△ 焼土粒・黄！登色粒少なく含む
4 黒褐色細砂府 〇△ 焼土粒・黄楼色粒少なく含む

Fig.22 H-33号住居跡

。
1 : 30 1 m 
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H-35 

J,_ L= 124. Om 

A
 

D L=I23.9m 

la,, 2 黒褐色細砂贋

3
 

x-

H-35号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂~ 00  Hr-FP少なく含む、焼上粒・炭化物わずかに含む、黄橙色粒少なく含む、

貿位色土プロ ックわずかに含む
2 黒褐色細砂庖 00  Mr-l•'P わずかに含む、 挽上粒 ・ 炭化物・黄橙色粒・粘土プロック・黄橙色

土プロックわずかに含む
3 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土ブロック・ 黄橙色

土プロック・黒褐色土ブロックわずかに含む
4 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒 ・黄橙色粒わずかに含む

I"' 

上— L=123. 9m 

H-35号住居跡 鼈セクション
1 黒褐色細砂陪 △ x As-C・Hr-FP含

む、焼土粒含む
△△ As-C・Hr-FP少
なく含む、焼土床
多く含む

Ox As-C・Hr-FPわ
ずかに含む、焼土
粒・焼土ブロ ック
多く 含む

4 にぶい赤褐色細砂層 xx 焼土粒少なく含
む、灰多く含む

O△ 焼土粒・炭化物わ
ずかに含む

暗赤褐色細砂層

o' 

.L 

5 黒褐色細砂層

L= 2
4
.
 4
日

A
-

鳳

H-36 

C L=l24.3日

-蘊［
。

1 : 30 1 m 

H-36号住居跡鼈セクシ ョン
1 黒褐色細砂図 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色

粒・ 粘土粒わずかに含む
2 黒褐色細砂陪 00  Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色

粒・粘土粒わずかに含む

|宍

.f__ H-36号住居跡 ペル トセクション
1 暗褐色細砂陪 00  As-Cわずかに含む、 Hr-FP少なく含

む、焼土粒・黄橙色粒・粘土プロックわ
ずかに含む

2 黒褐色細砂屈 〇◎ As-C•Hr-FP わずかに含む、焼土粒・黄
橙色粒・粘土プロックわずかに含む

A
 

o. 
1 : 60 2m 

Fig.23 H -35・36号住居跡
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H-37 _I__ 

I"', 

L=l24. 7m 

C L=124. 2m 

D 1=124. 2m ［） ＇ 

C
 

A' 

H-37号住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FF含む
2 黒褐色微砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物わずか

に含む
3 黒褐色微砂層 〇◎ 焼土粒・炭化物わずかに含む
4 褐灰微砂陪 00  灰層

H-37・41号住居跡ベルトセクション
1 現耕作土
2 灰黄褐色粗砂層 △△ As-B混土層
3 暗褐色細砂唇 00  As-C・Hr-FF含む
4 暗褐色細砂陪 00  Hr-FF少なく含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・

黄橙色土プロックわずかに含む (H-41)
5 黒褐色細砂辰 00  Hr-FFわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色

粒。黄橙色土プロッ クわずかに含む (H-41)
6 暗褐色細砂阻 00  Hr-FFわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色

粒わずかに含む
7 黒褐色細砂陪 00  Hr-FFわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色

粒・黄橙色土プロックわずかに含む
8 黒褐色細砂辰 00  Hr-FFわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色

粒•黒褐色土ブロックわずかに含む

I≫ 

L= 2
4
.
 4

m

 

__ll_ L= 124. 5m 

玉_L=124. 5m 

B
 

C
 

1饂

。
1 : 60 2m 

゜
I : 30 I 111 

H-38号住居跡 ベルトセクション
l 暗褐色細砂層 00  As-Cわずかに含む、 Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずかに含む

H-38号住居跡鼈セクション
1 灰褐色細砂層 00  Hr-FP含む、焼土粒・灰白色粘土プロック少なく含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒含む、炭化物わずかに含む
3 暗褐色細砂層 00  焼土粒・灰白色粘土粒含む
4 褐灰微砂層 △〇 灰陪、焼土粒少なく 含む

Fig.24 H -37・38・41号住居跡
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H-22 

I"', _A_ L= 124. 2m ¥cc, 

H-39 

A
 

...Q. L=124. Om 

C
 

H~39号住居跡竃セクション
1 黒褐色細砂屁 00  As-C・Hr-FP含む、焼土

粒少なく含む
O◎ As-C• Hr-FP少なく含
む、焼土粒・炭化物わず
かに含む
焼土粒・炭化物少なく含
む、灰混じる

3
 

H~39号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂陪 00 As-C・Hr-FP多く含む、

炭化物わずかに含む
00  As-C・Hr-FP含む
O◎ As-C• Hr-FP少なく含
む、焼士粒・炭化物わず
かに含む

2

3

 

黒褐色細砂層

黒褐色微砂屈

黒褐色細砂罰
黒褐色細砂沼

O◎ 

¥a, ..l._ L=l23. 8m 立．

H - 40号 住居跡竃セ クション
1 黒褐色細砂層 Oc  焼土粒少な く含

む、炭化物わず
かに含む
焼土粒 少な く含
む、炭化物わず
かに含む
焼 土 粒 少なく含
む、 炭 化物わず
か に含む｀郷土
プ ロ ック少な く
含 む
灰図

瓜褐色細砂隅

赤 暗褐色細砂層

,~ 
H-22 

.A_ L= 124. 5m 

~ ニニニ疇6O 1 : 60 2m 

A'• 

Oc 

O◎ 

0 0 

H-16号・住屈跡柱穴計碍表

No. 形状 長軸(c叫短軸(c叫

P, 楕円形 40 33 

巳楕円形 38 33 

立一
三 深さi≫v

5 :._ 
心 .5

H - 16• 40屯 !¥1,'}跡 ベル トセクション
1 忠褐色れII砂/M 00  As-C ・I-Ir-FP  

多く含む、焼土
粒・炭化物わず
かに含む、匹位
色拉含む

00  As-C・Hr-FP  
含む、親；土粒含
む｀炭化物わず
かに含む、翠位
色粒含む (I-I
- 40) 

00  As-C ・I-Ir-FP  
少なく 含 む、統
土拉少なく含
む｀炭化物わず
がに含む、貧斑
色粒少なく含む
(H- 40) 

0 0 As-C ・Hr-FP  
わずかに含む、
焼土粒少なく含
む、炭化物 一匹
橙色粒わずかに
含む、小右少な
く含む、 粘 土プ
ロックォっず力,,;:_
含む (H- 40)

00  As-C ・Hr-FP  
少なく含む、焼
土粒・炭化物わ
ずかに含む ・黄
橙色粒少なく含
む

00  As-C ・I-lr-FP  
少なく含む、焼
土粒・底化物わ
ず力.,こ含む ・蕊
橙色粒少なく含
む

2
 

3
 

5
 

黒 褐色細砂層

熙褐色細砂層

黛褐色細砂層

熙褐色細砂 層

黒褐色細砂隕

Fig.25 H-16• 39・40号住居跡

- 68 -



C 1=124. 2m C' 
..... --~ でシミ＼II 

芦
合 (;:------- ＼＼ 一.Q..L= 124. 2rn ［） ＇ 

|宍 3 暗褐色細砂屈 00 

..A. L=l24. 4m 

2 暗褐色細砂麿 00 

五 4 暗赤褐色微砂図 00 

髯 5 黒褐色微砂贋 00 

H-42号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00 Hr-FP含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土プロックわずかに含む
2 黒褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土プロックわずかに含む
3 黒褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・ 炭化物・黄橙色粒・粘土プロックわずかに含む

'"' L= 2
4
.
 O
m
 

）
 

D L=124. 5m D' 
一

。
1 : 30 1 m 

H-43号住居跡謝セクション
1 暗褐色細砂層 00 焼士粒・黄橙色粒・焼け

た粘士プロックわずか
に含む

2 黒褐色細砂屈 00 焼土粒・炭化物・黄橙色
粒・焼けた粘士プロッ ク
わずか含む

3 黒褐色細砂陪 00 焼土粒・炭化物少なく含
む、区黄橙色粒・焼けた粘
土フロックわずかに含
む

4 黒褐色微砂函 00 灰層

~~ 
。

1 : 60 2m H~43号住居跡 P5号貯蔵穴セクション
1 黒褐色細砂陪 00 As-C・Hr-FPわずか

に含む

H-43号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00 Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土プロックわずかに含む
2 暗褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・ 炭化物・黄橙色粒・粘土プロック・黒褐色土プロックわずかに含む
3 黒褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・粘土プロックわずかに含む、黒褐色土プロック少なく含む

Fig.26 H -42・43号住居跡
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H-45 

―・----H-28 

H-44・70号住居跡ベルトセクション
1 現耕作土
2 にぶい黄褐色粗砂層 0△ As-B含む、黄橙色粒わずか

に含む
3 暗褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、焼土粒・

炭化物・黄橙色粒わずかに含
む (H-44)

4 暗褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土
粒・炭化物・黄橙色粒・焼け
た粘土ブロックわずかに含む
(H-44) 

5 黒褐色細砂層 00  Hr-FPわずかに含む、焼土
粒・炭化物・黄橙色粒わずか
に含む (H-44)

6 黒褐色細砂層 00  Hr-FP少なく含む、焼土粒・
炭化物・黄橙色粒・焼けた粘
土ブロック少なく含む (H
-44) 

7 暗褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP 多く含む、黄橙
色粒含む、焼土粒わずかに含
む

8 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、黄橙色粒
含む、焼土粒わずかに含む

9 黒褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP 少なく含む、黄
橙色粒少なく含む、焼土粒わ
ずかに含む

1~ 

旦_L=l24.3m B
 

D
 

1 : 30 1 m 

¥"'、

。

H-45号住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP 含む、焼土粒わず

かに含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼

土粒わずかに含む
3 暗褐色細砂層 00  焼土粒・焼土ブロック含む
4 黒褐色細砂層 00  焼土粒・焼土ブロック含む、下

部は灰層

1 : 60 2m 

H-45号住居跡ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、焼土粒わずかに含む、黄橙色粒含む
2 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒わずかに含む、黄橙色粒少なく含む、黄橙色土ブロックわずかに含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色粒・黄橙色土ブロックわずかに含む

Fig.27 H -44・45・70号住居跡
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H-46号住居跡ベルトセクション

｀ 
i 疇『砂層喜喜 f~~;』誌含皇：む9鰐ぎ l一直`ご羞誓巳

00  As-C・Hr-FP少なく含む、黄橙色土 H-46号住居跡 鼈裁断セクション
プロック少なく含む

I"" I 
1 暗褐色細砂階 OX  焼土粒．

H-50 / --ーニー／一 塁息悶
2 褐色微砂庖 00  焼土粒．

灰白色粘
土粒多く
含む

.A._ L=124. 4m 

4 黒褐色細砂層

L= 

H-82 c-

）
 

A' 

1-1-48号住居跡ベルトセクジョン
1 にぶい芸褐色細砂／吝 00  A ,-- C · th• ・''-"7む、焼土

碑 ・t&I::粒 ・'ffe!ll(.ヰプロッ
クわずかに含む

2 暗褐色細砂屈 00  A~ ·-C・ I-I r- Fl> 含む、焼土粒
bずかに含む

3 暗褐色細砂閲 oo ""-c ・ I-1 1•-t•I' 含む、焼土粒
』2ずかに含む ・黒褐色土わ
ず かに混じる

C
 

~ L=124. 4m c' 

H-48号住居跡竃セクション
1 にぶい黄褐色細砂屈 00  As-C・Hr--FP少なく含む、焼

土粒少なく含む
2 黒褐色細砂庖 00  As-C・Hr-FP少なく含む、焼

土拉少な く含む
褐色細砂囮 Oc  焼土粒含む
黒褐色細砂層 Oc  焼土粒少なく含む、灰混じる
褐色細砂/iS Oc  焼土粒・焼土プロック含む

H-46・48号住居跡
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｀ p ーc 
H-47 

ぃ

c
 
2
 
p
 

c
 
凰
Pzb

/a, 

豆
◎◎ 
P4b P4c 

R H-47号住居跡竃セクション
1 黒褐色細砂囮 00  Hr-FPわずかに含む、焼土

粒少なく含む
2 暗褐色微砂層 ◎◎  Hr-FPわずかに含む、焼土

粒少なく含む
3 黒褐色微砂層 〇◎ Hr-FPわずかに含む、焼土

粒・炭化物含む
4 灰褐色微砂隣 〇◎ 焼土粒含む、灰混じる

［） ＇ -

1~ l,_ 
L=124. 4m 

C
 

t/ 

D-

_Q_ 1=124. 3m 

鵬

Fig.29 H-47号住居跡
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H-49号住居跡竃セクション
1 灰黄褐色粗砂陪 OL. 
2 にぶい黄褐色細砂屈 00  
3 暗褐色細砂屈
4 思褐色細砂庖 88 
5 にぶい褐色細砂層 00  

6 灰褐色微砂陶 〇◎

AoJ•B 那 じる
Hr・l'P少なく 含む
Mr • FP j-'ずかに含む
I l r • Pl> · :, ずかに含む、碗け
に船土プロック少なく含む
llr PP少なく含む、畑土粒
少なく含む
くずれな砧土．以化物わず
ヵヽに含,u

..£... L=124. Om 9

＿
 

C
 .
 

.£ 

H 4!1号 ('I;/.!}叫ベルト セク ショ ン
1 m-; 咋血:1砂囮 Ox  Hr-FP含む、 As-B多く含む
2 Iこ.s:いが1~&1111砂f,11 00  Hr-FP多く 含む
3 II昨褐年1器麿 0゚ Hr-FP少なく含む、炭化物・詰土プロックわずかに含む
4 にぷい貿 訓 砂 /M 00  Hr-FP少なく含む、黄橙色土プロックわずかに含む
s /Al 鴎叫II樅~l 00  Hr-FP少なく含りぉ炭化物わずかに含む、貧橙色土混じる

~r 

= 

I-1-49号住居跡 p 5号貯蔵穴セクシ ョン
1 暗褐色細砂層 △ 0 
2 にぶい黄褐色粗砂層 △ x 
3 黒褐色細砂層 〇◎ 粘土プロック含む
4 にぷい黄褐色細砂閲 △ 0 

立 L=l24.5m 立一

H-50 

---------ー、

- ----' ！ 
A-

呂1-50号佳居跡鼈セクション
J 暗褐色細砂屈 00  As-C ・Hr-FPわずかに

含む、黄橙色粘土粒少な
く含む

2 痕褐色細砂1曾 00  にぶい褐色士プロック含
む

3 暗褐色微砂層 〇◎ 焼土粒 ・粘土プロック含
む

4 灰褐色微砂層 〇◎ 灰滉じ る

H-74 
H-50・74号住店跡ベル トセ クション
l 黒褐色細砂陶 0 x As-C• Hr-FP多く含む (H-50)
2 暗褐色細砂層 0 x As-C・Hr-FP含む (H-50)
3 暗褐色細砂層 Ox  Hr-FP少なく含む、黄橙色粒少なく含む (H-50)
4 黒褐色細砂層 0 x As-C・Hr-FP多く含む
5 暗褐色細砂図 Ox  As-C• Hr-FP含 む
6 暗褐色細砂／日 OX  As-C・Hr-FP多く含む、黄世色粒少なく含む

_A_ L=124. 6m 
ー

Fig.30 H-49・50・74号住居跡

I宍
L 

2m 
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_Ll.=124. 伽 E'
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_f_ L=123. Om C

 

D L=l23. 9m .!L 

-.. ・鵬』
1 : 60 2m 

¥P、

H-51住居跡鼈セクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずか

に含む 上— 1=124. 4m 
2 灰褐色微砂層 〇◎ As-C• Hr-FPわずかに含む、焼土プロック・粘土プロックわず

かに含む
3 褐色微砂層 〇◎ 焼土プロックわずかに含む、灰わずかに含む

H-51号住居跡 ベル トセクシ ョン
1 暗褐色細砂層 00  As-Cわずかに含む、 Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物・黄

橙色粒わずかに含む
2 暗褐色細砂阻 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒わずか

に含む
3 暗褐色細砂層 00  As-C•Hr-FP わずかに含む、焼土粒·炭化物・黄橙色粒わずか

に含む 』―1=124.4旧
4 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄橙色粒・黄橙

色土プロ ック・粘土ブロックわずかに含む

H-51号住居跡 PS号貯蔵穴セクション
1 黒褐色細砂層 △◎ 粘土プロック含む
2 にぶい黄褐色微砂層 〇◎ 粘土プロック含む

丘

F
 

゜
1 : 30 1 m 

Fig.31 H-51号住居跡
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B' 

~ 三亨三三量
H-52・53号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む、黄橙色土プロックわずかに含

む (H-53)
2 黒褐色微砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む (H-53)
3 黒褐色微砂層 〇◎ As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物少なく

含む (H-53)
4 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む
5 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む
6 黒褐色微砂層 〇◎ As-C・Hr-FPわずかに含む

且_L=124. 2m 

F L=l24. Im 

。

）
 

H-52号住居跡鼈セクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む
2 暗褐色微砂層 〇◎ 焼土粒・粘土粒含む
3 にぶい褐色微砂屠 〇◎ 焼土粒含む、粘土粒多く含む
4 褐灰色微砂層 〇△ 灰庖

H-53号住居跡鼈セクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む、焼土粒・粘土粒含む
2 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む
3 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む、焼土プロック・粘

土プロック含む
4 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む、南側にくずれた焼

けた粘土含む
5 黒褐色微砂層 △〇 灰層、焼土プロック含む

X
-

L=l23. 8m 

H-55号住居跡南壁セクション
1 現耕作土
2 黒褐色細砂層 OX 
3 黒褐色細砂層 OX 

4 黒褐色細砂層

As-C・Hr-FP・As-B混じる
As-C・Hr-FP多く含む、炭化物わずか
に含む

O△ As-C・Hr-FP少なく含む、黄橙色粒少
なく含む

1 : 60 2m 

Fig.32 H -52・53・55号住居跡
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H-54サ代居跡磁セクション
1 暗祁色細砂凶 △ 0 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・黄橙色プ

ロックわずかに含む
2 褐色細砂廣 △ 0 Hr-FPわずかに含む、焼土粒・炭化物・黄

橙色土プロックわずかに含む
3 褐色微砂層 00  焼土粒・炭化物わずかに含む
4 褐灰微砂層 00  灰層

，似
~ 

JLL=124. 3m 

＇も一

_[_ 

I宍 ¥"<、

。
2m 

H-61号住居跡ベルトセクション
l 灰黄褐色粗砂層 0△ As-B混じる
2 にぶい黄褐色細砂層 00 As-C• Hr-FP少なく含む
3 暗褐色細砂層 △ 0 Hr-FPわずかに含む、焼上粒・炭化物わずかに含む

H-61号住居跡竃セクション
1 にぶい黄褐色細砂層 00 Hr-FPわずかに含む
2 褐色微砂層 △〇 焼けた粘土含む、灰混じる

Fig.33 H -54・61号住居跡
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H-59号住居跡炉セクション
1 黒褐色細砂阿 △ 0 As-Cわずかに含む、黄

橙色土混じる
2 黒色微砂層 △〇 炭化物少なく含む、灰混

じる

H-59号住居跡 P5号貯蔵穴セクション
1 にぶい黄褐色細砂陪 △ 0 As-C含む、黄橙色土少なく混

じる
2 黒褐色細砂層 △ 0 As-C少なく含む、黄橙色土プ

ロックわずかに含む

3 灰黄褐色微砂陰 xo 
A L=l24. 3m 

麟~、
D L=l23. 8rn 

“ 
D 
- H-59号住居跡ベルトセクション
1 にぶい黄褐色細砂層 00 As-C多く含む
2 にぶい黄褐色細砂囲 00 As-C少なく含む
3 暗褐色細砂層 00 As-C含む、黄橙色土プロックわずかに含む
4 黒褐色細砂層 00 As-C少なく含む
5 黒褐色細砂層 00 As-C含む、灰と焼けた粘土混じる

B
 
L
 1
1
 1
2
4
.
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n
 

la, 

虻

L= 124. 5m 
~ £ 

麟
1~~~。

。
I

JL L=!24. 3m 

E 1=124. 3m 

D
 

D
 

t-

1 : 30 1 m 

H-60号住居跡鼈セクション
1 にぷい黄褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む
2 灰褐色細砂層 00 焼土プロック含む
3 黒掲色微砂層 △〇 焼土粒含む、灰混じ

る
△ 0 灰J習、焼土粒・炭化物
少なく含む

4 褐灰色微砂層

1・60 2m 

H-60号住居跡ベルトセク ション
1 にぶい黄褐色細砂層 00 Hr-FP含む、炭化物少なく含む
2 暗褐色細砂層 00 Hr-FP少なく含む、炭化物わずかに含む
3 暗褐色細砂if!! 00 As-C・Hr-FP含む、炭化物少なく 含む
4 黒褐色細砂限 00 As-C・Hr-FP含む

Fig.34 H -59・60号住居跡

H-60号住居跡 P5号貯蔵穴セクション
1 褐灰色微砂層 △△  灰多く混じる
2 黒渇色細砂層 00  炭化物・毀橙色粒含む
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H~64号住居跡窃セクション
/I' 1 暗褐色細砂層 00 焼土粒少な く含む、黄橙
―― 色粒含む
2 黒褐色微砂層 00 焼土粒含む、炭化物・黄

橙色粒・焼けた粘土プ
ロッ クわずかに含む

3 黒褐色微砂層 00 焼土粒わずかに含む、炭
化物・ 黄橙色粒・焼けた
粘土プロックわずかに含
む

H~64号住居跡 ベル トセクシ ョン
1 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP多く含む、

焼土粒含む、炭化物わず
かに含む、黄橙色粒含む、
粘土プロックわずかに含
む

2 暗褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP含む、焼土
粒含む、炭化物わずかに
含む、黄橙色粒含む、粘
土プロックわずかに含む

3 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含
む、焼土粒 ・炭化物わず
かに含む、黄橙色粒少な
く含む
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Fig.35 H -64・66号住居跡
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H-65号住居跡 ベルトセクション
1 現耕作土
2 黒褐色細砂層 Ox  As-C・Hr-FP含む、 As-B混じる
3 黒褐色細砂層 0△ As-C・Hr-FP多く含む、焼土粒・炭化物少なく含む
4 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、焼土粒・炭化物少なく含む
5 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物少なく含む
6 黒褐色細砂層 〇◎ As-C・Hr-FPわずかに含む、粘土プロック少なく含む
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住号
層
層
層
層
層
層
層

7

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂

尉
紐
翡
饂
隣

・
耕
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

67
現
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

H
1
2
3
4
5
6
7
8
 

ベルトセクション

As-B混じる
As-C・Hr-FP多く含む、焼土粒・炭化物わずかに含む (H-67)
As-C・Hr-FP含む、焼土粒・炭化物わずかに含む (H-67)
As-C・Hr-FP少なく含む、炭化物わずかに含む (H-67)
As-C・Hr-FPわずかに含む (H-77)
As-C・Hr-FP含む、焼土粒・炭化物わずかに含む (H-75)
As-Cわずかに含む、 Hr-FA少なく含む、 Hr-FPわずかに含む、黄橙色土わずかに含む (H-75)

Fig.36 H 65・67・75・77号住居跡
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H-56・72号住居跡ベルトセクション
l 暗褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む (H-72)
2 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む、炭化物わずかに含む (H-72)
3 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、炭化物わずかに含む (H-72)
4 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP多く含む、焼土粒・炭化物わずかに含む、黄橙色粒含む
5 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP含む、焼土粒・炭化物わずかに含む、黄橙色粒含む

H-72号住居跡竃セクション
1 暗褐色細砂層 0△ As-C・Hr-FP多く含む、焼土粒少なく含む
2 暗褐色細砂層 00  Hr-FP含む、焼土粒多く含む、炭化物わずかに含む
3 黒褐色細砂層 △ 0 As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土粒多く含む、灰少なく含む
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H-69・71号住居跡ベルトセクション
1 現耕作土
2 暗褐色細砂層 ◎ X As-C• Hr-FP多く含む
3 黒褐色細砂層 0△ As-C・Hr-FP多く含む

(H-71) 
4 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP含む (H-71)
5 黒褐色細砂層 △◎ As-C・Hr-FP少なく含む

(H-71) 
6 黒褐色細砂層 △△ As-C・Hr-FP少なく含む、 As

-B混じる
7 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP多く含む
8 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP含む

1 : 60 Zm 

Fig.37 H -56・69・71・72号住居跡
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H-68号住居跡炉セクション
1 黒褐色細砂層 △x 焼土粒多く含む、灰多く含む
2 暗褐色細砂層 〇△ 焼土粒・灰少なく含む

H-68号住居跡ベルトセクション
1 現耕作土
2 黒褐色細砂層 Ox As-C・Hr-FP少なく含む、

As-B混じる
3 黒褐色細砂層 Ox As-C・Hr-FP含む
4 黒褐色細砂層 Ox As-C多く含む、焼土粒・炭化

物わずかに含む

B
L
=
l
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4
m
 

/co 

立 L=124.Im 

1 m 

c' 

I宍 I°'-

.l_ L= 124. 4m 

~£ 

H-73号住居跡鼈セクション
1 黒褐色細砂屈 0△ As-C・Hr-FP多く含む、焼土粒含む・炭化物わずかに含む
2 黒色細砂囮 0△ As-C• Hr-FP含む、焼土粒少なく含む
3 極暗褐色細砂屑 00  焼土プロック多く含む
4 黒褐色細砂阿 00 灰層 焼土粒少なく含む

H-73号住居跡ベルトセクション
1 黒褐色細砂1B 0△ As-C• Hr-FP多く含む、焼土粒わずかに含む
2 黒褐色細砂陪 0△ As-C含む、焼土粒わずかに含む
3 暗褐色細砂陪 00  As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物少なく含む

Fig.38 H -68・73号住居跡
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H-76号住居跡ベルトセクション
1 黒褐色細砂層 Qx As-C多く含む、 Hr

-FF少なく含む
2 暗褐色細砂層 0△ As-C多く含む
3 暗赤褐色細砂層 00  As-C少なく含む

H-76号住居跡炉セクション
l 黒褐色細砂層 Ox As-C 多く含む• Hr-FF少なく含む
2 黒褐色細砂層 0△ As-C多く含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C少なく含む、炭化物少なく含む
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H-79 
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C L=122. 9日

一瓢―
1 : 30 1 m 

1 m 

[D-U
 

B

、

~ H-79号住居跡竃セクション
1 黒褐色細砂層 00  As-C• Hr-FP少なく含む・焼土

粒 ・紐 ・I・.プロッ名四く含む、黒褐
色 ・laプロックわ かに含む

2 黒褐色細砂層 00  I\かC ・ Tl,• f"Pゎ-J'かに含む、焼土
粒・黄橙色粒・粘土ブロック少なく
含む

3 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FPわずかに含む、焼土
粒・黄橙色粒少なく含む、粘土プ
ロック含む

4 黒褐色細砂図 00  粘土ブロックわずかに含む

j{_ H-79号 住居跡竃左袖裁断セクジョン
1 灰褐色細砂層 ◎ x 焼けた粘士．プロッ

ク多く 含 む
2 にぶい黄褐色細砂暦 ◎△  灰白色プロック多

く含む
3 暗褐色細砂隈 ◎△  灰白色プロック多

く含む、焼土粒少な
く含 む

O △ 灰白色プロック少
なく含む、焼土粒少
なく含む

1ヽ 黒褐色細砂層

2m 
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H-78号住届跡竃セクション

C 
, 1 暗褐色細砂層 00 灰層、粘土ブロック含む

H-38 

H-78号住居跡ベルトセクション
1 黒褐色細砂層 00 As-C・Hr-FP少なく含む、焼土粒・炭化物わず

かに含む、黄橙色粒少なく含む
2 黒褐色細砂層 00 As-C•Hr-FP わずかに含む、焼土粒・炭化物わ

ずかに含む、黄橙色粒少なく含む
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0 1 : 30 1 m 

H-83号住居跡炉セクション
1 黒褐色細砂層 Ox As-C少なく含む
2 黒褐色細砂層 ox 焼土粒含む、灰わずかに含む

I"' H-40 
ア

1=123. 7m L=123. 7111 
D D' ..I.. E ＇ 

L=124. 2m 

“ 
鼠A' 

H-16 

゜
I ; 60 2m 

H-83号住居跡ベルトセクション
l 黒褐色細砂層 Qx As-C多く含む
2 黒褐色細砂層 Qx As-C含む
3 黒褐色細砂層 OX 黄橙色土ブロック含む
4 暗褐色細砂層 00 As-C含む、黄橙色粒含む、黒褐色

土ブロック・粘土ブロックわずか
に含む

5 黒褐色細砂層 00 As-Cわずかに含む、黄橙色粒・粘
土プロックわずかに含む

H-83号住居跡 p 1号柱穴セクション
1 暗褐色細砂層 00 As-C含む、焼上粒わずかに含む、黄橙色粒含む、粘

土ブロック含む、黒褐色土ブロックわずかに含む
2 黒褐色細砂層 00 As-Cわずかに含む、黄橙色粒わずかに含む

H-83号住居跡 p 2号柱穴セクション
1 暗褐色細砂層 00 As-C含む、黄橙色粒含む、粘土ブロックわずかに含

む、黄橙色土ブロック含む、黒褐色土プロックわず
かに含む

2 黒褐色細砂層 00 As-Cわずかに含む、黄橙色粒・粘土ブロックわずか
に含む

Fig.40 H 78・83号住居跡
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H-80号住居跡炉セクション
1 灰黄褐色細砂層 △〇 炭化物わずかに含

む、灰混じる

H-80号住居跡 ベルトセクション
1 暗褐色細砂層 00  As-C多く含む、黒褐色土ブロック少なく

含む
2 黒褐色細砂層 00  As-C含む、黒褐色土ブロック含む
3 黒褐色細砂層 00  As-C少なく含む、焼けた粘土ブロック少

なく含む、粘土ブロックわずかに含む
4 黒褐色微砂層 00  As-Cわずかに含む、灰含む
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゜
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1 : 60 2m 

H -84号住犀跡・ D--9号 ベルトセクジコン
1 暗褐色細砂層 00  As-C多く 含 む、焼土粒わずかに含 む、 匹 橙色粒

含む、炭化物わずかに含む
2 暗褐色細砂/ff 00  As-C含む、黄橙色粒・粘土プロック・黄橙色土

プロック含む
3 I南褐色細砂層 00  As-C含 む、焼土粒・炭 化物わずかに含む、資橙

色粒含む
4 暗褐色細砂層 00  As-C含む、黄橙色粒含 む・黄橙色土プロック少

なく含む、黒褐色土プロックわずかに含む
5 暗褐色細砂層 00  As-C含む、黄橙色粒→が登色土プロック 含 む、

忠褐色土プロックわずかに含む
6 暗褐色細砂層 00  As-C含 む、焼土粒わずかに含む、 黄 橙色粒・l!'5c

橙色土プロック含む
7 暗褐色細砂閥 00  As-C少 な く含む、郷土粒わずかに含む、黄橙色

粒少なく含む・黄橙色土プロック・黒獨色土プロッ
クわずかに含む

H--84号佳居跡 PZ号 柱穴セクション
1 黒褐色糾l砂層 00  As-C少なくむ、黄11l(!lt->Z少なく 含む
2 暗褐色細砂閥 00  As-C わずかに含む、 翼置色較~,. -ずかに含む、鼓橙色

」こプロック含む

I-I-84号 住居跡 P5号貯蔵穴セクジ日ン
］ 暗褐色細砂層 △ x 黄橙色粒含 む
2 黒褐色細砂層 △ X 黄橙色粒少なく 含 む

I-1-84号住居跡 PG号貯蔵穴セクション
l I哨褐色細砂層 OX  黄橙色粒少なく含む
2 黒褐色甜II砂／習 OX  炭化物わずかに含む、貸橙色粒少なく含む

Fig.41 H 80・84号住居跡

84 



＠
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W-1・2号溝跡ベルトセクション
1 現耕作土
2 暗褐色細砂層 0 x As-C・Hr-FP含む、 As-B混じる
3 黒褐色細砂層 Ox As-C• Hr-FP含む、 As-B混じる
4 黒褐色細砂層 0△ As-C・Hr-FP多く含む、 As-B含む (W-2)
5 黒褐色細砂層 00  As-C・Hr-FP少なく含む、 As-B含む、黄橙色土含む (W-2)
6 黒褐色細砂層 0△ As-C・Hr-FP多く含む
7 黒褐色細砂庖 00  As-C多く含む

L=124. 6m 

主疇冨
。

1 : 100 5m 彦

Fig.42 W-1・2号溝跡
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貨橙色土混 じる

:lttffl: 色拉含む
オレ ンジ色軽石含む
オレンジ色軽石含む、黄橙色プ ロックわずかに含む
オレンジ色軽石多く含む
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JD- 5 -h>,i. ヤ"'"'ョ ン
1 忠 討 紐＂ 沙府 00  A ff• (;. 心 I'かに含む
2 灰 匹 四 JU砂 h"I t≫r.> 炊 色仰右少な く含む｀炭ィヒ

物わず力入に含む

JD- 6 巧 J・代 炉 シコン
1 I府晶“叫 II(/1'f
2 にぷい貨褐色{Ill砂 J切

3 に ぶい黄褐色細砂r肉

JD- 7 リ . J •,J/や ク ション
1 灰償褐色 Ill砂r~ ◎〇
2 にぶい黄褐色細 砂 ro, oo  

JD--8号 土坑セクション
1 'こぶい黄褐色微砂 Joi 0 △ 

2
 

3
 

む
む
西窟ヽ＜カ

な
ず
少
わ吾盟魯

か

ー
ー

シ．ン
ン
ンに呈

/
―

J
D
l
J
D
1

2
3
4

5

m

'

し^

黒褐色細砂層

黒褐色微砂限

ン

匹少r
 

ョシ
廂
細

ク
砂
色
セ槌坑舞良嘉ぶ表に

D
1
2
 

饗
A

一こ1
A
_
 

cO  
00  

cO  

0 0 

00  

鬱
¥"'、

A l.=123.3m 

置疇止

貨色條石わずかに含む
黄色軒石少なく含む、
炭化物わずかに含む
黄色軽石少なく含む

As-C少 なく含む
黄色軽石少なく含む

JD- 9号土坑セクション
l 瞬褐色細砂1M ox 黄橙色粒多く含む
2 褐色細砂層 ox 貸橙色土砂粒多く含む

JD- 10号土坑セ クション
， l 思褐色微砂IP! c.O 
ムー2 'こぷい焚禍色微砂TR L>-0 
3 'こぶい匹褐色微砂l祖 c.O 

JD- 11号 土坑セクシコン
1 『占褐色細砂1肖 0 0 

2 忠褐色細砂l罰 00  

。

1 m 

白色軽右多く含む、黄橙色拉
含む
白 色軽石少なく 含む、黄慢色
粒く少なく含む

塁夏

に疇上
. 60 2m 

D - 3号土坑セク シ コ ン
1 I晒褐色細砂層 00  

2
 

3
 

暗褐色紺II砂闇

暗褐色細砂隅

00  

00  

ox 
ox 

D - 2号土坑セク シ ョ ン
1 I嗜褐色細砂(,>'I 0 0 
2 黒褐色細砂閲 00  

3 思色細砂Ir/I 0 0 

白色軽石少なく含む、
焼土粒・炭化物わずか
に含む、黄橙色粒少な
く含む、黄橙色土含む
白色軽石少な く含む、
螂土粒わずかに含む、
菜橙色粒少な く含む
臼色臨石少な く含む、
汝橙色粒わずかに含む、
黄橙色土少なく含む

3 

黄色軽石わずかに含む

黄 m色土砂粒多く含む

As-I3湿じ る
I-Ir-FPわ ずかに含む｀
As-B¥ 髭じ る

D - 3号 土坑セクシコン
1 哨褐色細砂層 0 △ 

2 暗褐色細砂層 〇△

暗褐色細砂胴

As-C 含む、貿橙色
痒右含む
As-C 少なく含む、
黄澄色軽石少なく含
む｀暗赤色粒わずか
に 含む

O △ As-C わずかに含む、
黄橙色拉 ・黄橙色土
プロック少なく含む

D - 4号土坑セクシコ ン
1 暗褐色細砂層 Oc  As-C 少なく含む、

焼土粒少なく含む、
炭化物わずかに含む

D - 5号土坑セク シ ョ ン
1 茂彩H乍士．
2 磁褐色細砂／碩 ox  
3 黒褐色細砂層 ox  

As-C・1 t• f."p少な
く含む・ r, - 1~ - 粘
土プロック少なく含
む 、 II),褐色土プロッ
ク含む
As-C 。1-1,--FPわず
かに含む、ガを土粒 ．
貨澄色 粒 ・粘土プ
ロック少なく含む
As-C ・Hc-FPわず
かに含む｀細土粒 ．
茨橙色粒少なく含む ｀
粘土プロック含む

As-C わずかに含む
As-C 多く含む、 Hr-
FA少なく含む、 Hr
-FP多く含む、灰少
なく含む
黄橙色粒多く含む
As-C 少なく含む

4 暗褐色細砂隈 xx  
1 暗褐色皐II砂 I<!! 00  

D - 6号土坑セクシコン
1 忠褐色細砂層 0 0 Ifr-FP少なく含む
2 黒褐色絹II砂 1<!1 0 0 Hr-FP少なく含む

遺物の底部に 黄 橙色の
1少あり
貨橙色の砂少なく混じ
る

Fig.43 JD-1 ~11号土坑、 D-1~8号土坑
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PL. 1 

調査区全景（北から）

J -I号住居跡全景（南から） J-1号住居跡埋設土器セクション（南から）

..' 
J-2号住居跡全景（北から） JD-2号土坑造物出土状況
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1--1-6、9、57、59号住居跡全景 (i!..9から）

1-1-C:i号住居跡全娯（凸から） I―J~G 号住居跡磁全娯（西か ら）

H-9号住居跡全景（西から） H-SJ号住居跡窟全景（西から）
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. 
H~7 号住居跡全景 （西から）

）
 

H-8号住居跡全娯（西から）

）
 

H-15号住居跡全景（西から）

H-15号住居跡造物出土状況① （西から）

H-7号住居跡窟全景 （西から）

H ~S 号住届跡竃全景（四から）

1-1-15号住居跡徴全景（西から）

H-15号住民跡遺物出土状況② （北から）
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謁査区北中央邸仕阿勁噌〗ー復1-Jミ況（北から）

H-21号住居跡全畏（西から）

I-l - 23号仕庶跡全屈 (jJ_~から） 1--1-23号住居跡酪全鉗（西から）
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I―1-24号住居跡金景 (j!Ljから） H-24号住居跡寵全凩（直から）

11-25号住居跡全崇（南から） 1-1-25号住居跡臨全丹（南から）

H-28号住居跡全娯（西から） H-28号飲居跡砲全景（四から）

1-1-29号住居跡全似（西から） H~2D号住居跡竜全景（四から）
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H-32号住居跡遣物出土状況① （西から） 1-1-32号住居跡遺物出＿上状況② （東から）

R-

''·~ 呵ず―

"' • 1-1-32号住居跡全景（南から）

1-1-32号住居跡炉仝景（南から） H-32号住居跡遺物出土状況③ （南から）
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、一 ー・・・冒．．
H-:13号住后趾全呆 （四か ら） H -:l3号•住居跡鼈全景 （西か ら）

J-1-38号住居跡全景 (~i から） J-1-38号住居跡砲奇景（幽から）

I-! -40号住居跡全景（西から）

舅.

暑

1-1-40号住図崎遁物：1: 土状況① （南から） 1-1-40号住居跡造物出土状況(2)(西から）



PL. 8 

一

I―1-42号住居跡罐全業 Ci凸Iから）

1-1-45号住居跡全崇（西から） 1-1-45号住居跡鼈全棗 （四から）

j-[~47 号住居読全景（西か ら） H-47号住居跡竃全景（西か ら）

I--l-47号住居跡p5号貯蔵穴全景（北から） 1-1-47号住居跡遥物出土状況（西から）
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H-49号住届跡全景（西から） H-49号住居跡砲全景（西から）

H-50号住居跡全景（西から） H-50号住居跡竃全景（西から）

贔~
嘘口

H-51号住居跡全景（西から） [-!~51号住居跡鼈全景（西から）

H-52号、 53号住居跡全景（西から） 1-1-52号住居跡竃全景（西から）



PL. 10 

H-54号住居跡全景（西から） H-54号住居跡鼈全景（西から）

I―I-54号住居跡遺物出土状況① (i瓜から） H-54号住居跡遣物出土状況② （西から）

H-60号住居跡全景（酉から） H-60号住居跡窟全景（四から）

日ー76号住居跡全景（四から） H-76号住居跡炉全景（南から）
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H-79号住居跡全景（西から）

H-59号住居跡全景（西から）

）
 

H-59号住届跡逍物出土状況① （北から）

H-79号住居跡竃全景（西から）

1-1-59号住居跡炉全景

W-1・2号溝跡全景（北から）

D-2号［：：坑全景（南から） D-2号 I'.坑セクション
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